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お 断り と 
大 切な お 知ら せ 


ムスリム (イス ラー ム 教 徒 ) が ムハンマド の 名 前 に 言及 する と き 、 
彼 に 敬意 を 表し て 「 彼 の 上 に 平安 あれ 」、 英 語 で は 短縮 し て pbuh と 
付け 加え る こと が 宗教 上 の 礼儀 と され て いま す 。 ア ラビ ア 語 で は そ 
ne (3) と 言い ます 。 


し か し 、 こ の 本 は ムハンマド の 要約 ポ が ケット ガイ ド で あり 、 ム ハン 
マ ド の 名 前 が 頻出 する た め 、 ス ペー ス を 割愛 する 意味 で 、 ま た ム ス 
リム 以外 の 読者 に も 読み や すい よう に 配慮 し 、 多 く の 箇 所 で この 言 
葉 が 省 か れ て いま す 。 ご 了承 くだ さい 。 


ムスリム は 、 宇 宙 そ し て 万 物 を 創造 し た 唯一 の 神 を 信仰 し て いま 
す 。 彼 の 名 前 は アッ ラー で す 。 

こと この ポケ ッ ト ガ イド で 神 あ る い は 主 と 述 べら れる と き 、 そ れ は 崇 
高 な る アッ ラー を 意味 し て いま す 。 へ ブラ イ 語 で は 神 は 「 エ ロ ヒ 
ム 」、 ア ラム 語 で は 「 エ ラー、 ア ラ ハ 」 と 呼ば れ て いま す 。 イ ス 
ラー ム の 信仰 で は 、 神 は 「 神 聖 」、「 唯 一 」、「 平 和 (アラ ビア 語 
で アル = テ サ ラー ム 、 へ ブラ イ 語 で シャ ロー ム ) と いっ た 多く の 特性 
を 持っ て いま す 。 ム スリ ム は 神 の こと を 「 最 も 崇高 に し て 最も 慈悲 
深い 」 と 称し て いま す 。 


また 神 (アッ ラー) の 名 前 が 記さ れ て いる 出版 物 を 清潔 で 適切 な 場 
所 に 保管 する こと が 宗教 の 理由 か ら 求め られ て いま す 。 


マッ カ (Mecca) の 町 は 、 よ く Makkah と 綴 ら れ ま す 。 そ れ は 旧約 聖 
書 で ベッ カ (Becca) と 記さ れ て いる バッ カ (Bakkah) の 谷 に 位置 し 
て いた か ら で す 。 ま た マデ ィ ー ナ の 町 は 、 ア ラビ ア 語 で 「 ア ル ニ テマ 
ディ ー ナ ・ ア ル ニ テム ナッ ワラ 」 と 呼ば れ 、 そ れ は 「 光 輝け る 町 」 と 
いう 意味 で す 。 


この ポケ ッ ト ガ イド に 掲載 され て いる 情報 は 、 可 能 な 限り 信頼 で き 
る 資料 を 情報 源 と し て いま す 。 読 者 の 方 が た か ら の で 意見 、 ご 感想 
は 下記 の アド レス へ E メ ー ル で お 寄せ くだ さい 。 
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「 私 と それ 以前 の 預言 者 た ちの 関係 を 例え る と 、 
ある 人 が 家 を 立て 、 美しく 素晴らし く 仕上 げた が 、 
一 箇所 だ け レ ン ガ が 積み 残さ れん て いま し た 。 

人 びと は その 家 を 見 て 、 そ の 素晴らし さき を 
称賛 し な が ら も 、 積み 残さ れ た 
最後 の 一 枚 の レン ガ が そこ に 積ま れ て いた な ら ば 
な ん と 壮 朋 で あっ た だ ろう ! と 言い まし た 。 
そう 、 私 こそ が その レン が 、 最後 の 預言 者 な の で す ] 


ムハンマド 
( 彼 の 上 に 平安 あれ ) 


( プ ハ ー リ ー に よる 伝承 4.734, 4.735) 
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私 は 、 世 界 の 何 百 万 人 も の 人 びと を 対象 に 、 森 羅 万 象 の 創 
造 者 で ある 唯一 神 へ 帰依 する よう 説い た 人 物 に つい て の ポ 
ケッ ト ガ イド を 編集 する 時 間 と 能力 を 与え られ た こと を 、 
光栄 に 思っ て いま す 。 


ムハンマド ( 彼 の 上 に 平安 あれ ) は 自ら を 神 の 使者 と し ま 
し た 。 彼 は 生涯 を その 崇高 な る 目的 遂行 の た め に 費やし 、 
彼 以前 の 時 代 に 使わ され た すべ て の 預言 者 ・ 使 者 か ら な る 
美しい 建物 を 完成 さす る べく 、 自 分 は 最後 の 一 枚 の レン ガ 
だ と 謙虚 に 語り まし た 。 


預言 者 へ ハハ ンマ ド は 、 彼 以前 に 使わ され た すべ て の 預言 者 
や 使者 た ち に 敬意 を 払い まし た 。 ア ブラ ハム に つい て は 、 
彼 は 数 多く の 預言 者 の 祖先 で あり 、 唯 一 神 ア ッ ラ ー が 彼 を 
信仰 する た め の 場 で ある カアバ 神殿 を 構築 する こと を 命じ 
られ た 方 で ある と 認識 し て いま し た 。 


ムハンマド (BE) は 預言 者 モー セ に つい て は 、 神 の 使者 で 
あり 、 イ スラ エル の 民 に 「 導 き ぎの 書 」 を も た らし た 預言 者 
で ある と 認識 し て いま し た 。 ま た ムハンマド QE) は イエ 
ス に つい て も 認識 し て お り 、 彼 は この 地球 の 終 未 の 一 日 前 
に 降臨 し 、 悪 と の 戦い を 終 訪 させ 、 一 神 教 の 信仰 者 た ち を 


団結 させ る すべ て の 信仰 者 に と っ て の 吉報 で ある と 話し まし 
た 。 ム ハン マ ド (RE) は 偽 の 救世 主 に つい て 警告 を 発し て 
お り 、 イ エス が 復活 する と き に は 備 の 救世 主 に 惑わ され る こ 
と な く 、 イ エス に 従う よう 求め て いま す 。 


神 の 啓示 を 受け て か ら 23 年 間 で 、 ム ハン マ ド (BE) は アラ 
ビア 半島 の 人 びと を 唯一 神 へ の 信仰 へ 呼び 戻す と いう 大 義 に 
成功 し まし た 。 ま た 、 唯 一 神 アッ ラー を 崇拝 する 場 と し て の 
カアバ 神殿 を 本 来 の 目的 に も どす た め 、 多 く の 偶 像 や 多神教 
た ち を 排除 し まし た 。 


この ポケ ッ ト ガ イド の 記述 ・ 編 集 に あたり 、 私 は た い へ ん 有 
意義 な 時 間 を 過ごす と と も に 、 か けが え の な い 作 品 を 完成 さ 
せる た め に は 多く の 時 間 と 献身 が 必要 だ と いう こと を 学び ま 
し た 。 


と の ポケ ッ ト ガ イド は 、 わ か りや すい 言葉 と 写真 、 イ ラス ト 
な ど を 多用 し 、 読 みや すさ を 重視 し て いま す 。 そ れ は 、 こ の 
ポケ ッ ト ガ イド が 預言 者 へ ハハ ンマ ド と 、 イ スラ ー ム 文明 繁栄 
の 礎 と な っ た 彼 の 教え に 興味 を 持つ 人 びと を 対象 に 書か れ て 
いる か ら で す 。 


読み や すさ 、 参 照 の し や すさ の た め に 、 本 書 で は 章 ご と に タイ トル と と 
も に 色分け し て いま す 。 第 1 章 は イス ラー ム 教 徒 で は な い 思 想 家 ・ 作 家 
の ムハンマド に つい て の 証言 、 続い て ムハンマド (RE) の 物語 へ と 続 
きま す 。 


預言 の 章 で は 、 ムハンマド の 預言 者 と し て の 生涯 と 他 の 預言 者 た ち 、 特 
に アブ ラ ハ ム 、 モ ー セ 、 キリ スト (彼ら の 上 に 平安 あれ ) と の 関係 に つい 
て の 説明 が あり ます 。 


また 世界 中 か ら 集 め ら れ た イス ラー ム 芸 術 、 アラ ビア 文字 の 書道 、 そ し 
て 建築 を テー マ に し た 章 も 用 意 し まし た 。 


この 本 の 出版 に あたり 、 フ ァ リ ー ド ・ ア ル ・ ア リー 氏 を 始め 、 ご 協力 を い 
た だ いた すべ て の 芸術 家 ・ 書 道家 の 方 が た に 深く 感謝 し て いま す 。 彼ら 
の 貢献 に よっ て 、 この ポケ ッ ト ガ イド の 内 容 が より 充実 し まし た 。 また 、 
貴重 な ご 助言 を いた だ き 、 ご 支援 いた だ いた ムハンマド ・ デ ィ ー ブ ・ ア ブ 
ドゥ ル ・ ラ ッ ザ ー ク 氏 、 ヌ リ ア ・ ガ ルシア ・ マ シッ プ 氏 、 ピー ター・ ゴ ウル 
ド 氏 、 シ リー ル ・ ボ ウジ ー 氏 、 メ フ メ ッ ト ・ オ ザル プ 氏 、 ラ ミ ・ カ ラウ ィ 氏 、 
ザ カ リア ・ マ ゼ ウ 博 士 に 感謝 いた し た いと 思い ます 。 


最後 に 、 様 々 な 情報 や 歴史 的 デー タ 、 写真 を 提供 し て 下さ っ た サウ デジ 
アラ ビア の アル ・ マ ディ ー ナ 研究 調査 セン ター に 心 よ り 感謝 申し 上 げ 
ます 。 
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ama 中 央 に ドー ム が 設け られ た モス ク 上 部 に 見 え 
る の は 、 ム ハン マ ド と いう 単語 を アラ ビア 語 で 書き 表し た も の 
で す 。 ドーム の よう に 見 える 部 分 が ムハンマド の 「 ハ 」 と な っ 
て いま す 。 モ スク の 形 の 下 に ある の は 、 神 の 使者 と いう 意味 の 
「 ラ スー ルッ ラー SLU SYD 」 と いう フレ ー ズ で す 。 

周り に ある 八角 形 は 、 ム ハン マ ド と いう 単語 を アラ ビア 書道 の 
別 の スタ イル で 、6 回 繰り 返し て 書い た も の で す 。 


プラ スチ ッ ク 芸 方 家 フ ァ リ ー だ ・Z ル ・ ア リー 左 か ら の 奏 遼 


7 ムハンマド だ と いう 単語 は 、 ア ラビ ア 語 で その 療 行 を 高く 、 
頻繁 に 、 そ し て 繰り 返し 褒め 務 え られ る 者 を 意 礎 し 、 
め ゆえ に た 導 区 に 値する 者 を 証し ます 。 
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ジョ ン ・ ア デア 
トリ ノ 国 連 シ ステ ム ・ ス タッ フ ・ カ レッ ジ (UNSSC) リー ダー 
シッ プ 学 教授 。『 指 導 者 と し て の ムハンマド 』 の 著者 


イス ラー ム の 考え で は 、 理 想 的 な リー ダー と は 高潔 な 精神 の 持ち 主 
で ある と 同時 に 、 謙 虚 に し て 洞察 力 と 直感 力 に 優れ 、 な お か つ 人 び 
と に 献身 的 に 奉仕 する 者 で ある 。 こ の 書物 を 読み 進め て いた だ けれ 
ば 、 ム ハン マ ド が この 理想 像 に どれ ほど 近い 人 物 で ある か が わか っ 
て いた だ ける と 思う 。 こ の 本 で の 私 の 論点 は い 、 そ うし た イス ラー ム 
の リー ダー シッ プ の 理想 像 が 一 般 の リー ダー シッ プ の 条件 と 見 事 に 
一 致し 、 そ れ が ムハンマド の 生涯 に お いて 何 度 も 垣間見 られ る と い 
うこ と で ある 。 


ウィ リア ム ・ モ ン ゴ メリ ー・ ワ ッ ト 
(1909-2006) 

スコ ッ ト ラ ンド の 歴史 学者 。 エディンバラ 大 学 ア ラブ ・ イ 
スラ ー ム 学名 誉 教 授 。『 マ ッ カ の ムハンマド 』( オ ックス 
フォ ー ド 、1953、P52) の 著者 。 

彼 の 信仰 に 対す る 迫害 に も 立ち 向かい 、 彼 を 信じ リー ダー と し て 尊 
敬 し た 高徳 の 人 びと 、 そ し て 彼 の 功績 の 偉大 さ 、 す べ て が 彼 の 根源 
的 な 無欠 性 を 証明 し て いる 。 西洋 に お ける 評価 は あま り に も 低い 
が 、 ム ハン マ ド ほ ど 偉 大 な 人 物 は 他 に は いな い 。 
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マハ トマ ・ ガ ン デ ィ ー 

(1869-1948) 

イン ド 独 立 の 政治 的 ・ 精 神 的 指導 者 

何 百 万 人 も の 人 びと に 影響 を 与え 、 そ の 心 を 掴ん で 離さ な い 最も 優 
れ た 人 物 は どの よう な 人 物 な の か 、 私 は 知り た か っ た 。 そ し て 彼 の 
生涯 を か けた 闘い の 中 で 、 イ スラ ー ム の 地位 を 勝ち 得 た の は 剣 で は 
な か っ た の だ 、 と の 確信 は さら に 強く な っ た 。 そ れ は 厳格 に し て 簡 
素 、 ム ハン マ ド の 絶対 的 な 謙 席 さ 、 彼 の 誓約 に 対す る 慎重 な 思考 、 
教 友 と 信者 た ち へ の 献身 、 神 か ら 自身 に 課せ られ た 使命 へ の 恐れ る 
こと な き 完 全 な 信頼 に に よる も の だ っ た 。 私 は 彼 の 伝記 の 二 巻 目 を 読 
み 終 えた と き 、 彼 の 偉大 な 人 生 に つい て も うこ れ 以 上 知る こと が で 
き な い と 思い 、 と て も 残念 で あっ た 
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アル フォ ンス ・ ド ・ ラ マル ティ ー メ ヌメ 
(1790-1869) 

フラ ンス の 詩人 、 作 家 、 政治 家 。『Histoire De La Turquie J 
(パリ 1854, Vol. li, Pp. 276- 277) の 著者 

哲学 者 、 演 説 家 、 伝 道 者 、 立 法 者 、 戦 士 、 知 識 の 征服 者 、 偶 像 を 持 
た な い 宗 教 の 合理 的 な 教義 へ の 修復 者 、 地 球 上 の 20 も の 王朝 そし て 
1 つの 信仰 と いう 魂 の 帝国 を 築い た 者 、 そ れ が ムハンマド で ある 。 人 
間 の 偉大 さ を 量 る べく 、 す べ て の 尺度 を 以 っ て し て も 、 果 た し て 人 彼 
より も 偉大 な 人 物 は いる だ ろう か 、 と 問い た い 。 


ウィ リア ム ・ デ ュ ラ ント 

(1885-1981) 

アメ リカ の 歴史 家 、 哲 学者 。『 文 明 の 物語 』( 第 4 部 、 第 4 
巻 、P 25) の 著者 


彼 の "高く 称 替 され る 者 "と いう 意味 の 名 前 が 、 彼 の 到来 を 預言 する 聖 
書 の 一 節 に 明確 に 記さ れ て いた 。 ム ハン マ ド は 決し て 自ら 筆 を と る 
こと と は な く 筆 記者 を 用 いて いた 。 彼 が 非 識 字 者 で あっ た こと は 、 ア 
ラビ ア 語 で 最も 高 名 か つ 雄 弁 な 「 書 」 を 構成 ( 彼 に くだ され た クル 
アー ン を 人 びと へ 伝達 ) する こと に お いて 、 ま た 高等 教育 を 受け た 
者 た ち で も 習得 する の が 困難 な 人 びと の 掌握 術 を 会 得する こと の 妨 
げ と は な ら な か っ た 。 

BR 業者 と いう 言葉 は 、 誰 令 を 受け て 革 訪 する 者 の こと を 言い ます 。 ウィリアム ・ デ ュ 
ラン ト な 「 創 作 す る 」 と いう 、 ク ルアー ン が アッ ラー (RETROW) DSAREAZY 
エル を 通じ て ム ハ ン マ だ た に 天 さ れ た と 信じ る プス ラー ム 秒 鈴 応 で 受け入れ られ な い 言 葉 
で 、 こ れ を 表現 し まし た 。 


ヨハ ン ・ ヴ ォ ル フ ガ ング ・ フ ォ ン ・ ゲ ー テ 
(1749- 1832) 

ヨー ロッ パ の 偉大 な 詩人 。『Noten und Abhandlungen 
` zum Weststlichen Dvan』 (WA |, 7,32) の 著者 


彼 は 詩人 で は な く 預 言 者 で あり 、 よ っ て 彼 の も た らし た クル アー ン 
は 、 人 類 が 教育 や 娯楽 の た め に 作り 上 げた 書物 で は な く 神 の 法 だ と 
みな すべ まき で ある 。 
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トー マス ・ カ ー ラ イル 

(1795-1881) 

スコ ッ ト ラ ンド の 歴史 家 ・ 折 学者 。『 英 雄 と 英雄 崇拝 、 そ 
し て 英雄 の 歴史 』 の 著者 
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た っ た 一 人 の 男 が 、 ど の よう に し て 、 戦 い に 明け 暮れ て いた いく つ 
も の 部 族 や 遊牧 民 た る ベ ド ウィ ン た ち を 、20 年 ほど の 間 に 一 つ に 東 
ね 、 最 も 力強く か つ 高 度 に 文明 化し た 国家 へ と 発展 させ る こと が で 
きた の で あろ うか 。 

注 有 トー マス ・ カ ー ラ イル な は 歴史 と の 人 物 を 座 丁 と し て 表し 、 人 局 の 知 価 の 発達 を 奇 と 
し て 胡 す こと を 試み まし た 。 そ の 者 書 の 回 言 者 と し て の ヒー ロー” と 題し た 章 の 中 で カー 
ライ ル は 、 ム ハン マ ド に 待 別 な 地方 を 与え まし た 。 また 、 彼 は 作品 の 中 で ヘー ゲル 流 奇 学 
MEBELT. ANY KERMIT SNS HBORERBL TVET. 


レヴ ェ レ ンド ・ レ ジ ナ ルド ・ ボ スワ ー ス ・ ス ミス 
(1839-1908) 『 ム ハン マ ド と ム ハ マ ダ ニズム 』( ロ ンド ン 
1874、P92) の 著者 

「 国 家 の 長 で あり モス ク の 長 、 か つつ 支配 者 そし て 教祖 的 存在 で あっ 
た が 、 自 ら 教 視 で ある と 主張 する こと な く 、 長 の よう に 軍団 を 持た 
ず 、 常 備 軍 を 持た ず 、 護 衛 も 置か ず 、 王 宮 も 決ま っ た 収入 すら 持た 
な か っ た 。 も し 聖典 の も と に 統治 し た と いう 権利 が 誰か に ある の な 
ら 、 そ れ は ムハンマド の こと で あろ う 。 あ れ だ け の 力 を 法 的 文書 や 
その 支え な し で 持っ て いた 。 彼 は 力 を 得る こと に 執着 し な か っ た 。 
彼 の 公 人 と し て の 生活 は 私 生活 と 同様 に 質素 な も の で あっ た 」 


レフ ・ ト ルス トイ 
(1828-1910) E 
帝政 ロシア の 著名 な 小説 家 ・ 作 家 。『 戦 争 と 平和 』 の 著 Y 
者 と 

ば 


ムハンマド が 社会 の 改革 に 積極 的 に 取り 組ん だ 最も 偉大 な 改革 者 の 
一 人 で ある こと は 疑い の な いと ころ で ある 。 彼 は 人 びと を 真実 に 目 
覚め させ る よう 導き 、 社 会 の 安定 と 平和 を も た らし 、 流 血 や 犠牲 者 
が 出る こと を 防い だ こと (イス ラー ム 以 前 の アラ ビア で この よう な 
動き は 見 られ な か っ た ) だ け で も 、 彼 を こう 言い 表す の に 十分 だ 。 
彼 は 人 びと に 文明 と 発展 の 扉 を 大 きく 開い た 。 こ れ は 力 あ る 者 の み 
が 成 し 得る 偉業 で あり 、 彼 の よう な 人 物 こ そ が 尊敬 と 称賛 に 値する 。 


モー リス ・ ブ カイ ユ 

(1920-1998) 

フラ ンス 人 医師 、 専 門 は 胃腸 学 。 フ ラン ス の エジプト 学 
会 員 。『 聖 典 ク ルアー ン と 科学 』 の 著者 

イス ラー ム は 、 神 は 人 間 に 自 己 判断 で きる だ け の 才能 を 与え た と 教 
えて いる 。 つ まり 、 人 間 は 物事 を 客観 的 か つ 組 織 的 に 判断 する こと 
を 求め られ る 。 ム ハン マ ド の 時 代 に お ける 知識 レベ ル の 観点 か ら 、 
科学 的 事実 と 関連 性 の ある クル アー ン の 記述 の 多く は 、 人 間 の 手 に 
よる も の で ある と 結ぶ に は あま り に も 無理 が ある 。 ク ルアー ン の 全 
体 を 客観 的 に 検証 し て みる と 、 現 代 知 識 の 観点 か ら 見 て 、 ク ルアー 
ン に 書か れ て いる 事象 と 科学 的 事実 が 一 致し て いる と いう 結論 に 行 
き 着 く 。 


ck Ee チッ アン 
1 Duala Fewer Sty ees: 
| Raps ARARSA ペン と Ion 


m8 Df PERJE ポン Re Uy 


た ち に よう て 報告 され て いる 、 => EEE net 


預言 者 ヘ へ ムハンマド の 人 柄 


イス ラー ム で は ムハンマド や 彼 以前 の 預言 者 を 描い た 絵画 や 写真 を 
有 し て いま せん 。 しかしながら ムハンマド は 、 彼 の 時 代 以 前 の 預言 
者 た ちと 異な り 特筆 され る べき 歴史 的 人 物 で す 。 こ れ は ムハンマド 
の 教 友 た ちや 家族 が 、 彼 に つい て の 生涯 に わた る 出来 事 や 逸話 を た 
くさ ん 記録 と し て 残し て いる た めで す 。 
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どの よう な 容姿 を も っ て いた か 
ムハンマド は 高潔 な アラ ブ の 一 族 
出身 で 、 身 長 は 平均 より 少し 高 
く 、 薄 赤み が か っ た 色白 の 肌 と 、 
広い 肩幅 を 持つ 整っ た 体格 の 持ち 
主 で し た 。 腹 は 胸 よ り も 突き 出る 
とこ と は な く 、 い つも きび きび と 歩 
いて いた 、 と 言わ れ て いま す 。 
また 、 教 友 た ち に よれ ば 、 鼻 が 高く 、 ま つげ が 長く 、 黒 く 大 き な 眼 
を 持ち 、 歯 並び も 良く 整っ た 顔立ち 、 こ ぼれ る よう な 笑顔 の 持ち 主 
で 、 頭 髪 は 軽く ウェ ー ブ し 、 あ ご ひげ は 濃かっ た よう で す 。 

さら に 教 友 に よれ ば 、 彼 は 親しみ や すい 雰囲気 と 満月 の よう な 顔 立 
ち で 、 笑 うと き に も 大 声 を 出さ ず 、 か すか に 白い 歯 が と ぼれ る くら 
い の 笑 顔 だ っ た そう で す 。 そ うし た 彼 の 明る く 寛 大 な 性 格 は 、 彼 と 
接し た すべ て の 人 びと に 強い 印象 を 残し まし た 。 
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預言 者 の 気質 

ムハンマド の 気質 は 常に 明る く 穏 や か な で 、 礼 儀 正 し w 
か っ た と され て いま す 。 攻撃 的 な 話し 方 を し た り 、 品 の 

な い 言 葉 を 使っ た りす る こと は あり ませ ん で し た 。 ま 

た 、 人 の 性 格 の 欠点 を 探し た り 、 ま た 反対 に 人 を 過 

度 に 称賛 し た りす る こと も あり ませ ん で し た 。 


預言 者 の 話し 方 

ムハンマド は 必要 の な いこ と は 話さ ず 、 話 を 長 引 か せる こと も 極端 
に 短 か く する こと も な く 、 い つ で も 的 を 射 た 話し ぶり で し た 。 彼 の 
言葉 は 簡潔 か つ 的 確 で 、 少 な い 言 葉 の 中 に 伝え た いこ と が し っ か り 
入っ て いた と いわ れ て いま す 。 

何 か を 強調 し た いす る と き に は 、 身 ぶり 手 ぶ り を 交え て 3 度 繰り 返 
し 、 話 す と き に は 常に 神 か ら の 報酬 を 念頭 に 置い て いま し た 。 彼 は 
教 友 た ち に こう 話し まし た 。 


「 私 は 、 た と え 自 分 が 正しい と し て も 口論 を し な い 者 た ちの た め に 
建て られ た 、 天 国 の 裾野 に ある 家 の 管 理 人 で す 。 そ し て 例え ふざけ 
て いて も 嘘 を つか な い 者 た ちの た め に 建て られ た 、 天 国 の 真ん中 に 
ある 家 の 管 理 人 で す 。 ま た 、 礼 儀 正 し く 振舞 う 者 た ちの た め に 建て | 
られ た 天国 の 最上 部 に ある 家 の 管 理 人 で も あり ます 」 


感情 の 表し 方 


ムハンマド は と て も 上 手 に 感情 を コン トロ ー 
ル す る こと が で きま し た 。 昔 立っ た と き に は 
顔 を 背け る か 沈黙 を 保ち まし た 。 神 の 法 を 犯 
す 者 が いる と き に は 怒り を あら わ に し 、 毅 然 
た る 態度 を と り ま し た 。 神 の 真理 に 反する 事柄 に 
対す る 彼 の 怒り に 立ち 向かう 者 は いま せん で し た 。 彼 は クル アー ン 
の 神 の 真理 の 正当 性 を 相手 が 納得 する まで 断固 と し て 譲ら ず 、 計 実 
に 説明 し まし た 。 ま た 、 彼 は 自分 の 利益 の た め に 怒る こと は 決し て 
あり ませ ん で し た 。 


Si> odmi 


人 と の 接し 方 


ムハンマド は いつ で も 自ら 先 に 人 びと に 挨拶 を し 、 握 手 し た 手 は 相 
手 が 離す まで 離し ませ ん で し た 。 ム ハン マ ド に 会 っ た こと の ある 人 
た ち は 誰 も が 彼 を 称賛 ・ 崇 敬 し 、 彼 と 交わ り 親 し い 関 係 に あっ た 者 
は 、 誰 も が 彼 を 愛し まし た 。 彼 は 生ま れ も っ て 寛大 な 性 格 で あり 、 
人 に 対し 粗野 に 振る 舞っ た り 批 判 的 な 態度 を と っ た りす る こと は あ 
り ま せん で し た 。 人 びと を 見 る と き に は 相手 に 顔 を 向け 、 人 か ら 声 
を か けら れ た と き に は 顔 を 向け る だ け で な く 、 全 身 で 相手 に 向き あ 
いま し た 。 
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集まり の 席 に 参加 する と き に は 、 近 く の 空 いて いる 場所 に 座り 、 教 
友 た ち に も その 習慣 に 従う よう に 教え まし た 。 誰 も 他人 が 自 よ り 優 
通さ れ て いる と 感じ る と と が な いよ う 、 常 に そば に 座っ た 

者 に 十分 な 注意 を 払い まし た 。 特に 決ま っ た 座る 場 

所 が ある わけ で は な く 、 教 友 た ちや 人 びと に 対し ルン 
て 公平 に 振る 舞い まし た 。 な ぜ な ら 人 間 は 神 へ 

の 善行 と 信仰 心 に よっ て の み 区 別 さ れる か ら 

で す 。 


生活 習慣 

ムハンマド は 何 を する に も 、 過 度 で あっ た り 強 情 を は っ た りす る こ 
と は な く 適 度 に 行い まし た 。 用 意 さ れ た 食べ 物 や 飲み 物 に つい て 文 
句 を 言っ た り 、 褒 め 過ぎ た りす る こと は あり ませ ん で し た 。 


家 に いる 間 は 時 間 を 3 分 割 し 、 神 の た め 、 家 

族 の た め 、 自 分 の た め に 費やし まし た 。 

家事 に も 積極 的 に 協力 し 、 必 要 が あれ ば 

自分 で 服 を 繕 い 、 靴 を 修繕 し 、 床 を 掃き 

清め まし た 。 常 日 頃 か ら こ ざっ ぱり し た 服装 を し 、 良 い 香り を 漂わ 
せ て いま し た 。 


夜明け 前 の 礼拝 の 後に は 、 日 が 昇る まで モス ク (礼拝 所 ) に 留 ま 
り 、 ク ルアー ン を 朗 計 し 、 神 を 称え る 言葉 を 唱え る こと が 好き だ っ 
た よう で す 。 ま た 真夜 中 を 過ぎ る と 、 欠 か すこ と な く タ ハジ ュー ド 
の 礼拝 に 立ち まし た 。 


25 
ムハンマド は 人 びと か ら 寄 せら れ た 施し に つい て 、 い か な る 理由 
が あっ て も 彼 の 家族 が 受け 取る こと は 違法 で ある と 宣言 し ま 
し た 。 恵 まれ な い 人 びと の 生活 の 保護 の た め に ムスリム 
た ちか ら 集 め た ザ カ ー ト に つい て ムハンマド は 特に 
注意 を 払い 、 自 分 の 家族 を ザ カ ー ト の 徴収 官 に 任 
命 す る こと は 決し て あり ませ ん で し た 。 
家 は 未 焼成 粘土 の 壁 と 、 ラ クダ の 皮 で 覆 わ れ た ヤシ の 葉 で で きた 屋 
根 を 持つ 小屋 に すぎ ませ ん で し た 。 


ムハンマド は 言い まし た : 「 ど うし て 私 が 現世 の 事柄 と の 繋が り を 
求め よう か 。 私 と この 世 と の 関係 を 、 例 えれ ば それ は し ば らく の 間 
木陰 で 休息 する 旅人 の よう な も の で 、 私 は すぐ また 旅 を 続け る の で 
す 」 (アブ ドゥ ッ ラ ー・ ビ ン ・ ア ッ パ バー ス の 伝承 に よる ) 。 


彼 が 亡くな っ た と き 、 ム スリ ム 共 同体 に 残し て いく 白い ロバ と 小さ 
な 土地 以外 、 何 も 残っ て いま せん で し た (ムスリム の 真正 集 に よる ) 。 
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父親 の 名 前 アブ ドゥ ッ ラ ー、 ア ブ ド ゥ ル ・ ム ッ タ リブ の 息子 
| 、 AER? 75 /\LORF. BEET ATR 
イー ル ) | 


家系 (REA NAY ROWS (A= NY RIE 
、 アラ ビア 半島 の 名 門 部 族 ク ライ シュ 族 に 属す る ) 


西暦 570 年 4 228 


「 アラ ビア 半島 の マッ カ (現在 の サウ ジア ラビ ア ) 


西暦 32 年 月 6 日 (63 歳 で 逝去 ) 


亡くな っ た 場所 マデ ィ ー ナ (マッ カ か ら 450 キ ロ ほ ど 北方 の 町) 
お よび 埋葬 場所 


「 誕生 -2 歳 | 預言 者 へ ハハ ンマ ド の 父親 は 彼 の 誕生 前 に 亡くな り ま 
: し た 。 彼 に は 兄弟 姉妹 も いま せん で し た 。 母 親 は 幼 
: い 彼 を 、 当 時 の アラ ブ の 習慣 で あっ た 母乳 養育 する _ 
: た め に 、 マ ッ カ の ハリ ー マ と いう 乳母 の も と へ 送り © 
出し まし た 。 
2-6 歳 西暦 576 年 に 母親 の アー ミナ が 亡くな る まで 、 ム ハー 
ンマ ド は 彼女 と と も に 暮らし まし た 。 


: 6-86 孤児 と を っ た ムハンマド は 、 祖 父 の アブ ドゥ ル ・ ム 
ツタ リブ が 亡くな る まで 彼 と と も に 暮らし まし た 。 
8-255 : その 後 、 成 長 す る まで ムハンマド は 父方 の 叔父 で 10 人 | 
: の 子ども を 持つ アブ ー・ タ ー リ ブ と と も に 暮らし まし た 。 


ムハンマド は 読み 書き が で きず 、 マ ッ カ 以外 に 住む こと も な か っ た 
た め 、 海 外 か ら 知 識 を 得る こと も で きま せん で し た 。 し か し ムスリム 
た ち は 、 ム ハン マ ド が 神 か ら の メッ セー ジ で ある クル アー ン を 、 聖 典 
と し て 伝達 され た と 信じ て いま す 。 ム ハン マ 

ド は クル アー ン の 一 字 一 句 を 自分 の 言葉 に 変 
える こと な く 人 びと へ と 伝達 し まし た 。 


ムハンマド の 言葉 や 教え は 、 ク ルアー ン > 
と 混同 され る こと は あり ませ ん で し た 。 
ムハンマド の 言葉 や 教え は 「 預 言 者 の 
AVF] ELTHRENTHEST, ZY 
ナ と は 、 預 言 者 の 言葉 や 行動 、 そ し て 聖典 
(クル アー ン ) の 内 容 を 説明 し た も の で す 。 


仕事 


幼年 期 - - 羊 や 山羊 の 世話 を する 羊 飼い と し て 働く 。 そ の 後 、 
_20 代 半ば : 叔父 アブ ドゥ ウル ・ ム ッ タ リブ と と も に 交易 関係 の 
] 仕事 に 従事 する 。 ハ ディ ー ス に よる と 、 ム ハン マ ド 
: が 叔父 と と も に 初め て シリ ア へ 交易 の 旅 に 出 た の : 
は 、12 歳 の と き と さ れ て いま す 。 


ハデ ィ ー ジ ャ と いう 交易 業 を 営む 裕福 な 女性 の 下 で : 
「 商人 と し て 働く 。 ム ハン マ ド は その 人 柄 か ら 「 ア ッ : 
"サー ディ ク ・ ア ミー ン 」、 す な わ ち 「 誠 実 で 信頼 の : 
: お ける 人 」 を 意味 する 呼び 名 を 与え られ 、 名 だ た る : 
| 商人 と し て 知ら れる まで に 、 そ れ ほ どの 時 間 は か か : 
り ま せん で し た 。 


20 代 半ば - 
40 歳 


40-60 歳 : 西暦 610 年 、40 歳 の と き 、 ム ハン マ ド は 神 か ら の 記 : 
| 示 を 受け 、 そ の メッ セー ジ を 全 人 類 に 伝え た め に 人 : 
: 生 を 費やし まし た 。 彼 は 人 びと に 神 の 唯一 性 と 聖典 : 
(クル アー ン ) に 記さ れ て いる 平等 、 平 和 な 社会 の : 
「 実現 、 相 互 扶助 な ど を 説き まし た 。 
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結婚 


ハデ ィ ー ジ ャ と の 25 年 間 の 結婚 生活 


ハデ ィ ー ジ ャ は フワ イリ ド の 娘 で アサ ド 家 と いう 貴族 出身 の 女性 で 
し た 。 


ハデ ィ ー ジ ャ は 未亡人 で し た が 、 人 びと か ら 尊 散 さ れ て いる 女性 で 
し た 。 ム ハン マ ド は 第 三 者 を 介し て 結婚 を 申し 込ま れる まで の 2 年 
間 、 彼 女 の 下 で 働い て いま し た 。 彼女 は ムハンマド が 誠実 で 率直 、 
道徳 的 な 人 物 だ と 考え て いま し た 。 


幸せ な 結婚 生活 


ハデ ィ ー ジ ャ は ムハンマド より も 15 歳 年 上 で し た が 、 二 人 と も 同じ 
階級 の 出身 で し た 。 結婚 生活 を 営む 上 で 、 年 齢 差 は 障害 と な ら ず 、 
ハデ ィ ー ジ ャ が 65 歳 で 亡くな る 

西暦 619 年 まで の 25 年 間 、 二 人 は ムハンマド は 

幸せ な 結婚 生活 を お くり まし た 。 ハデ ィ ー ジ ャ を 愛し 、 


ムハンマド は ハデ ィ ー ジ ャ の 死 NSK 


後 、 再 婚 し まし た 。 : 3 p 
ムハンマド は ハデ ィ ー ジ ャ の 


こと を 、 キ リス ト の 母 マリ ア が 
6 人 の 子 を 持つ 家庭 的 な 男性 TIO te tea 54 


ムハンマド と ハデ ィ ー ジ ャ は 、 あっ た よう に 、 彼 女 の 生き た 


F} ae いあ と =, 
し 、4 人 の 娘 た ち (ゼイ ナブ 、 RAU AE 

( ブ ハ ー リ ー の 伝承 に よる ) 
ルカ イヤ 、 ウ ン ム ・ カ ルト ゥ ー 
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ム 、 フ ァ ー テ ィ マ ) と 2 人 の 息子 た ち (3 歳 で 亡くな っ た アル ・ カ ー 
シム 、4 歳 で 亡くな っ た アブ ドゥ ッ ラ ー) を も うけ まし た 。 ム ハン マ 
ド は 自分 の 服 の 裁縫 や 子ども た ちの 面倒 を 見 る な ど 、 妻 を 助け いた 
わり な が ら 過 ご し まし た 。 


ムハンマド だ ・ モ スク に 
BHET S/\+—Bity 5 
w5nise 
ムハンマド の 教 友 た ち 、 
妻たち や 子ども た ち が 。a 
埋葬 され て いま す ~ 


7 | A7 2r DBRENTOS 
2 マッ カ の Z/ ル ・ ・ マ アー ラ 草 地 


| Rh - 
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23 年 の 間 で 達成 し た 使命 


西暦 610 年 

神 か ら の 啓示 を 受け る 

ハム ハン マ ド は 初め て 唯一 神 か ら 啓 
示 を 受け 、 全 人 類 へ 向け て の 神 の 使 
者 と し て 任命 され まし た 。 こ の 使命 
に は 強い 信仰 、 献 身 、 責 任 感 お よび 
誠実 さ が 求め られ まし た 。 


西暦 610-612 年 

中 核 と な る ムスリム た ちの 構成 
ムハンマド は 当初 、 身 近 な 友人 た ち 、 地 域 社 会 の 指導 者 た ち 、 こ れ 
は と 思っ た 人 びと に 対し て 、 唯 一 伸 を 信じ 、 神 か ら 人 類 へ 向け て の 
最後 の メッ セー ジ で ある イス ラー ム を 受け 入れ る よう に 招き まし 
た 。 ム ハン マ ド が 啓示 を 受け て か ら 最 初 の 3 年 間 に 約 130 人 が イス 
ラー ム を 受け 入れ 、 そ の 人 た ち は イ スラ ー ム を 人 びと に 広め て いく 
と き の 中 核 的 存在 と な り ま し た 。 こ の 中 に は 、 裕 福 な 者 も 貧し い 者 
も いま し た 。 


た ユ ら まあ た wo 西暦 613-615 年 

っ ムハンマド の 布教 へ の いや が ら せ 
ムハンマド に 従っ た 人 た ち は 、 人 
びと の 前 で イス ラー ム の 教え を 説 
き 始 め ま し た 。 ム ハン マ ド は 正直 
で 信頼 の お ける 人 物 と し て 知ら れ 
て いま し た が 、 マ ッ カ の 指導 者 た 
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ち は ム ハン マ ド を 信じ ませ ん で し た 。 彼ら は ムハンマド を た だ の 詩 
人 、 あ る い は 魔術 師 、 ま た は 狂っ た 男 だ と 中 傷 し まし た 。 


脅 迫 され ムハンマド た ちの 上 に 危険 が 迫る 

マッ カ の 指導 者 た ち は 、 人 びと に イス ラー ム を 伝え な いよ う 、 と き 
に は 誘惑 し 、 と き に は 脅し て ムハンマド へ 警告 を 発し まし た 。 ま た 
ムハンマド の 話 を 聞い て いた 人 びと に 妨害 を 加え て きま し た 。 さ ら 
に 新しく ムスリム に な っ た 者 に 対し て は 敵意 を 表し 、 特 に 貧し く 弱 
い ム スリ ム た ち に 迫害 扶 問 を 加え て きま し た 。 


信者 た ちの 一 部 を アビ シニア へ な 
ムハンマド は 信者 た ちと 身近 に 接し て いま し た 。 


彼 は アル ・ ア ルカ ー ム と 呼ば れ た 小さ な 学び 舎 で GUIH 
信者 た ちと 会 い 、 イ スラ ー ム の 価値 や 道徳 に つい て 教え 、 人 と し て 
の 責任 感 や 義務 に つい て 少し ずつ 身 に 着け させ て いき まし た 。 

だ が 日 増し に 強まっ て いっ た 人 迫害 に よっ て 苦し お 信者 た ち を 目 に 
し 、 彼 ら に アビ シニア と いう キリ スト 教 の 王 に よっ て 支配 され 誰 も 
が 公平 に 扱わ れ て いる 土地 へ 移り 住む こと を すす め ま し た 。 


2 人 の 重要 な 人 物 の 入信 

マッ カ の 有力 者 で 散 意 を 払わ れ て いた 二 人 の 人 物 、 ウ マル ・ ビ ン ・ 
アル = テニ ハッ タ ー ブ と ハム ザ ・ ビ ン ・ ア ブドウ ゥ ウル ・ ム ッ タ リブ (LIN 
ンマ ド の 叔父 ) が イス ラー ム を 受け 入れ まし た 。 そ れ は ムスリム た 
ち に と っ て 大 き な 出 発 点 と な り ま し た 。 ハ ム ザ は 、 西 暦 625 年 の ウフ 
ド の 戦い で 亡くな る まで 、 ム ハン マ ド の 強力 な 支持 者 か つ 保 護 者 と 
な り ま し た 。 ウ マル は 、 ム ハン マ ド が 亡くな っ て か ら 3 年 後 、 2 代目 
の カリ フ と な り そ の 後 の 11 年 間 、 イ スラ ー ム 国家 を 統治 し まし た 。 
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西暦 616-618 年 

LINY 2 FORER 

マッ カ の 有力 者 た ち は 、 ム ハン マ ド と 信者 た ち を 3 年 間 に わ た っ て 排 
大 し 、 社 会 的 ・ 経 済 的 に 弾圧 を 加え て きま し た 。 そ の 間 、 ム ハン マ 
ド と 信者 た ち は 酷 い 苦し み を 味わい まし た 。 こ の 3 年 間 は 彼ら に と っ 
て 、 忍 耐 、 信 念 そ し て 真実 へ の 献身 が 試さ れる 、 厳 し い 3 年 間 で し 
た 。 


西暦 619-620 年 

悲し み の 年 

マッ カ の 有力 者 た ち は 、 ム スリ ム に 対す る 社会 的 ・ 経 済 的 な 制裁 は 
あま り 効 果 は な いと 判断 し 、 そ れ を 止め まし た 。 

ムハンマド は マッ カ で の 望み を 失い 、 神 か ら の メッ セー ジ を マッ カ 
の 外 の 人 びと へ 伝達 する と と も に 支援 を 求め る こと に 決め まし た 。 
そし て 彼 は ター イフ と いう 町 へ 赴き まま し た が 、 そ こ で も 人 びと の 抵 
抗 に 遭い まし た 。 さ ら に ムハンマド は 20 以 上 も の アラ ブ の 部 族 を イ 
スラ ー ム へ 招き まし た が 、 ど の 部 族 か ら も 良い 返事 を 得る こと は で 
きま せん で し た 。 


西暦 620-622 年 

か すか な 望み 

ムハンマド は マッ カ 巡 礼 の と き に ヤス リブ (マッ カ か ら 北 に 450 キ ロ 
離れ た 町 ) か ら の 6 人 に 出会い 、 彼 ら に イス ラー ム に つい て 話し まし 
た 。 彼 ら は ムハンマド を 信じ 、 自 分 た ちの 一 族 の みな ら ず 、 ヤ スリ 
ブ の 他 の 部 族 を も イス ラー ム に 招待 する 意図 を も っ て ヤス リブ へ と 
帰っ て いき まし た 。 
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新しい ムスリム 、 LAYI FERRES 
ヤス リブ の 6 人 は 翌年 の 
西暦 621 年 、 他 の 6 人 と と 
も に 約束 どおり マッ カ ヘ へ 
戻っ て きま し た 。 そし て 彼 
ら は ムハンマド に 忠誠 を 
誓っ た の で す ( ム ハ ン マ 
ド を 唯一 神 か ら の 使者 と 
認め る と と も に 、 次 の よ 
うな 約束 を し まし た )。 


1) 唯一 神 ア ッ ラ ー 以 外 の いか な る 者 を も 崇拝 し な い 2) 盗み を は 
た ら か な い 3) 婚 外交 渉 を し な い 4) 殺人 を し な い 5) 隣人 を 中 
傷 し な い 6) 神 の 使徒 に 背 か な い 


彼ら は ヤス リブ に 戻る と 、 一 族 の 長 た ちと 人 びと を イス ラー ム へ い 
ざ な いま し た 。 彼ら は さら に 翌年 の 西暦 622 年 の 大 巡礼 の 時 期 に も 
マッ カ に 戻っ て きま し 
た 。 そ の と き に は 70 人 
も の の 男性 と 二 人 の 女性 
が 同行 し て お り 、 彼 ら も 
また ムハンマド に 対し て 
忠誠 を 誓い まし た 。 
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新た な ムスリム 共同 体 が マッ カ の 北 450 キ ロ の と ころ に 生ま 
れる 

マッ カ の 有力 者 た ち は 、 ム ハン マ ド と 信者 た ち を 3 年 間 に わ た っ て 排 
ヤス リブ の 二 つ の 主要 な 部 族 の 長 た ち が イ スラ ー ム を 受け 入れ ( ア 
ウス 、 カ ズラ ー ジ ュ ) 、 そ の 後 彼ら の 支配 下 に ある 者 た ち が イ ス 
ラー ム を 受け 入れ まし た 。 ム ハン マ ド は 唯一 神 の 預言 者 と し て ヤス 
リブ に 招待 され 、 そ の 地 で 統治 者 、 そ し て 指導 者 と な っ た の で す 。 


西暦 622 年 

マッ カ の 支配 者 た ち に よる ムハンマド 殺害 の 企 て 、 ヤ スリ ブ 
へ の 移住 

マッ カ で の 状況 は さら に 厳し く な り ま し た 。 ム ハン マ ド は 、 マ ッ カ 
の ムスリム た ち に ヤス リブ へ 移住 する こと を 求め まし た 。 彼 ら の 移 
住 に 続き 、 西 暦 622 年 の 9 月 に スハ ンマ ド も ヤス リブ へ と 移 住 し ま 
し た 。 そ の 移住 は 、 イ スラ ー ム の 歴史 に お いて も っ と も 重要 な 出発 
点 と な り ま し た 。 ヤ スリ ブ か ら イ スラ ー ム は 大 きく その 勢力 を 伸 ば 
し 、 そ の 後 イ スラ ー ム 国家 が 樹立 され 公平 な 社会 が 
実現 し た の で す 。 


西暦 623-624 年 

ムハンマド 、 ヤ スリ ブ の 統治 者 に 選ば れる 

ヤス リブ の 住民 は アラ ブ 人 と ユダ ヤ 人 で 成り 立っ て 

いま し た 。 ア ラブ 人 に は 主要 な 二 つ の 部 族 、 ユ ダ ヤ 

人 に は 三 つ の 小さ な 部 族 が あり まし た が 、 ア ラブ 人 

社会 の ほう が ユダ ヤ 人 社会 より も 大 きい ゆえ 、 ア ラブ 人 社会 が 統治 
力 を 持っ て いま し た 。 ム ハン マ ド は 唯一 神 の 預言 者 と し て 、 多 く の 
人 びと に よっ て 異論 な く 平 穏 に 統治 者 と し て 選ば れ ま し た 。 
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町 の 名 前 を 多 文 化 社会 に さわ し いも の に 変え る 
ムハンマド は ヤス リブ を 「 マ ディ ー ナ 」 と いう 新しい 名 前 に し ま 
し た 。 
マッ カ の ムスリム た ちの 移住 以来 、 ヤ スリ ブ は も は や 特定 の アラ ブ [Es 
系 民族 に 属す る 町 で は な く 、 イ スラ ー ム を 受け 入れ た すべ て の 人 び FF 
と の 祖国 と な り ま し た 。 
その 後 も ヤス リブ に は 、 ユ タダ ヤ 系 の 民族 や イス ラー ム を 受 
け 入れ て いな い ア ラブ 人 た ちがい た た め 、 ム ハン マ ド は そ 
こ を イス ラー ム の 町 と 呼ぶ の で は な く 、 代 わり に 「 ア ル ・ 
マデ ィ ー ナ 」、 す な わ ち 「 町 」 を 意味 する 名 前 を 付け 、 す 
べ て の 人 びと に 同等 の 市 民権 な 与え られ まし た 。 


マデ ィ ー ナ で 平和 と 協調 を 呼び か ける 
ムハンマド は マデ ィ ー ナ で の 最初 の 公式 の 場 で の 演説 で 、 簡 潔 に 社 
会 の 調和 と 統合 を 呼び か け ま し た 。 彼 は 言い まし た 。 


人 びと よ 、 平 和 を 求め 貧し い 人 びと に 施し な さい 。 家族 を 大 切 に 
し 、 夜 は 礼拝 に 立ち 神 に 祈り な さい 。 そ うす れ ば 神 の 満足 を 得る こ 
と が で き 、 天 国 に 入る こと が で きる で し ょ う 。 


ムハンマド は 、 こ うし た こと を 人 びと に 呼 
び か け 、 互 い に 愛 し あい 平和 と 調和 の と れ 
た 多 文化 共生 社会 を 実現 する こと が 、 神 の 
御 心 に か な うこ と だ と 説い た の で す 。 
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西暦 623-624 年 

ムハンマド に よっ て 初 の 人 権 ・ 自 由 を 保障 する 法律 ・ 一 章 が 
制定 され る 

ユダ ヤ 教 徒 の 多く は 最後 の 預言 者 が ユダ ヤ 人 で ある こと を 望ん で い 
まし た 。 そ れ ゆ え 彼 ら は 、 ム ハン マ ド が 神 の 使者 で ある こと 認め ま 
せん で し た 。 ム ハン マ ド は 国家 の 長 と し て 人 びと の 人 権 ・ 自 由 を 保 
障 す る 憲法 を 制定 し まし た 。 ア ラブ 系 ・ ユ ダ ヤ 系 双方 の 部 族 た ち が 
それ に 同意 し 署名 する に いた り ま し た 。 


軍法 は ムスリム 、 ユダヤ 教 徒 、 ま た イス ラー ム を 受け 入 
。 れ な か っ た アラ ブ 人 た ち す べ て の 道徳 的 規範 、 信 仰 の 自 ー 
由 を 保障 し まし た 。 それ に 加え 、 この 憲法 は すべ て の マ 
ディ ー ナ 市 民 の 安全 を 守る と 同時 に 、 閣 約 に 署名 し た すべ 
て の メン バー は 、 万 が ー マ デ ィ ー ナ が 攻撃 を 受け た と き に 
は 国家 の 防衛 に 参加 する と と が 定め られ まし た 。 ERE 
| 法 に は 正義 や 人 権 、 自由 や 道徳 的 規範 に 反する 行い 、 さ 


ら に は 犯罪 を 禁じ る 内 容 な ど が 盛り 込ま れ て いま し た 。 | 
Kot — 


西暦 624 年 

不可 避 だ っ た バド ル の 戦い 
ムスリム た ち が マ ッ カ か ら マ ディ ー ナ ハム 移 住 し た 後 、 彼 ら が 所 有 し 
て いた 家 や 財産 は 没収 され て し まい し た 。 マ ッ カ の 首長 た ち は 没収 
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し た ムスリム た ちの 財産 を 売り 払っ て し まし た 。 ム スリ ム た ち は ア 
ブー・ ス フィ ヤー ン 率 いる マッ カ の 首長 た ち が 所 有する 交易 の 隊商 
が 、 マ ディ ー ナ 近く の 隊商 路 を 通る こと を 知っ て いま し た 。 


ムハンマド は ムスリム た ち に 対し 、 マ ッ カ で 没収 され た 財産 の 見 返 
り に 隊商 を と ら え る よう に と 指示 し 、313 人 の ムスリム か ら 成 る 軍 
が その 任務 に 向かい まし た 。 そ の こと を 知っ た マッ カ の アブ ー・ ス 
フィ ヤー ン は 、 隊 商 の 交易 ルー ト を 変え る よう に と の 指示 を 出し 950 
人 の 兵士 か ら 成る 軍 を ムスリム 軍 相 手 に 戦う た め に 派遣 し まし た 。 
ムスリム た ち は 戦 い に 備え て お ら ず 、 数 に お いて も 装備 に お いて も 
マッ カ 軍 に お よび ませ ん で し た 。 


し か し 驚く べき こと に ムスリム 軍 は 、 そ の 初め て の 戦い で マッ カ の 
首長 た ち を 相手 に 勝利 を 収め た の で し た 。 こ の 戦い で 多く の マッ カ 
の 首長 た ち が 戦 死 し まし た 。 


、 ad 


T Ki 


Şa: 
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西暦 625 年 

マッ カ の 首長 た ちの 反撃 、 ウ ド フ の 戦い 

バド ル の 戦い の 報復 と し て 、 ま た アラ ビア 半島 に お ける 指導 者 的 立 
場 を 失う と と を 恐れ て 、 マ ッ カ の 首長 た ちと 同盟 軍 は 、 ム スリ ム た 
ちと 戦う た め 3000 人 も の 兵士 を 率い て マデ ィ ー ナ の 北方 に ある ウフ 
ド 山 で 戦い を 挑ん で きま し た 。 


* の 地 。 マデ ィ ー ナ ・ サ ウジ アラ ビア 


この 戦い で ムスリム 軍 は 敗れ ムハンマド も 負傷 し まし た 。 ウ フ ド の 
戦い で は 、 ム ハン マ ド の 敬愛 する 叔父 ハム ザ を 含む 何人 も の 教 友 た 
ち が 命 を 落と し まし た 。 
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西暦 626 年 

マッ カ 軍 の 襲来 、 玩 壊 の 戦い 

この 戦い は 「 共 謀 の 戦い 」 と も 呼ば れ て いま す 。 マ ッ カ の 首長 た ち 
は 、 前 回 の 戦い で ムハンマド を 殺害 する こと が で き な か っ た た め 、 
改め て アラ ブ 系 や ユダ ヤ 系 の 諸 部 族 を 統合 し ムハンマド の 殺害 、 ム 
スリ ム 共 同体 の 残 減 を 呼び か け ま し た 。 


1 万 人 も の 兵士 が マデ ィ ー ナ に 向け て 進撃 し て きま し た 。 ム ハン マ ド 
は 教 友 た ちと の 話し 合い の 後 、 サ ル マ ー ン と いう ペル シャ 人 ム ス リ 
ム の 提案 を 受け 入れ 、 マ ディ ー ナ の 町 の 北側 に 長 さ 5.5 キ ロ 、 幅 4.6 
メー トル に も お よぶ 末 壊 を 掘る と と を 決断 し まし た 。 


ムスリム た ち に と っ て 最悪 の 状況 で し た が 、 彼 ら は ムスリム 共同 体 
の 防衛 の た め 心 理 戦 な ど を 駆使 し 全力 で 戦い まし た 。 一 ヵ月 に も お 
よぶ 攻防 戦 の 後 、 マ ッ カ 軍 が 長引く 戦い に 替 立 ち 始め て いた と ころ 
に 大 き な 嵐 が 到来 し 、 マ ッ カ の 連合 軍 は テン ト を 撤収 し て 引き 上 げ 
ざる を 得 な く な っ た の で す 。 


西暦 627 年 

フ ダ イ ビ ー ヤ の 協定 、10 年 間 の 休戦 

琴 壊 の 戦い の 1 年 後 、 ム ハン マ ド は 平和 的 に ウム ラ 
(マッ カ の カアバ 神殿 を 訪れ 宗教 儀式 を 行う こと ) 
を 挙行 し まし た 。 崇 拝 の なめ に マッ カ を 訪れ る こと は 
アラ ビア 半島 に 住む ム び と に 与え られ た 宗教 的 権利 で し た 。 
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マッ カ の 首長 た ち に と っ て 、 ム ハン マ ド が 1400 人 も の ムスリム た ち 
を 引き 連れ て マデ ィ ー ナ か ら マ ッ カ へ と や っ て きた こと は 驚き で し 
た 。 


交渉 の 後 、 マ ッ カ の 首長 た ちと ムハンマド の 間 で 10 年 間 に わ た る 休 
戦 の 合意 に 至り 、 ム ハン マ ド と その 教 友 た ち は 翌 年 (西暦 628 年 ) も 
また マッ カ を 訪れ る こと を 条件 に 帰っ て いき まし た 。 
し か し 、 こ の 休戦 の 条件 に は マッ カ 側 に 有利 な 内 容 が 
多く 含ま れ て お り 、 ム スリ ム に と っ て は 納得 の いく 
も の で は あり ませ ん で し た 。 


西暦 628-629 年 

休戦 中 ムハンマド は アラ ビア 半島 各地 へ イス ラー ム の メッ 
セー ジ を 伝え る 

休戦 は へ ハン マ ド に と っ て 、 誰 に も 妨げ られ る こと な く 自 由 に イス 
ラー ム を 伝え る こと が で きる 絶好 の 機会 と な り ま し た 。 


ムハンマド は アラ ビア 半島 の アラ ブ 系 の 部 族 へ 派遣 団 を 送り 、 唯 一 
神 へ と 招く メッ セー ジ を 書い た 手紙 を 支配 者 や 王 宛て に 送り まし 
た 。 そ の 中 に は 当時 の 大 国 ペ ベル 
シャ や ビザ ンチ ン 、 ま た エ ジ プ 
ト も 含ま れ て いま し た 。 こ うし 
た こと を 契機 と し て 、 イ スラ ー 
ム に 真実 を 見 出し た 人 びと が 急 
速 に 増え て いっ た の で す 。 
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西暦 630 年 
平和 的 に 行わ れ た マッ カ 進 軍 
2 年 間 の 休戦 条約 は マッ カ 軍 に よっ て 20 人 の ムスリム が 殺害 され る と 
いう 出来 事 に よっ て 破 ら れ ま し た 。 


この 悲し い 出 来 事 に 応じ る 形 で ムハンマド は マッ カ を 征服 する た 
め 、1 万 人 の ムスリム か ら 成 る 軍 を マッ カ へ と 進め まし た 。 だ が その 
と き 相 手 側 が 攻め て くる まで 戦わ な 1 
いよ うに と の 指示 を 出し て いま 
し た 。 


マッ カ の 首長 た ち に と っ て この 
進軍 は 予想 外 で あっ た た め 、 彼 ら は 
ムスリム を 相手 に 戦う 準備 が で き て お ら ず 大 混乱 に 陥り まし た 。 ム 

スリ ム 軍 が マッ カ に 到着 し た と き 、 ム ハン マ ド は マッ カ の 人 びと に 
対し て 神 の 唯一 性 、 人 間 は 誰 も が アダ ム の 子孫 で ある こと 、 ア ダム 
は 泥 と 土 に よっ て 造ら れ 、 そ し て 勝利 は 神 の 下 に の みあ る こと な ど 
を 演説 し まし た 。 
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その 後 、 ム ハン マ ド は マッ カ の 住民 た ち に 「 あ な た 方 が 私 に 望む も 
の は 何で すか 」 と 尋ね まし た 。 す る と 彼ら は 、「 私 た ち が 望 む の は 
最善 の 結果 で す 。 あ な た は 私 た ち に 慈悲 深い 兄弟 の よう に 、 礼 儀 正 
し い 従 兄弟 の よう に 接し て くだ さい まし た 」 と 言っ た の で す 。 


寛容 さ の お 手 本 

21 年 間 も の 間 マ ッ カ の 首長 た ち に 苦し め ら れ た に も か か わら ず 、 
ムハンマド は 終始 寛容 さ で も っ て 彼ら と 接し まし た 。 ム ハン マ ド は 
「 恐 れる こと は 何 も あ り ま せん 。 あ な た 方 は 自由 で す 、 さ あ 家 に 帰 
りな さい 」 と 伝え まし た 。 こ の 言葉 は 強く 人 びと の 心 を 揺さぶり 多 
く の 人 びと が 彼 に 誓い を た て 、 イ スラ ー ム へ 改宗 し まし た 。 


西暦 630-631 年 

アラ ブ 系 部 族 た ちの イス ラー ム へ の 入信 る 

ムハンマド が 平和 的 に マッ カ に お ける 地位 を 受け 継い だ 後 、 ア ラビ 
ア 半 島 の 各地 か ら イ スラ ー ム を 学び た いと 多く の 派遣 団 が 送ら れ て 
きま し た 。 フ ナイ ン の 戦い で ムスリム と 戦い 敗れ た ハ ワ ー ゼ ン 族 を 
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ムハンマド の 別れ の 説教 
ムハンマド の 人 生 に 課せ られ た 大 き な 仕 事 は 成就 し 、 彼 の 人 生 は 終 
わり に 近づい て いま し た 。 西暦 632 年 に ヘ ハ ンマ ド は 巡礼 を 行い 10 万 
人 も の ムスリム た ちの 前 で 最期 の 説教 を 行い まし た 。 


その 説教 の 中 で ムハンマド は 唯一 の 神 へ の 信仰 、 人 の 命 の 尊厳 、 富 
や 財産 の 保障 、 人 間 の 平等 、 社 会 正義 の 実現 、 女 性 の 権利 や 生き て 
いく 上 で の 道徳 的 規範 な ど イ スラ ー ム の 基本 的 な 教え を 再度 説き ま 
し た 。 そ れ は 別れ の 説教 と 呼ば れ て いま す 。 


ムハンマド の 死 

西暦 632 年 、 ム ハン マ ド は マデ ィ ー ナ の 自宅 に て 最後 の 時 を 迎え まし 
た 。 彼 の 手元 に は ほん の 少し の 持ち 物 し か 残さ れ て いま せん で し た 。 
ムハンマド は 富 や 財産 は 残し ませ ん で し た が 、 今 な お 多く の 人 びと の 
心 を 啓蒙 し 続け る 神 へ の 信条 を 全 人 類 へ の 財産 と し て 残し た の で す 。 


IMG BLAH, HROM アレ キサ ンダ ー・ ポ ー プ 
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サウ ジア ラビ ア の マッ カ に ある 聖 モ スク (マス ジ だ ・ ア ル ・ ハ ラム ) 
イス ラー ム 典 界 で 最も 神聖 な を モスク で みみ TOPRICHSBVUA MRO UMS 
DPV INGRETEN, ABD HORE HARSHS Dhl, アッ ラー が 預言 
考 ア ブラ ハム だ 構築 する こと を 落 じ た も の だ と ムスリム た ちば 信じ て いま % 
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ハデ イー スズ (真正 伝承 ) に よる と 、 ムン マ ド た と 教 友 の アブ ー・ バ クル ば 
マデ ィ ー ナ へ の 移住 の と き 、 大 まな 岩 の 近 く で 八束 し た と 伝え られ て い - 
ます この 大 き な 石 は 彼ら の 旅路 の 途上 に あっ だ た め 、 お そら く こ れ が 

_ そ の 石 で あろ うと 考え られ て いま すず 。 
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本 pi こ É Ñ 
ク バ ー・ モ スク : HREADERIT Y71-F OR 


の 


スク (マデ ィ ー ナ ・ サ ウジ アラ ビ ピア) 、 


A ; re 4 
ウフ だ の 乾い が 行わ れ た 場所 . ここ か ら 弓 形 の 山 と 菊 教 者 た ちの 
HERDED CENTERS, T TICLNY TFOBLORL 


ハム ザ を 含む 70 人 ちの 教 2 PRRENTOES, 
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牙 ア プ ド ッ ラ ー・ ビ ン ・ ア ブ ド だ ル ア ジ ー ズ ・ ア ル ・ サ ウー ド だ 王 
KKOCTHBBERT (ナパ ウィ ー・ モ スク ) の 増築 が 行わ 


牙 フ ァ ハ ド が ・ ビ ン ・ ア ブ ド だ ゥ ル ア ジ ー ズ ・ ア ル ・ サ ウー ド が 王 に 
よっ て 預言 者 モス ク (ナパ ウィー・ モ スク ) OKIB IRE 
が 行わ れ ま し た 。 


EES ET 


WT 


ares 


Tt 


いり テウ ane aye ah) 


phat て ーー リッ 内 


ナパ ウィ ー・ モス ク の ムハンマド の 草 CEE) ZOMICISAIEDYZ. そし て 
E イス ラー ム 同 家 の 病 導 者 で あっ た アブ ー・ バ クル ・ ア ル ニ テ シ ッ ディ ー ク と 二 人 下 
の カリ フ の ウマ ル ・ ビン ・ ア ル = ハ ティ ー LR EN 
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い 


ナパ ウィ ー・ モ スク (預言 者 モス ク ) 一 
RLV KP I-ElELS F 
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注釈 


1. 


2. 


uw 


(o) 


ムハンマド は 西暦 571 年 に 生ま れ た と され る 伝承 も ね あり ます 。 


ムハンマド と ハデ ィ ー ジ ャ の 結婚 生活 は 24 年 と 数 カ月 続い た と す 
る 伝承 も あり ます 。 


. クル アー ン は 唯一 無 二 で あり 、 ム ハン マ ド に 正則 アラ ビア 語 で 下 


XN 
N 
B 


され た も の で す 。 現 在 で は クル アー ン の 章 句 は 英語 、 フ ラ 
中 国語 、 日 本 語 を な ど さ ま ざま な 言語 に 翻訳 され て いま す 。 


. ター イフ で ムハンマド が 衰 撃 さ れ た ころ 、 イ スラ ー ム は 最悪 の 状 


況 に 落ち 入っ て いま し た 。 タ ー イ フ を 去る ムハンマド は 大 き な 失 
望 の 中 に あり な が ら 、 ひ た すら 神 に 祈り を 捧げ て いま し た 。 


- ア カバ ・ モ スク 、 別 名 アル ニテ バイ アア (Bw) モス ク は アッ バ 


ス 朝 の カリ フ 、 ア ブー・ ジ ャ ー フ ァ ル ・ ア ル ・ マ ンス ー ル に よっ 
て 建て られ て いま す 。 こ の 場所 は マデ ィ ー ナ か ら の 人 びと が イス 
ラー ム に 入信 し 、 ム ハン マ ド に 忠誠 を 誓っ た 場所 だ と され て いま 
す 。 


. 小さ な ムスリム 共同 体 の 一 員 は マデ ィ ー ナ に 移住 する こと が で き 


な か っ た た め マ ッ カ に 留まり まし た 。 


. イス ラー ム 暦 は ムハンマド が マッ カ か ら マ ディ ー ナ へ 移住 し た と 


き (西暦 622 年 9 月 13 日 頃 ) に 始ま り ま す 。 


65 


ムハンマド の 神 へ の 祈 順 


お お わが 主 よ 、 私 は あな た に こそ 自ら の 弱 さ どど 
無力 さ 、 屈 唇 を 打ち 明け ます 。 


も っ と も 慈悲 深き 御方 よ 、 
あな た は 弱い と みな され た 者 の 支持 者 、 
私 の 支持 者 で あら れ ま す 。 


あな た の ほか 、 誰 に お すがり で きま し ょ う 。 
遠く 離れ た 私 を 不快 に 思う 者 や 
私 が 身 を ゆだね た お 方 の 敵 に すがる こと な ど で き ませ ん 。 


あな た が 私 に 気 を 悪く され な い 限 り 、 
私 が 悲し む 理 由 な ど あ り ま せん 。 


あな た の 光 に よっ て 暗 聞 は 明る く 照 ら さ れ 、 
あな た の 光 の 中 で 現世 と 来世 が 
と も に 正しく 定め られ る の で す 。 


書道 家 の 佐川 信子 氏 に よる アラ ビア 書道 


7 あれ な 、 PABINO GMOGERET EB AELT 
あな た を 遣わ し た 。 だ が 人 びと の 多く な 、 それ を 分 か ら な い 」 
( 聖 ク ルアー ン 第 34 斉 28 節 ) 


っ 
= 
a 
~ 
に | 
p 
+] 
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預言 者 ムハンマド と 神 の 啓示 
ムハンマド は 自分 が 預言 者 に な る で あろ うと いう こと を 知ら な か っ た 
ムハンマド は 道徳 的 な 生活 を 送り 、 誠 実 さ に あ ふ れ 、 信 頼 で きる 人 
物 と し て 知ら れ て いま し た 。 多神教 が 支配 的 な 社会 で 偶像 崇拝 が 墓 


延 し し いた に も か か わら ず 、 偶 像 を 崇拝 する よう な こと は 決し て あ 
り ま せん で し た 。 


彼 は この 世 の す べ て は 唯一 の 神 に よっ て 創造 され 、 支 配 さ れ て いる 
と か た く 信 じ て い まし た 。 彼 は マッ カ か ら 西 へ 4 キロ ほど 離れ た 洞窟 


その 洞窟 は 「 ジ ャ バル ・ ア ル ニ メ ヌー ル 」 (ヌー ル 山 ) と 呼ば れる 山 の 
ヒラ ー の 洞窟 と し て 知ら れ て いま し た 。 ム ハン マ ド は そこ で 眼 想 を し て 
いる と き ぎ に 、 神 か ら の 啓示 を 初め て 受け まし た 。 


A W N それ は 幻覚 で も 夢 で も 
A 、 NN な か っ た 


40 歳 に た な っ て か ら ム ハン 
マ ド は 、 頻 繁 に ヒラ ー 洞 窟 で 眼 想 に 
ふけ る よう に な り ま し た 。 ラ マダ ー 
YA (イス ラー ム 暦 の 9 月 、 西 暦 610 
年 頃 ) に ムハンマド は いつ も の よう 
に その 洞窟 で 眼 想 に ふけ っ て いた と 
き 、 大 天使 ガブ リエ ル が 現れ 、 彼 に 

読め 」 と 言い まし た 。 ム ハン マ ド 
は 全身 の 震え を 押さ える こと が で き 
ませ ん で し た 。 


fs 
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ムハンマド は 文盲 で あっ た こと か ら 、 読 め と 言わ れ て も どう すれ ば 
いい の か わか り ま せん で し た 。 し か し 大 天使 ガブ リエ ル は 「 読 め 」 
と 何 度 も 繰り 返し た 後 、 神 か ら の 一 節 を 朗 唱 し まし た 。 


[ted "filiae ENS, BETEOLOMRAICBU CT. 

— KEM D5, ARBEHNS N7e1 読め 、『 あ な た の 主 は 、 
RHOBE CH SN, FlckoT GS Cee) 教え そら れ た 御方 。 
人 譜 に 未知 な る こと を 教え られ た 御方 で ある 』」 

( 翌 ク ルアー ン 第 96 草 了 -5 筋 ) 


この 短 時 間 の 出会い の 後 、 大 天使 ガブ リエ ル は 姿 を 消し まし た 。 
恐怖 に お び え た ムハンマド 

彼 は 恐れ お の の き 、 家 に 急い で 戻り まし た 。 妻 の ハデ ィ ー ジ ャ に 震え な 
が ら 洞 窟 で の 体験 を 伝え 、 体 を 覆っ て くれ る よう に 頼み まし た 。 彼女 は 
これ まで 親戚 と も 親しく つき 合い 、 貧し い 人 びと を 助け る な ど 慈 善 事業 
に も 精 を 出し て きた ムハンマド 
を 、 神 が 見 捨て た り 悪 魔 が 近 づ 
いた りす る こと を 許す わけ が な 
いと 言っ て な だ め 
まし た 。 


書道 家 ア ブドウ ゥ ウルマ ジー ド ・ 
アル ニテ ヌー ラッ ト 氏 の 「 ム ハ 

ンマ ド 」 を アラ ビア 文字 で デ 

ザイ ン し た 作品 、 そ れ は 左 の 写真 の メー ル 
山 の 形 に 似せ て あり ます 。 こ の 山 で ム ハ ン 
マ ド は 森 羅 万 象 を 創造 し た 神 と めぐ り 合 う 
た め に 行 を 重ね た の で す 。 
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神 の 啓示 か 悪魔 の ささ や きか 


LINDL REREKAI ODNEO CED ERAZAE LE. 
ムハンマド は 妻 の ハデ ィ ー ジ ャ と と も に 、 敬 虚 な クリ スチ ャ ン で 聖 
書 に つい て 豊富 な 知識 を 持っ て いた ワラ カ ・ ビ ン ・ ナ ウフ ァ ル ( ハ 
ディ ー ジ ャ の 親戚 ) を 訪れ 、 彼 が 経験 し た すべ て の 出来 事 を 話 まし 
た 。 ワ ラ カ は ムハンマド が 預言 者 に な る で あろ うと 予測 し 、 彼 の 経 
験 は ユダ ヤ 教 の 預言 者 モー セ の 経験 に 似 た 啓示 で ある と 確信 し まし 
た 。 ワ ラ カ は ムハンマド を 支持 し た いと 望み まし た が 、 そ の と き ワ 
ラ カ は すでに 高齢 に 達し て いま し た 。 さ ら に ワラ カ は 、 ム ハン マ ド 
は 近い 将来 マッ カ か ら 仲間 た ち に よっ て 追放 され 、 敵 対 行為 を し か 
け て くる 者 も ある だ ろう と 忠告 し まし た 。 


お 前 は 神 の 使徒 


ムハンマド は 落ち 着 ぎ を 取り 戻す の に 数 日 を 費やし 、 そ の 間 、 洞 窟 
に は 戻り ませ ん で し た 。 し ば らく し て 大 天使 ガブ リエ ル が 再度 や っ 
て 来 て 、 ム ハン マ ド が 神 (アッ ラー) の 使徒 と な り 、 唯 一 神 の メッ 
セー ジ を 全 人 類 に 伝え る 任務 を 課せ られ る で あろ うと 告げ ば まし た 。 
そし て 神 か ら 下 され た 以下 の 節 を 朗 唱 し まし た 。 


/ (大 衣 だ ) 包 る 者 よ 、 立 ちよ っ て 笠 呑 し な さい 。 
あな た の 主 を 讃え な さい 。 ま た あな た の 衣 を 注 着 に 保ち な さい 。 
AG EMET TEE, 見 返り を 期 等 し て 施し て は な ら な い 。 
あな た の 主 の HOD) BIC, MARUZ EOJ 
CINP 457471-7) 
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その 後 、 ガ ブリ エル は 23 年 間 に わ た っ て ムハンマド の も と を 訪れ 、 
神 か ら 人 間 へ の メッ セー ジ (クル アー ン ) を 伝え て きま し た 。 


ムハンマド は 神 か ら の メッ セー ジ を すべ て の 人 びと に 伝え 
まし じ た 

そし て 自ら クル アー ン に 従っ た 生活 を 送り まし た 。 そ し て アラ ビア 
半島 各地 の 人 びと が 唯一 神 を 信仰 し 、 そ の 教え に 従う よう イス ラー 
ム に 招き まし た 。 神 の 教え は すべ て の 人 びと の 福利 の た め に 定め ら 
れ て いる か ら で す 。 


イス ラー ム の メッ セー ジ と は 


イス ラー ム が 伝え る メッ セー ジ は 、 唯 一 神 へ の 信 爺 
の 告白 「 ア キー ダ 」 と 、 人 びと の 生活 や さま ざま 
な 事柄 を 統治 する 神 の 法 で ある 「 シ ャ リー ア 」 が 
あり まし た 。 


シャ リー ア は 主 に 3 つの 分 野 か ら 成 り 立っ て いま す 。 

(1) 信仰 : 日 々 の 礼拝 、 断 食 、 神 へ の 祈願 、 ザ カー ト (施し ) な 
ど 。 (2) 道徳 : 正しい 行い 、 礼 儀 作 法 、 道 徳 観 (正直 さ 、 誠 実 さ 、 
忠実 さ 、 愛 、 協 調 ) GE. (3) 人 生 に お ける さま ざま な 規範 : 正義 
に 基づい た ルー ル 、 人 びと の 権利 、 商 取引 に お ける 倫理 、 遺 産 相続 
な ど 。 


SORA 
注釈 : ムハンマド は 啓示 を 受け た 後 、 最 初 の 13 年 間 は 神 へ の 信仰 (アキ ー ダ ) を 中 心 に 、 人 び 


と に 教え まし た 。 マ ディ ー ナ へ 移住 し た 後 、 彼 の 神 へ の 信仰 は シャ リー ア の 説明 や その 実践 の 
仕方 に 重点 的 を お いて 教え まし た 。 
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神 の 戒律 


言っ て や る が よい (ムハンマド が よ ) 
さあ 、 ここ へ 来 な さい 、 EDDA 
茜 床 され た こと を 読 許 し よう 。 
(1) FME DOZSI HELTE DZ (2) 店 
PUC#ITEK, (3) HLEBGVMELTFHEBERL 
て な ならない 、 あな た 方 も 彼ら ちら も 、 われ が 養っ て や ろう 。 
(D 外 に 表 そ うと 座 心 で あろ うと 、 不 徳 な 行い ALE 
PRR LIETO) に 近づい て は な ら な い 。 
(5) EUTHID ANE Uc Anz, IER EHDE 
TEDEBRU CRU TILE BEY, COEF EMA 
あな た 方 に 命じ られ た 。 koth iIia 
理解 する で あう ろ 3。 
(6) E7EMMOW HL, Hee OTALA LCR SED 
の ほぼ ほか た に は 、 MID MA IIE TSEC 
近 ず いて は な ら な い 。 
(7) ARWR (8) 計量 は 公正 に せよ HNMGOL ŽE, 
そう で な いと きも ) 。 DINMSHICEHEDLL LOM fife 
負わ せ た り し な い 。 (9) また 、 あな た 方 が 話す と き ( ま | 
た な 証言 する 必要 が ある と き ) に な 、 m 
KEAHGICDDDSETCEELTEAIECHN, 
(10) ZLTE oR æL% CNDS% 
ACM RCSNKCE, きっ と あな た 方 が 記 佑 に 
と ど め る で あろ うと 命じ られ た こと で ある 。 
BANS —Y #6 7151-15 2 ff) 
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ムハンマド の 教え は アビ シニア で 実践 され る 


ジャ アフ ァ ル ・ ビ ン ・ ア ブー ター リブ は アビ シニア (現在 の エチ オ 
ピア ) へ 底 護 を 求め て 逃れ た 8 人 の ムスリム の 一 人 で し た 。 ム スリ ム 
た ちの 代表 と し て ジャ アフ ァ ル は アビ シニア の 王 に 次 の よう に 述べ 
まし た 。 


「 王 様 よ 、 私 た ち は か つて 無知 で あり (知識 が な い の で 真実 
に 気づか ず ) 、 偶 像 を 崇拝 し 、 死 肉 を 食し 、 忌 まわ し い 行 為 
を 行い 、 身 内 の 者 を な い が し ろ に し 、 隣 人 を 酷く 扱い 、 強 者 
が 弱者 を 抑 庄 する こと を 見 過ごし て いま し た 。 神 が 私 た ちの 
中 か ら 、 誠 実 さ ・ 正 直さ ・ 貞 節 さ が 知れ 渡っ た 者 を 預言 者 と 
し て 送っ て くだ さる まで 、 そ の よう な 生活 は 続き まし た 。 


彼 は 唯一 神 の み を 崇拝 する こと を 呼び 掛け 、 私 た ちの 祖先 の 
時 代 か ら 崇拝 され て いた 石像 や 偶像 へ の 信仰 を 捨て る よう に 
説き まし た 。 自 分 の 言葉 に は 正直 に 、 約 束 を 守り 、 義 務 を 遂 
行 し 、 親 族 を 大 切 に し 、 忌 まわ し い 行 為 を 禁じ る よう に 人 び 
と を 導き まし た 。 


私 た ち は 彼 を 信頼 し 、 神 か ら 彼 に くだ っ た メッ セー ジ を 信じ 
まし た 。 し か し な が ら 、 人 びと は 私 た ち を 弓 弾 し 、 迫 害し 、 
私 た ち を イス ラー ム か ら 遠 ざけ よう と し まし た 。 長 らく その 
よう な 状態 が 続き 、 私 た ち は あ な た に 底 護 、 公 正 な 扱い を 求 
め て この 地 に や っ て きま し た 」 
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キリ スト 教徒 の 王 、 ム ハン マ ド の 宗教 を 認め る 
ジャ アフ ァ ル が 話し 終え る や 、 ア ビシ ニア の 王 は ムハンマド に 下さ 
れ た 啓典 の 一 部 を 朗 唱 し て ほし いと 頼み まし た (Elhe CHER 
れる 人 物 で し た ) 。 


ネガ シュ ・ モ スク 、 ティ グレ ・ エ チ ナ ビア 


ジャ アフ ァ ル が クル アー 
ン の 「 マ ル ヤ ム (キリ ス 
ト の 母 ) 章 」 の 数 節 を 朗 
唱 す る と 、 王 は あご ひげ 
が 濡れ る ほど 涙 を 流し 始 
め ま し た 。 


そし て 王 は 告げ まし た 。 


「 ム ハン マ ド に 下さ れ た メッ セー ジ と イエ ス ・ キ リス ト に 下さ れ 
た メッ セー ジ は 、 と も に 同じ と ころ か ら 来 て いる 」 
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イス ラー ム の メッ セー ジ 


その 教え を 簡潔 に 説明 する 
と 、「 イ スラ ー ム 」 と いう 
言葉 は 唯一 の 神 に 服従 、 献 
身 する と いう こと を 意味 し > 
て いま す 。 ま た この 一 神 教 
で は 、 神 と な らん で 他 の 何 
者 も 置い て 信仰 し て は な ら ` 
な いと いう と と が 求め られ 
て いま す 。 彼 に は 配 介 者 も 
子孫 も な く 、 生 み も 生ま れ 
も し ませ ん 。 彼 は この 宇宙 
に ある 森 羅 万 象 す べ て を 創造 し まし た 。 彼 の 神 性 を 共有 

する も の は な く 、 彼 以外 に 崇拝 され 祈り を 捧げ られ 


> 
る 権利 を 有する 方 は あり ませ ん 。 
( 神 の 名 前 は 


彼 の 名 前 は 「 ア ッ ラ ー」 と 言い ます 。 


神 に は いく つも の 特性 と 形容 詞 が あり ます が 、 イ ス h 
ラー ム で は アッ ラー の 99 の 「 美 名 」 が 知ら れ て いま 
す 。 例 えば 「 最 も 慈悲 深い お 方 」 や 「 何 事 も ご 存 知 


な お 方 」 な ど で す 。 彼 以上 に 慈悲 深い 者 は な く 、 彼 以上 に 知識 を 持 
つ 者 も あり ませ ん 。 


Abdul Aziz Al Rashidi 


Courtesy of 


英語 アラ ビア 語 へ ブラ イ 語 アラ ム 語 


God 
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7 彼 こ そ は 、 アッ ラー で あら れる 。 MOILIIEAMEZUOD CHS. 
BISMARERBBR Alo THSN, 
BEDE IAS BBR E AT CH5NS] 


PEC EE, アッ ラー で あら れる 。 MOIEINEAMEZUOD CHS. 
BOLE, MANE UTERO CHO, tall FEL, 
交 全 を 守護 な され 、 GENE SOR S ERRET, 
LORS BOTT CH5NS, アッ ラー だ 讃え あれ 。 
BUD) 人 が 記す る も の の 上 に (高く お られ る ) | 


第 こそ は 、 アッ ラー で あら れる 。 WO, ED, 
WB ZROS (ETEO), も っ と も 美しい 御名 は 
WORTE, 天地 の すべ て の も の な は 、 彼 を 譜 え る 。 
相当 に 彼 は 億 力 な ら び な く 英 認 で あら れる 」 
(BANS —Y Fi5 9 GE22-24 58) 


ムハンマド と イス ラー ム 

ある 男 が ムハンマド に 、 こ れ か ら 他 の 誰か に 尋 
ね な く て も いい よう に イス ラー ム に つい て 簡単 
に 説明 し て ほし いと 頼ん だ と き 、 ム ハン マ ド は 簡 
潔 に こう 答え まし た 。 


イス ラー ム に 入信 する に は 、 行 き 過ぎ た 言動 を 慎み 、 均 衡 の 
と れ た 生活 を 送る こと が 求め られ て いま す 。 


イス ラー ム と 平和 

言語 学 的 に アラ ビア 語 で 「 イ スラ ー ム 」 と いう 言葉 は 有害 な も の か 
ら 解放 され る と いう 意味 の 「 サ ラマ 」 と いう 単語 を 語源 と し 、 ま た 
平和 を 意味 する 「 サ ラー ム 」 と いう 単語 と も 関係 が あり ます 。 


ムハンマド は 、 ム スリ ム を 「 人 びと が その 舌 と 手 か ら 危 害 を 受け 
る 心配 が な い 者 」 と 定義 し まし た 。 (人 びと は ムスリム の 言動 に 
よっ て 危害 を 受け る べき で は な い ) 


イス ラー ム に お いて 「 平 和 」 は 神 (アッ 
'@) ) ) ) ラー) の 偉大 な 美 名 の 一 つ で す 。 ア ッ ラ ー に 

帰依 する 者 は 、 自 ら の 内 側 に 平和 を 見 出す べ 
き で あり 、 周 囲 の 環境 や 人 びと に 対し て も 平安 で ある べき で す 。 
イス ラー ム の 社会 に お いて ムスリム た ち が 、「 ア ッ サ ラー ム ・ ア ラ 
イク ム (あな た の 上 に 平安 が 訪れ ます よう に ) 」 と 挨拶 する こと は 
大 変 興味 深い と と で す 。 こ の 挨拶 の 完全 な 言い 方 は 「 あ な た の 上 に 
アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう に 」 で す 。 
ムスリム か ムハンマド 教徒 か 


ムハンマド の 信奉 者 は ムハンマド 教徒 と 呼び ませ ん 。 イ スラ ー ム の 
信者 や イス ラー ム の 信仰 と 生き 方 を 受け 入れ る 人 は 「 ム スリ ム 」 と 
呼ば れ 、 唯 一 神 を 信仰 し 服従 する 者 を 意味 し て いま す 。 


イス ラー ム の 6 つの 信仰 


唯一 神 へ の 信仰 は 、 天 使 た ち ・ 諸 啓典 ・ 預 言 者 た ち ・ 神 に よっ て 予 
め 定 め ら れ た 運命 な どの 6 つ を 信じ る こと が 求め られ ます 。 
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イス ラー ム 信仰 の 実践 と な る 柱 
イス ラー ム の 信仰 は 実践 され る べき 5 つの 柱 か ら 成っ て いま す 。 


シャ ハー ダ イス ラー ム へ の 信仰 を 言葉 で 告白 する こと (アッ | 
(信仰 告白 ) ラー の 他 に 神 は な く 、 ム ハン マ ド は 神 の 使者 で 
: ある ) 


サラ ー ト (礼拝 ) : 定め られ て いる 毎日 の 礼拝 を 行う こと 


シャ ヤム (断食) : イス ラー ム 暦 の 9 月 ラマ ダー ン 月 に 断食 を する こと 


E YH HE) | 年 に 一 度 、 定 め られ て いる 施し の お 金 を 支払 うこ と | 
NDGA) | 健康 で 経済 的 に 余裕 の ある 信者 は 一 生 に 一 度 マッ 
i カ の 聖 モ スク に 巡礼 する こと 


信仰 告白 


N 


< 
2 
る る 
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1. シ ャ ハー ダ 信仰 告白 


これ は 、 す べ て の も の を 創造 し た 神 は 唯一 の 存在 で ある 
こと を 認め る こと 。 そ の 名 前 は アッ ラー。 


心から 神 を 信じ 、「 シ ャ ハー ダ 」 (アッ ラー の 他 に 神 は な く 、 ム 
ハン マ ド は アッ ラー の 使者 で ある ) の 言葉 を 証言 、 告 白 し た 者 を 


ムスリム と 呼ぶ 。 
(HANI IE. T/T eI 0 (S/N Ca Oe 
ラー・ ワ ・ ア シュ ハ ド ・ ア ン ナ ・ ム ハン マダ ン ・ ラ スー ルッ ラー) 


ムハンマド を 神 の 預言 者 、 そ し て 使者 で ある こと 
を 認め る こと は 、 彼 以前 に 送ら れ た すべ て の 預言 


Buty 


者 や 使者 を 認め る こと で す 。 


と れ は アラ ビア 書道 で アー ト の よう に デザ イン され た 証言 (ASA) CF. th 
E は 、 / 私 は アッ ラー の 介 に 宣 は な く 、 ム ハン マ ド だ な 彼 の 使徒 で あり 預言 者 で ある と 
aa LES) と 記さ れ て いま す 。 


2. サ ラー ト 定め られ た 毎日 の 礼拝 


イス ラー ム の 礼拝 (サラ ー ト ) は 人 間 に 神 を 忘れ 
な いよ うに させ る 信仰 行為 で す 。 一 日 を 通し て 神 
に 奉仕 する た め に 毎日 5 回 の 礼拝 は 定め られ て いま す 。 
心 、 そ し て 言葉 と 体 で 神 の 栄光 と 賞賛 を 讃え る の が この 岩 拝 行為 の 
要諦 で す 。 


夜明け 前 日 の 出 B 午後 日 没 
の 礼拝 の 礼拝 の 礼拝 AE ARF 


「 わ れ の し も ゃ も べた ち が 、 われ に つい て あな た に た に 対 う と き 、 
(言え ) われ は 本当 に (し も べた ちの ) 近く に いる 。 
BEB DIMUMEPS E EEF ODEO MP OICR., 
それ で われ (OVFUBIP) IETKASE, DNALMEEEEU’, 
お そら く 、 WEL DNA CHAS! 
(BVP —Y Fi 2 186i) 


MPH H3- h] EOE TEOD 
り 」 を 意味 し て いま す 。 そ れ は 信仰 を 行為 に し た も の 
な の で す 。 そ れ ぞ れ の 礼拝 に は 、 お 辞 儀 を し た り 平 伏し 
た りす る 行為 が 含ま れ て いま す 。 礼 拝 を する と 、 心 に アッ ラー へ の 
服従 、 忠 誠心 が 培 わ れ て いき ます 。 


礼拝 の と き に は さま ざま な 世 事 か ら 離 れ て 、 完 全 な る 集中 が 求め ら 
NES. 預言 者 ヘ ハハ ンマ ド は 「 人 は 平伏 し て いる と き ア ッ ラ ー に 最 
も 近く ある 」 と 述べ て いま す 。 


一 日 に 5 回 は 多 す ぎる と 言う 人 た ちがい ます 。 し か し 実際 に は 礼拝 
は 一 日 に 多く て も 40 分 を 使っ た 眼 起 の よう な も の で す 。 私 た ち が 
一 日 に 3 、 4 回 、 生 き て いく た め に 体 に 栄養 を 与え る 目的 で 食事 を 
取っ て いる の と 同じ よう に 、 私 た ち は 心 に 栄養 を 与え る ば な ら な い 
の で す 。 こ の よう に 一 日 時 間 を お いて 立つ 礼拝 で 、 私 た ち は 精 神 的 
な 栄養 を 取っ て いる の で す 。 
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3. ザ カ ー ト 施し 


ザ カ ー ト は イス ラー ム の 中 心 的 柱 で す 。 そ れ は 
1 年 に 一 回 、 貧 し い 人 びと や クル アー ン に よっ 
て 規定 され て いる 正当 な 受益 者 、 必 要 と し て い 
る 人 た ち に 施す こと で す 。 そ の 人 金額 は 1 年 間 の 
個々 人 の 余剰 財産 の 2.5 パ ー セ ント で す 。 


PFH- MsARE DEED, BLOAKSODD S18 LH PR 
始 心 を 取り 除き ます 。 社 会 的 に 統合 や 協調 の 精神 、 さ ら に は 慈悲 の 
心 や 敬愛 精神 を 培い ます 。 ザ カー ト は 社会 全体 の 福祉 活動 を 促進 し 
社会 正義 を 実現 し ます 。 


4. シ アム ラマ ダー ン 月 の 断食 


ムスリム は 太陰 暦 の ラマ ダー ン 月 (29 日 か 30 
A) の 毎日 、 夜 明け 日 没 ま で 断食 を し な けれ 


ば な り ま せん 。 断食 を し て いる 間 、 日 常 生 活 に 
お いて ムスリム は 一 切 の 飲食 を 断ち 、 さ ら に は 
性 的 な 関係 結ん で は いけ ませ ん 。 


ッ ラ ー の た め に 行う 断食 は 、 日 々 の 恵み は 
ラー か ら の も の で ある こと を よく 分 か ら せ て くれ ます 。 


AG EDR Zi C TMA ORY MRD 
DEE, TEMCMMPRBKAlC H Sin 
域 や 国 の 人 びと の 苦し み を 共有 する こと 
が で きま す 。 経済 的 に 余裕 の ある 人 は 、 
断食 し て いる と き 、 よ り 施 し を する よう 
に な り ま す 。 そ れ は 社会 の 「 持 て る 人 」 
と 「 持 た ざる 人 」 の 間 の 絆 を 強く し 社会 
に 調和 と 安定 を も た らし ます 。 


断食 は また 人 間 に 断 食 は また 人 間 に 欲 望 
を 抑え コン トロ ー ル させ 、 そ の 結果 精神 
を 浄化 させ ます 。 断食 は 健康 上 の 効用 も 
多く 、 医 者 は 病気 の 治療 方 法 と し て も 推 
薦 し て いま す 。 


5. ハ ッ ジ マッ カ 巡 礼 

ハッ ジ は 、 太 陰暦 の ズル ・ ヒ ッ ジ ャ 月 に 
聖 モ スク (アッ ラー の 家 ) を 訪れ 定め ら 
れ た 宗教 儀式 を 行う た め に マッ カ に 巡礼 
する こと で す 。 巡礼 は 一 生 に 一 度 、 健 康 
で 経済 的 に 余裕 の ある すべ て の ムスリム 
に 課せ られ た イス ラー ム の 五 つ の 柱 の 一 
つ で す 。 


太陰 暦 (イス ラー ム 層 
KEENIA 


人 びと は 民族 や 
国籍 を 超え て 
イス ラー ム 世 界 の 
中 心 に 集う こと に よっ て 、 
アダ ム を 共通 の 父祖 と し 
アブ ラ ハ ム を 精神 的 祖先 
と し て いる こと を 
確信 し て いる の で す 。 
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ー つ の 神 一 つの メッ セー ジ 


聖 クル アー ン の 中 の 預言 者 と 使徒 た ち 


イス ラー ム は 人 類 へ の 導き と し て ムハンマド 
以前 に 遣わ れ た 、 す べ て の 預言 者 、 使 徒 た 
ち を 認め て いま す 。 彼 ら は 神 の 存在 と その PT 
唯一 性 を 信じ る 「 一 神 教 」 を 確証 し まし fT) 
た 。 : 


神 は 、 人 びと に 人 生 の 意義 に つい て 
き 、 誤 っ た 道 に 入る こと を 回 避 さ せ 、 道 徳 
心 を 培う た め に 彼ら を 遣わ し まし た 。 


聖 ク ルアー ン の 中 に は 25 人 の 預言 者 、 使 徒 た 

ちの 名 前 が 挙げ られ 、 そ の 中 の 何人 か に つい て は さら に 詳細 な 物語 
が 書か れ て いま す 。 例 えば 、 ア ダム は 25 回 、 ノ ア は 43 回 、 ア ブラ ハ 
ム は 69 回 、 モ ー セ は 136 回 、 そ し て キリ スト に つい て は 25 回 、 聖 ク 
ルアー ン の 中 で 述べ られ て いま す 。 


ムハンマド は 言い まし た 。「 私 と 、 私 以前 の 預言 者 た ちの 関係 を 例 
えて みる と 、 あ る 人 が 家 を 建て 、 美 し く 素晴らし く 仕 上 げた が 、 一 
箇所 だ け レ ン ガ が 積み 残さ れ た 。 そ の 家 を 見 た 人 びと は 、 そ の 素 晴 
らし さ を 称 賛 し な が ら も 、 積 み 残さ れ た レン ガ が 積ま れ て いた ら な 
ん と 壮 誠 で あろ う 、 と 言い まし た 。 そ う 、 私 こそ が その レン ガ 、 最 
後 の 預 言 者 な の で す 」  ( ブ ハ ー リ ー に よる 伝承 4.734, 4.735) i 


DIMSHECL MICE, 使徒 た ち を 道 わ し た 。 
その ある 考 に つい て は あな た に だ 計り 、 
また ある 者 に つい て な 放っ て は いな い 。 だ が どの 使徒 る 、 
アッ ラー の 御 許 し に よる ほか 、 MARI CT LEED oe. 
そし て アッ ラー の 大 命 が く だ され ば 、 
FLIICTED UY THM NS. 
その と き 、 maltok b 
(BANS —Y B40 8 78 fii) 


BA, MEST Y I#L 
Pe 示さ れ た も の を 信じ ます 
EE LE, FAD イタ バーク VIDE 
HO DPIC ENE EO, 
EL—VY—-Ef-V-IGFASBNKEOD, 
LED SW AGIEBIZS HENKEDH ECE SF, 
BSEDKHOLS S51cb, 差 列 を つけ ませ ん 。 
BEL 72 DIARÉ, IHR LE Fy 
BANS —Y Fi2 F813 6 fifi) 


Jd 


トー ラー、 福音書 、 そ し て クル アー ン は 人 類 へ の 神 の 啓典 
聖 ク ルアー ン の 前 に 神 か ら 下さ れ た 諸 啓典 を 信じ る こと は 、 イ ス 
ラー ム の 不可 欠 な 信仰 の 条件 で す 。 ム スリ ム は クル アー ン が それ 以 


前 の 啓典 と 矛盾 する こと な く 、 歴 史 を 経る 中 で それ ら が 真実 か ら 逸 
脱し 、 そ れ を 正 し た と 信じ て いま す 。 


wmicDad, BEELUCHWHOSSARER, (L-P—-la) くだ し た 
BIVT —Y H 5R AB) 


DIVES DEM ZBELT VUVADFA-V—-—#EDL, 
BLATT (に くだ し た ) MRE DINE HE SEO itaET EZD, 
EL MWOD 3, Hii FZ MICH Te. 
CHUSPELAIIES TELZEHE NOME iE CB V, 
また 主 を 長 れ る 者 へ の 導き で あり 、 MK CHS 

(BANS —Y B54 hi) 


あれ な 真理 に よっ て 、 あな た が た に だ 啓典 を くだ し た 。 
CAEL WINE HS BEM ME EL. FB 72D CHS 
(BANS —Y Fi5 54 8 i) 


これ ら の 者 は 、 FYFE MM ENTE GHEE C 
アダ ム の 子 訪 で 、 われ が ヌー フ と 一 緒 に AIO) 運ん だ 者 た ちの 
SERCH, また イプ ラー ヒー ム と イス ラー プール ( ヤ ア コー プ ) の 
TROP, われ が 選ん で 導い た 者 た ち で ある 。 BARK HIT ORD 

BSN MEN SIE, 彼ら な は 災 し て サジ ダ し 沈 を 流す 
(BANS —Y Fi19 885 8 fifi) 


表 1 : 主 な 預言 者 の 歳 
預言 者 ムハンマド イエ ス アブ ラ ハ ム 
大 体 の | 570-632 | 1-33 BC1400 BC1700 

年 代 年 頃 年 頃 年 頃 年 頃 
wee 63 33 120 175 


ムハンマド と アブ ラ ハ ム 
アブ ラ ハ ム は ユダ ヤ 教 、 キ リス ト 教 、 イ スラ ー 
ム に お いて 預言 者 た ちの 父祖 で ある と みな され 
て いま す 。 それは 、 確 認 さ れ て いる 預言 者 た 
ちの 多く が 、 ア ブラ ハム を 祖先 と し て いる か ら 
で す 。 ム スリ ム は 、 ム ハン マ ド が アブ ラ ハ ム の 
長男 で あり 多く の アラ ブ 系 部 族 の 父 で ある イス 
マー イー ル 系 統 の 未 商 で ある と 信じ て いま す 。 
一 方 、 イス ラ エ ル や ヤコブ や ジョ セ フ 、 ア ー ロ 
ン や モー セ な どの 預言 者 た ち は 、 ア ブラ ハム 
の 次 男 ア イザ ッ ク 系 統 の 未 座 で す 。 


アブ ラ ハ ム は 一 神 教 を 人 びと に 説く こ 
と に 人 生 を 捧げ まし た 。 ク ルアー ン 
の 中 で も 、 ア ブラ ハム の 名 前 は 頻繁 
に 言及 され 、 彼 が 真実 を 追求 する た © 
め に 努力 し 、 神 の 唯一 性 を 認識 し た 
後に 、 そ の 誠実 さ ・ 公 平 さ ・ 従 順 さ 
や 感謝 の 気持 ち を 表す こと を 実践 し 
証明 し た と され て いま す 。 ど の よう 
な 厳し い 状 況 下 に お いて も 神 に 全面 
的 に 服従 する こと に よっ て 、 彼 は 歴 
史 に 名 を 残す 偉大 な 人 物 と な っ た と 
され て いま す 。 
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TYPHCAIDT OTARRE WIKL, 善い 行い た 励み 、 
0 0 者 以上 に 
優れ た 者 が あろ うか 。 
ラー は な は 、 イ ブラー ヒー ム を 親しい 友 に さ 妨 た の で ある 
CHNP AIG 125 fii) 


アブ ラ ハ ム は 神 へ の 従順 さ を 示 す 手 本 と な り まし 
た 。 ク ルアー ン に よる と 、 神 が 友 と し て 、 ま た 来 y- 0i 
世に お いて 世の中 の 正 し い 行い を する 者 の 中 で 最 
も 素晴らし い 人 物 と し て 選ん だ と され て いま す (48 
125 節 ・ 2 章 130 節 )。 神 は 彼 を 正しい 宗教 の 道 へ と 導き 、「 イ マー 
Ai (人 びと を 導く 者 ) と し て (2 宰 124 第 ) AULOMBELEL 
た (1688120865) 。 


アブ ラ ハ ム は ムスリム た ちか ら 「 ム スリ ム 」 (唯一 神 を 信じ 、 服 従 
する も の ) と いう 名 を 与え た も の と し て 敬 わ れ て いま す (22 章 78 
節 ) 。 


7 イプ ラー ヒー ム は ユタ ヤ 教 徒 で も キリ スト 雪 徒 で も な か っ た 。 
し か し 彼 は 純正 な ムスリム で あり 、 
多神教 徒 の 分 午 で は な か っ た の で ある 」 
BY VP —Y F356 7 Hi) 


注釈 :「 ア ブラ ハム 」 と いう 名 前 の 語源 は 、 ア ラビ ア 語 で 「 イ ブラ ー ヒ ー ム 」 と 読み 書き され 
る アブ ラ ハ ム で ある と され て いま す 。 ロ ー マ 正 教 で は アブ ラ ハ ム の こと を 信仰 上 の 父 と 呼び 、 
東方 正教 会 で は 彼 を 「 高 潔 な 父祖 アブ ラ ハ ム 」 と し て 称え ます 。 


bb ROR 


ae の ine ry 


M— HREOC AICRET SNR, Vs 


地上 に 降り 立つ た と き に 建て られ 、 ム ふ ムスリム は その 建物 を 再建 し た 


車 要 人 委 が か アブラハム と その 息子 イシ ュ マ エル で ある と 信じ て いま 


す 。 そ の 建物 は 『「 カ アバ 神殿 」 と 呼ば 


~ 


1、 現 在 サ ウジ アラ ビア の 
バッ カ の 丘 に ある マッ カ に 位置 し ます 。 唯一 神 は アブ ラ ハ ム と イ 
シュ マエ ル に 、 彼 (唯一 神 ] に 向かっ て 礼 振 ・ 就 起 ・ ひ れ ふ すず 者 た 
ちの た め に カアバ 神 典 を 清め る こと を 義務 と し て 課 し まし た 。 唯一 
神 に よっ て 、 そ の 地 は 素 拝 の 場 と し て 、 ま た 聖地 と ざれ た の で す 


ey 


Ek, 奴 た ち 証 人 を 、 HARM, 
廊 太 する 者 〔 ム スリ ム ) に し て くだ さい 。 また 私 た ちの 子 冶 を も 、 
HEP ACME, 帰 余す る 応 (ウン マ ) に し て くだ さい 
色 た ち に だ 祭 伏 を が し 、 哀れ み を ケ ちえ て くだ さい 
な た な は た び た び 放さ れる 方 、 禁 切 深い 方 で あら れる 
ORIN —> 12 H28H) 


ムハンマド は 、 聖 モス ク (崇拝 の た め の 唯一 神 の 館 ) で の 礼拝 は 、 他 の 


場所 で 行わ れる 礼拝 より も 報奨 が 多く 、 聖 モス ク で の 一 回 の 礼拝 は 10 
S 万 回 の 礼拝 に 相当 する と 述べ まし た 。 


毎年 300 万 人 も の ムスリム が 「 ハ ッ ジ 」 と 呼ば れる 巡 

礼 を 行う た め に 、 サ ウジ アラ ビア の マッ カ に ある 聖 モ ス 

ク を 訪れ ます 。 ハ ッ ジ は 五 つ の イス ラー ム の 崇拝 行為 の 五 番 

目 の 柱 に あたり 、 健 康 で 経済 的 に 余裕 の ある 者 は 一 生 に 一 度 行わ ね 
ば な り ま せん 。 


ムハンマド は ハッ ジ の 行い 方 を 説き まし た 。 そ の 多く が アブ ラ ハ ム 
の 慣習 に 基づい て いま す 。 彼 は アブ ラ ハ ム に よっ て 唯一 神 の 館 と し 
て 建て られ た カアバ 神殿 を 巡回 し まし た 。 巡回 は 唯一 神 へ の 帰依 と 
し て 、 反 時 計 回 り に 7 周 し ます 。 こ れ は 、 惑 星 や 電子 の 動き と も 調和 
し ます 。 


巡回 の 後 ム ハハ ンマ ド は 、 ア ブラ ハム の 立ち 所 の 背後 で 礼拝 を 行い ま 


し た 。 そ れ は アブ ラ ハ ム の 足跡 が 残る 石 で あり 、 現 在 その 場所 は 
マカ ー ム ・ イ ブラ ー ヒ ー ム と 呼ば れ 、 下 の 写真 の よう に 囲 わ れ て いま す 。 


その 後 ム ハン マ ド は サフ ァ と マル ワ の 2 つの 丘 の 間 を 歩き まし た 。 こ 
こ は 何 千年 も 前 に 、 ハ ー ジ ェ ル が 夫 の アブ ラ ハ ム に 息子 の イシ ュ マ 
エル と と も に その 地 に 取り 残さ れ た と き に 、 水 を 求め て 行き 来 し た 
場所 で す 。 ア ブラ ハム は ハー ジェ ル に 唯一 神 の 教え に 従順 で ある こ 
と を 示す た め に 、 そ こ に 留まる よう に 言い まし た 。 唯 一 神 は その 場 
所 を 崇拝 の た め の 神聖 な 場所 に 定め まし た 。 


サフ ァ と マル ワ の 丘 の 間 の 距離 は 約 395m で す 。 こ の ハッ ジ の 儀式 
は サー イ と 呼ば れ 、 サ ファ と マル ワ の 丘 の 間 を 7 往復 する こと を 意味 
し 、 サ ファ か ら 始 まり マル ワ で 終了 し ます (合計 距離 2.76 キ ロ ) 。 


サー イ は 、 人 間 の 現世 に お ける 
日 々 の 行い 、 す な わ ち 旅 や 骨 の 折 
れる 仕事 な ど に よく 似 て いて 、 こ と 
の 儀式 を 成就 する こと は 有 義 な こ 
と な の で す 。 唯 一 神 の 教え と 矛盾 
する こと も あり ませ ん 。 


ムハンマド は また 巡礼 の と き 、 
「 ジ ャ ムラ ー ト 」 と いう 儀式 を 行 
うた め に ミナ の 地 を 訪れ まし た 。 
そこ で 彼 は 、 ア ブラ ハム が 息子 を 
神 の 生 費 と し て 層 ろ うと し た と き 
に 悪魔 が 老人 の 姿 で 現れ 、 ア ブラ 
ハム が 息子 を 層 る こと を 思い と ど 
まる よう に 誘惑 し た た め 、 悪 魔 に 
石 を 投げ つけ た と いう 言い 伝え に 
な ら っ て 石 を 投げ まし た 。 巡 礼 者 
た ち は こ の 故事 に な ら っ て ジャ ム 
ラー ト の 儀式 を 行う と き 、 悪 魔 だ 
け で な く 自 ら の 内 に 潜む 悪 に 対し 
て も 石 を 投げ て いる の で す 。 


Jey 


94 
最終 的 に 神 は アブ ラ ハ ム の 息子 を 救済 し 雄 
羊 を その 代替 と し まし た 。 ム ハン マ ド は こ 
れ に な らい 、 ア ブラ ハム の 生 費 の 象徴 と し 
て 羊 も し く は 山羊 を 1 頭 居り 、 貧 し い 人 び 
と へ 肉 を 分 け 与 える よう に と 教え まし た 。 


ムハンマド は 1 日 5 回 の 礼拝 の 中 で ア 
ブラ ハム と その 家族 の た め に 祈願 す 
る よう に 教え まし た 。 ま た ム ハ ン マ 
ド が 、 息 子 の 一 人 を イブ ラー ヒー ム 
(アブ ラ ハ ム の アラ ビア 語 表 記 ) と 
名 付け て いる こと も 注目 すべ き 点 で 
す 。 ム ハン マ ド の 息子 イブ ラー ヒー 
ム は 幼く し て 亡くな っ て いま す 。 


言っ て や る が いい 。 
IKEE, 私 を 正しい 道 、 真実 の 教え 、 
純正 な イプ ラー ヒー ム の 太 克 に 導 か れる 。 
BLE AEE D pf] Clk 9 7E I 
CBA —Y FH 16 1 i) 


95 
アブ ラ ハ ム は パレ スチ ナ の へ ブロ ン に 埋葬 され て いる と され て いま 
す 。 そ の 地 は ユダ ヤ 教 徒 、 キ リス ト 教 徒 、 ま た ムスリム た ちの 共通 
の 聖地 と され て いま す 。 ア ブラ ハム を 記念 する 複合 建造 物 は 「 ア 
ル ・ マ スジ ド アル ・ イ ブラ ヒー ミ 」 (アブ ラ ハ ム の モス ク ) と 呼 
ば れ 、 ム スリ ム 以 外 の 信者 た ち に は 「 族 長 た ちの 墓 」 と 呼ば れ て い 


96 

この 建物 は 2 つの 正方 形 の ミナ 
レッ ト を 有 し た 長方形 の 大 き な モ 
スク で す 。 建物 に は モス ク の 他 に 
数 多く の 部 屋 と 地下 洞窟 が あり ま 
す 。 


中 央 に 位置 する 部 屋 の 中 に 、 ア ブ 
ラ ハ ム と サー ラ の 記念 碑 が あり ま 


で オ ヘ ル ・ イ ト ザ ッ ク と 呼ば れ 
る ) アイ ザッ ク と レベ ッ カ の 記念 
碑 が あり ます 。 


北側 の 部 屋 に は ヤコブ と リア の 記 
念 碑 が あり ます 。 こ の 建物 の 地下 
の 部 屋 に は アブ ラ ハ ム 、 ア イザ ッ 
ク 、 ヤ コブ 、 サ ー ラ 、 レ ベッ カ 、 
そし て リア の 遺物 が 収め られ て い 
る と 広く 信じ られ て いま す 。 


注釈 : ムスリム は 墓所 を 讃え る こと は あり ませ 


す 。 南側 の 部 屋 に は (へ ブラ イ 語 f 


ん 。 イ スラ ー ム の 教え に よる と 、 墓 所 の 形状 は | 


地面 より も 高く ある べき で な いと され て いま 
す 。 


ムハンマド と モー セ 
ムハンマド は モー セ を 称賛 し 、 最 後 の 審判 日 

の 復活 の と き に は モー セ が 唯一 神 ア ッ ラ ー の 玉座 の 

傍 に 立ち 、 玉 座 を 支え て いる の を 見 る で あろ うと 述べ て いま す 。 


ムハンマド が マデ ィ ー ナ へ 赴 い た 


7 Ss 
と き 、 ユ ダ ヤ 教 徒 た ち が 「 ア ー iif A 
シュ ー ラ ー」 の 日 ( 神 が イス ラ ェ 語っ 
ル の 民 た ち を エジプト の ファ ラオ |e ee 
か ら 救 っ た と され る 日 ) に 断食 し se に f: 
て いる の を 目 に し 、 ム スリ ム た ち | ECOEE 

も その 日 に 自発 的 に 断食 する よう nE 

に 勧め まし た 。 な ぜ な ら 、 モ ー セ “a 3 

が その 日 に 断食 し た の は 神 へ の 感 = 


謝 の 気持 ち を 表す た め だ っ た か ら = 
で す (アー シュ ー ラ ー の 日 は イス ラー ム 暦 1 月 の 10 日 目 に あたり ます ) J 
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クル アー ン で は モー セ と イス ラ エ ル の 民 た ち が 経 験 し た 出来 事 に つ 
いて 語ら れ て いま す 。 さ ら に クル アー ン に は モー セ 以 外 に も アー 
ン 、 ザ ッ カ リー や ヨハ ネ と いっ た イス ラ エ ル の 民 た ち へ 送ら れ た 預 
言 者 た ち に つい て も 触れ られ て いま す 。 


また 、 唯 一 神 が モ ー セ に 語り か け 、 預 
言 者 ・ 使 者 た ちの 中 で も 特に 重要 な 任 
務 を 課せ られ た (ウル ゥ ー・ ア ル ア 
ズィー ム ) 5 人 の うち の 1 人 で あり 、 神 
と 特別 な 契約 を 結ん だ の で ある と 記載 
され て いま す 。 そ の 5 人 の 預言 者 と は ノ og: By 
ァ ブ ラ ハ ム 、 モー セ 、 キリ スト 、 ee 
Vienne acne. 
れ ) で す 。 


預言 者 モー セ は パレ スチ ナ に ある ネ ボ と いう 死海 を 見 わた す 山 の 近 
く で 亡くな り ま し た 。 そ し て ネ ボ 山 の 峠 に は 記念 碑 が 建て られ 、 そ 
て は 現 在 ヨ ル ダ ン の 重要 な 観光 地 と な っ て いま す 。 


_ = z — +" 

am 
ムスリム は モー セ と ムハンマド の 
間 に 、 多 く の 類 似 点 を 見 出し て い 
ます 。 彼ら は と も に 預言 者 で ある 
と と も に 伝達 者 で も あり 、 神 の 法 
律 ・ 戒 律 を 含む 聖典 を も た らし ま 
し た 。 ま た 人 びと を 先導 し 、 彼 ら 
と と も に 長い 間 生 活 を と も に し ま 
し た 。 二 人 と も 結婚 し て 子ども を 
も うけ て いま す 。 


ムハンマド と イエ ス 
真正 伝承 に よる と 、 ム ハン マ ド は 次 の よう に 言っ て いま す 。 


「 私 は 人 びと の 中 で 最も マリ ア の 皿 子 と 近い 関係 に あり 、 す べ て 
の 預言 者 た ち は 父系 の 兄弟 で ある 。 彼 (イエス) と 私 の 間 に 、 他 
の 預言 者 は 存在 し な い 」 


クル アー ン の 中 で イエ ス は 「 神 の 言葉 」 で あり 、 マ リア 
に も た ら さ れ た 吉報 で ある と 述べ られ ます 。 彼 の 名 前 
は 「 メ シア 、 マ リア の 息子 イエ ス 」 で す 。 


神 は イエ ス を 手助け する た め 、 聖 霊 (大 天使 ガブ リ 
エル ) を 人 遣わ し て イス ラ エ ル の 子孫 た ちの 下 ヘ へ ヘイ エス を 
預言 者 と し て 送り まし た 。 イ エス の 使命 は 、 イ スラ エル の 子孫 た ち 
を 正しい 道 へ 導き 、 彼 ら の 神 で あり 森 羅 万 象 の 神 で ある 唯一 神 ア ッ 
ラー を 上 崇拝 する よう 導く こと で し た (BIT -YRI87 MH, 345-49 
節 、 第 4 章 171 節 ) 。 


i 1 i. bia Le 
ナザレ は パレ スチ ナ の ガリ リー の すそ 野 に ある 歴史 的 な 町 で す 。 福音 書 の 中 で マリ ア 
の 故郷 で ある と 書か れ て いる こと も あり 、 そ の 地 は イエ ス の 幼児 期 と 深く 関係 が あり 
ます 。 ロー で マ 正教 の 伝統 に よる と 、 受胎 告知 は ナザレ に ある 受胎 告知 教会 で 起こ っ た 
と され て いま す 。 


È . 1 FT 
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また 、 ク ルアー ン の 中 で キリ スト は 、 現 世 と 来世 に お いて 優れ た 者 
(卓越 し て いる 存在 ) で あり 、 も っ と も 正しい 行い を する 者 の 一 人 で 
神 の 傍 に 寄せ られ る と 示さ れ て いま す 。 


クル アー ン に は 、 神 は モー セ に トー ラー、 イ エス に 福音 書 、 そ し て 英 
知 を 教え た と 示さ れ て いま す 。 ア ッ ラ ー は 、 イ エス に 盲目 の 人 に 光 を 
BAL BW (ハン セン ) 病 を 治療 し 、 死 人 を 生き 返ら せる な どの 奇跡 
を も た らし て 、 彼 を 支え まし た 。 


ベツ レ ヘ へ ム の 写真 : 融 間 教 全 は 現在 も 教会 と し て 使わ れ て いる 世界 最 古 の 教会 


す 。 数 多く の キリ スト 教徒 に よっ て 、 こ と が イエ ス ・ キ リス ト 誕 生 の 地 で ある と 信 
じ ら れ て いま す 。 
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ムスリム は イエ ス が 再来 する で あろ うと 信じ て い 
ET, ムハンマド は 復活 の 日 は イエ ス が 再来 す 
る まで 起こ ら な いで あろ うと 示唆 し まし た 。 


彼 は 神 の 法 を 樹立 する た め 、 地 上 の 生命 が 終わ る 前 

に 立ち 帰る で し ょ う 。 彼 は 偽 メ シア と 戦い 、 唯 一 神 の 信者 た ち を 一 致 
団結 させ 、 公 平 な 権力 者 と し て 世界 中 に 平和 を も た ら す で し ょ う 。 ム ス 
リム は イエ ス が 再来 する と き 、 彼 の 支持 者 で ある こと が 求め られ ます 。 


シリ ア の ダマ スカ ス の 写真 : いく つか の 伝承 に よる と 、「 イ エス は ダマ スカ ス の 西側 
へ 降臨 する で あろ う 」 と 、 ム ハン マ ド が 述べ た と され て いま す 。 
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ムハンマド に よっ て 伝え られ た 万 人 に 向け て の メッ セー ジ 
ムスリム は 、 ム ハン マ ド は アブ ラ ハ ム 、 モ ー セ 、 イ エス や 他 の 預言 
者 に 与え られ た も の と 同じ メッ セー ジ を 与え られ た と 信じ て いま 
す 。 た だ 他 の 預言 者 た ちと 異な る と ころ も あり ます 。 ム ハン マ ド の 
使命 は 全 人 類 を 対象 に し て いる こと で す 。 ム ハン マ ド の 任務 は 歴史 
を 経る 中 で 生ま れ た 誤っ た 信仰 や 逸脱 を 正す こと と に あり まし た 。 
「 わ れ は 喘 万 有 へ の 閑 悲 と し て 、 あな た を 遵 わ し た だ け で ある / 
BANS —y 2158107 fii) 
ムハンマド は 、 隣 接する 地域 、 さ ら に は 
遠く ベル シヤ 、 ビ ザン ツ 、 エ ジ プ ト の よ 
うな 大 国 の 統治 者 や 王 た ち へ 、「 神 の 
教え 」 イ スラ ー ム を 受け 入れ る よう 呼 
び か けた 手紙 を 送り まし た 。 ビ ザン ツ 帝 国 の 
王 ヘ ラク リウ ス は 手紙 を 受け 取る と 、 ア ブー・ ス フィ ヤー ン 
(マッ カ の 長老 の 1 人 で 交易 業者 と し て 、 よ く ビ ザン ツ の 地 を 訪れ 
て いた ) を 召し 出し まし た 。 ヘ ラク リウ ス は アブ ー・ ス フィ ヤー ン 
に いく つか の 問い を 投げ か け 正 直 な 答え を 求め まし た 。 
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「 ム ハン マ ド は 社会 の どの 階級 の 出身 か 」 
アブ ー・ ス フィ ヤー ン 「 マ ッ カ の 高貴 な 部 族 の 出身 で す 」 
「 彼 は 人 を 裏切っ た り 約束 を 破っ た り 嘘 を 言っ た り し た こ 
と が あっ た か 」 
アブ ー・ ス フィ ヤー ン 「 い いえ 、 あ り ま せん 」 
「 彼 の 信者 は 増え て いる の か 減っ て いる の か 。 ムハンマド 
に 対し 不満 を 抱き 、 イ スラ ー ム か ら 離 反し た 者 は いる か 」 
アブ ー・ ス フィ ヤー ン 「 ム ハン マ ド の 信者 た ち は 彼 を 称賛 し 信者 は 増え て いま す 」 
「 ム ハン マ ド の 教え と は どう いう も の か 」 
アブ ー・ ス フィ ヤー ン 「 唯 一 神 と 社会 的 公正 な ど を 信じ る こと で す 」 


し ば らく 考え た 後 、 ヘ ラク レイ オス は 「 お 前 が 申し た こと と が 真実 で ある な ら 
ば 、 ム ハン マ ド は 私 の 王国 を 受け 継ぐ と と が で きる で あろ う 」 と 言い まし た 。 


- i f E i [ ar hy し = L ー 
皇帝 へ ラク レイ オス は 西暦 610 年 か ら 640 年 まで の 間 、 東 ロー マ 帝 国 を 統治 し まし た 。 
その 間 、 3 度 の 軍事 作戦 を 指揮 し 、 ペ ル シ ヤ 帝国 に 勝利 し 、 シ リア 、 パレ スチ 


ナ 、 エジプト を 奪還 し まし た 。 し か し 西暦 636 年 、 イスラーム は パレ スチ 
ナ 、 シ リア 、 エジプト 、 そ し て 北ア フリ カ に まで 到達 し 、 西暦 642 年 に 


は ペル シヤ に まで 広まっ て いま す 。 
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普遍 的 な 宗教 、 イ スラ ー ム 

現在 、 イ スラ ー ム は キリ スト 教 に 続く 世界 第 2 位 の 宗教 で す 。200 カ 
国 以上 で 実施 され た 包括 的 な 調査 に よる と 、15 億 70000 万 人 も の ム 
スリ ム が 世界 各地 に お り 、2009 年 の 調査 で は イス ラー ム 教 徒 は 世界 
人 口 の 2 3 パー セン ト を 占め て いま す 。 


ムスリム の すべ て が アラ ブ 人 で は あり ませ ん 。 ア ラブ 人 は 世界 の ム 
スリ ム 人 口 の 4 分 の 1 以下 と な っ て いま す 。 


33% 


ユダ ヤ 教 
0.22% 


世界 に は 21 億 人 も の キリ スト 教徒 が いて 世界 人 口 の 約 33% を 占め て 
いま す 。 無神論 者 は 11 億 人 と され 、 世 界 人 口 の 約 16% を 占め て いま 
す 。 ユ ダ ヤ 教 に つい て は 、 世 界 人 口 の 0.22% に し か 過ぎ ませ ん 。 
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注釈 
1. ク ルアー ン か ら マ リア の 物語 の 抜粋 (第 19 マ ル ヤム 章 16-23 節 ) 


EK CORMOWUC マル ヤム (の 物 主 ) ENK, CAD ZED 5 HEAT HOGHE 
WERKE č, 彼女 は 彼ら か ら ( 身 を さえ ぎる ) BEEN. その と きわ れ は わが 
BE ご ジブリール ) を 遣わ し た 。 彼 は 7 人 の 立 流 な 人 賠 の 姿 で 彼女 の 誠 に 現われ た 。 
彼女 は 言っ た 。「 あ な た (ジブ リー ル ) lex CHAIR E HO HUE 2A OE SF, 
も し あな た が か が 、 主 を 長 れ て お られ る な ら ば MICMAS EOC ESV | 
彼 は 言っ た 。/ 私 は 、 BEICDED DEDNI MEHER, 
MEE SL RE ETNIES (知ら せ の ) た め だ / 
彼女 は 言っ た 。/ 夫 だ か つて 、 HME AICMAER. また 私 は 不貞 で も あり ませ ん 。 
どう し て 私 に 息子 が あり まし ょ う / 
i (天使 ) な 言っ た 。! そ う で あろ う 。( だ が ) あな た の 主 は 仰せ すら れる 。「『 そ れ は われ 
に とっ て な 傘 易 な こと で ある 。 TNTE (息子 ) を 人 びと へ の 有 印 と な し 、 また われ か ら 
DBBEFBIEDCHS. (CHEF CO) PY F—OMM BVH ECE CHS | 
TILT, 彼女 な 彼 (息子 ) を 妊娠 し た の で 、 OME NERE 
だ が 分 逮 の 革 六 の た め に 、 FYR PADRE, 彼女 は 言っ た 。 
(Bb, CAGCEES INE, 私 は オビ ぎ も の だ な りら 、 忘却 の 史 に 消え た か っ た 」 


クル アー ン の 物語 に よる と 、 マ リア が 息子 を 連れ 帰っ た と き に 人 びと は 彼女 
を 責め まし た が 、 新 生 児 で あっ た イエ ス が 奇跡 的 に 言葉 を 発し 次 の よう に 述 
べ ま し た (第 19 マ ル ヤ ム 章 30-35 節 ) 


(その と る ) W ATF) は 言っ た 。/ 衝 な 、 相当 に アッ ラー の し も べ で % 
WREG, また 私 を 聞 言 者 に な され まし た 。 
FMS, LAME KALE MMESAES, F7eA MOD SOFFIT, 
PERRI SES, 私 に 御 冷 じ に な り ま し た 。 
また 私 の 上 峡 た に 孝 養 を 尽く させ 、 高 食 な 点 ま れ な い 者 に な され ませ ん で し た 。 
EMOMEOH, HAOH, HRONE, 私 の 上 に 平次 が あり ます よう に 」 
その こと (プー サー が マル ヤム の 子 で ある こと ) に つい て 、 W5 (ユタ ヤ イヤ 教徒 、 
キリ スト 教徒 ) は 疑っ て いる が 相当 に 真実 その も の な の で ま 
アッ ラー に 子ども が で きる な ど と いう こと は あり えま せん 。 MICHASN. 
彼 が 一 事 を 決定 され 、 MEANS と 仰せ に な れ ば 、 Mb6HSOCS, 


Å. 
EN.. 


相当 に あな た な 、 FATE ME A TOS 
(BANS —Y B68 Ahi) 


第 5 章 109 


自己 啓発 と リー ダー シッ プ 
身体 と 心 が 求 め る も の を 満た す 完全 な バラ ンス 


預言 者 へ ハハ ンマ ド は 、 物 質 主 義 と 精神 主義 の バラ ンス を は か る よう 
に と 呼び か け ま し た 。 人 は 身体 的 また 精神 的 に 

満た され る 必要 が ある が 、 そ れ は 合法 な 範囲 で 

適度 な バラ ンス を 保ち な が ら 行 われ る べき だ と 

教え まし た 。 


また 、 宗 教 を 心 と 身体 に 付加 価値 を 与え る よう な 、 良 い 人 生 を 送る 
た め の 動 機 づ け と し て 受け 入れ る よう に と も 促し まし た 。 


SNH 


ムハンマド は 極端 さ を 批判 し まし た 


ムハンマド は 均衡 の と れ た 生活 や 考え 方 、 合 理 的 な 
考え 方 を 推奨 し まし た 。 伝承 に よる と 、 三 人 の 男 た ち 
が ムハンマド の も と に や っ て 来 て 崇拝 行為 に つい て 問い 
まし た 。 そ の と き ム ハン マ ド は 留守 だ っ た た め 妻 が 対応 し た の で す 
が 、 ム ハン マ ド が 信仰 に 費やし て いる 時 間 は 彼ら が 考え て いた より 
も 短い も の だ っ た と され て いま す 。 

その 男 た ち は 、 あ る べき 宗教 的 生活 と は 精神 面 に 重き を お まき 肉体 的 
欲求 に つい て は 無視 する か 、 自 然 な 欲求 も 拒む べき こと と 考え て い 


まし た 。 
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男 た ち は 、 敬 度 な 信者 は 結婚 する こと な く 生 涯 独身 を 通す も の だ と 
考え て いま し た 。 さ ら に 毎日 断食 し 、 義 務 の 礼拝 以外 に 真夜 中 で 
あっ て も 礼拝 に 立つ 必要 が ある と 考え て いま し た 。 


ムハンマド は 男 た ちの こう し た 考え を 耳 に し た と き 上 驚き まし た 。 彼 
は 夜中 に 任意 の 礼拝 を 行っ た と きも あり まし た が 、 夜 は 人 びと と 同 
じ よ うに 床 に 入っ て 眠り まし た 。 ラ マダ ー ン 月 の 断食 以外 に も と き 
どき 断食 を 行い まし た が 、 そ れ 以 外 の と き 断 食 を する こと は あり ま 
せん で し た 。 普通 の 人 と 同じ よう に 結婚 し 、 独 身 を 保つ 
こと は あま り 好 き で は あり ませ ん で し た 。 そ し て 言い ま 
し た : 


価 
値 
と 
モ 
フ 
ル 


「 こ と れ が 私 の スン ナ ( 神 が お 望み の 生き 方 ) で す 。 こ れ 
を 受け 入れ な い 者 は 私 た ちの 仲間 で は あり ませ ん 」 | 


ムハンマド は 難し いこ と を 望ま な い 


伝承 に よる と 、 ム ハン マ ド は 物事 の 決断 に 際 し て 、 複 
数 の 意見 や 代替 案 が あっ た 場合 に は 、 常 に 簡単 で 複 
雑 で な い 選 択 肢 を 選ん だ と 言わ れ て いま す 。 も ちろ 
ん 、 そ れ は 達成 可能 で 法 に ふれ る も の で は あり ませ 
ん で し た 。 


アラ ビア 書道 家 ウ ィ サ ー ム ・ 
シャ ウ カ ッ ト 氏 の 作品 


浄 め と 清潔 さ 
清潔 に する こと は 、 イ スラ ー ム の 信仰 の 本 
す 。 神 は 自ら を 清潔 に 保つ 者 を 愛さ れる 、 EF 
第 2 章 222 節 に は 、 は っ きり 述べ られ て いま す 。 
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7 まこ と に アッ ラー な 、 旋 論 し て 彼 の も と へ 帰る 者 を 愛さ れ 、 
また 朋 ら を 浴 着 に た も つ 考 を 愛さ れる 」 
(BAVP—Y Fi2 HF 222 fii) 


[ECUTHERIOKRZBIAICRBE ZZO 
(BA VP—L $374 884 fii) 


礼拝 の 前 に 浄 め を 行う こ 
と は 礼拝 に 立つ 者 に と っ 

て 必須 条件 で す 。 そ こ に は 両 
手 、 顔 、 両 腕 を 肘 ま で 洗い 、 水 で 濡れ 
た 手 で 髪 を な で 、 足 首 か ら 先 を 洗う こ 
と が 含ま れ ま す 。 


グ ス ル 全身 の 浄 め 


加え て 日 常 的 に 「 グ スル (全身 の 浄 
め ) 」 を 行う こと が 強く 勧め られ 、 ム 
ハン マ ド の スン ナ ( 彼 の 言葉 や 行い ) の 一 部 と 考え られ て いま す 。 
と も あれ グ ス ル は 特定 の 場合 (夫婦 間 の 性 的 交渉 や 月 経 の 後 な ど ) 
に は 絶対 に 欠か すこ と が で きま せん 。 


SN HOR 
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ムハンマド は 生活 の あら ゆる 面 に お いて 清潔 さや 浄 め を 重視 し まし 
た 。 彼 は 仲間 た ち に 自分 た ちの 家 と その 周囲 を 定期 的 に 清掃 する よ 
う 求め 、 道 路 の 小石 や ゴミ を 掃除 する こと は 報奨 が 望め る 慈善 行為 
で ある と 説き まし た 。 


ムハンマド は 仲間 た ち に 自ら の 衛生 や 清潔 さ を 保 つこ と を 強く 促 
し 、 次 の よう に 語っ て いま す 。 


・ 清 潔 で 小 綺麗 な 身なり を し な さい 、 た だ し 贅沢 を し て は いけ な い 。 
・ 身 体 の に お い を 良く する よう に 香料 (ティ ー ブ ) を 用 いな さい 。 
・ ツ メ を きち ん と 切り 脇 毛 や 陰毛 を 剃り な さい 。 

・ 食事 の 前 後に は 手 を 洗い な さい 。 朝 、 起 き て か ら 手 を 洗う ま 


で は 食べ 物 に 触れ て は いけ な い 。 


x に 次 
se DS に 
清潔 は 信 仲の 
\ ば で ある < 
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ミス ワー ク と 口内 衛生 。 一 日 を 通し て 口内 
を 清潔 に する 


ムハンマド は 言い まし た 。「 差 し つか え が な い 限 り 、 
毎日 、1 日 5 回 の 礼拝 の 前 に ミス ワー ク で 歯 を 磨く よ 
SIC LE EL ( ブ ハ ー リ ー と ムスリム の 伝承 に よる ) 


SNH 


ミス ワー ク と は 何 か 


ミス ワー ク は サル バド ー ル ・ タ デ 属 の 木 の 枝 
で 、( ア ラー ク の 木 と し て も 知ら れる 歯ブラシ の 木 ) サ ウジ アラ ビア で 
広く 用 いら れ て いま す 。 ミ スワ ー ク は 歯 と 歯 の 間 の 汚れ を 落と すし 
な や か な 材質 で 、 強 い 力 が 加わ っ て も 折れ 
に くい 木 で す 。 


ミス ワー ク を 科学 的 に 検証 する と 、 多 く 

の フッ 素 や シリ カ 、 ビ タ ミ ン C、 少 量 の 塩化 

イオ ン 、 タ ン ニ ン 、 サ ポニ ン 、 フ ラボ ノイ ド 、 ス テ 
ロー ル と いっ た いく つも の 成分 が 含ま れ て いま す 。 


注釈 : さま ざま な 成分 に より 、 ミ スワ ー ク は 歯 垢 や 歯茎 の 後退 、 出 血 を 防ぎ ます 。 ミ ス 
ワー ク の 枝 は 新鮮 な 樹液 と 無水 ケイ 酸 (硬く て 光沢 の ある 物質 ) を 出し 、 歯 の 汚れ を 取 
り 除く 研磨 剤 の 役割 を 果たし て いい ます 。 ミ スワ ー ク は 効果 的 に 歯 を 清潔 に し 、 エ ナメ 
ル 質 や 歯茎 を 傷つけ り る こと な く 白 くす る の で す 。 


塩化 物 の 成分 は 歯 垢 と 歯石 を 取り 除き ぎ 、 ビ タ ミ ン C は 組 


織 を 修復 し 治す 効果 を も っ て いま す 。 ま た ミス ワー ク の 
抽出 物 は 頭痛 、 感 置 、 吐 き 気 、 緊 張 、 目 まい を 和らげ る 


と 信じ られ て いま す 。 
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知 を 求め る 


ムハンマド は 文明 の 発展 と 科学 の 進歩 を も た らし た 
光 と 導き の メッ セー ジ を も た らし まし た 。 それは 

読め 」 と いう 言葉 で 始ま る 神聖 な 啓示 で あり 、 そ 
の 後 、 数 十 年 の 間 に ア ラビ ア 半 島内 外 に 知識 と 科学 
の 領域 に 革新 を も た らし まし た 。 


読む ・ 考 察する ・ 学 ぶ ・ 探 究 す る ・ 熟 考 す る ・ 探 求 
する ・ 観 察する ・ も た ら す と いっ た 言葉 は クル アー 
ン の 中 に 頻繁 に 出 て きま す 。 


KAIER EMORI, 
FEKE RORZE OMETI, 
EURDSFAOMBS S. 
また な 立ち 、 また な 座り 、 
また は 横たわっ て (PND) Py 7-H RL, 
天 と 地 の 創 造 た に 就 いて 考え る 者 は 言う 。 
TEE, あな た は 徒 ら た に 、 
これ を 御 創 り に な っ た の で は な い の で すず 
DETEORHR HAE TF. 
KORAD 56126 BB CHEWS 
BANS —Y Fi3 7190-191 fifi) 


BRIS 


Lh Rcd ta DOG EE NORA OMIBS V, 
また あな た が た 有 戸 身 の 中 に も ある 。 
それ で も あな た が た な は 見 よう と し な い の か 
(BAN P—Y 51720-216) 


価 
値 
と 
モ 
mi 
ib 


ムハンマド は 知識 を 学ぶ こと を 推奨 し 、 
人 びと の 生活 に 価値 を 与え まし た 。 教 友 
た ち に 、 知 識 を 地球 に 害 を 与え な い 方 法 
で 、 人 類 の 幸福 の た め に 有効 活用 する よ 
うに 促し まし た 。 彼 は これ を 唯一 神 の 御 
満悦 と 関連 付け て 言い まし た 。 


「 知 識 の 獲得 の 道 に 従う 者 に は 
唯一 神 が 天国 へ の 道 を 開い て くだ さる で し ょ う 」 
ティ ルミ ー ジ ー の 伝承 


何 世紀 に も わた り 、 ム スリ ム の 科学 者 た ち は 学問 の 領域 に お いて 開 
拓 者 で し た 。 ク ルアー ン の 言語 で ある アラ ビア 語 が 学問 の 言語 と し 
て 用 いら れ 、 化 学 、 数 字 、 薬 学 、 天 文学 、 地 質 学 、 理 工学 、 美 術 、 
文学 の 発展 の た め に 寄与 し て きま し た 。 


研究 者 の 多く は 、 西 洋文 明 は 主 に イス ラー ム 文 明 に 依存 し て いる と 
いう 事実 を 認識 し て いま す 。 イ スラ ー ム 文明 が な く て は は 今日 まで に 
成し遂げ られ た 文明 を 獲得 する まで 少な く と も 500 年 は か か る で あろ 
うと 言わ れ ま す 。 
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表 2: 高 名 な ムスリム 科学 者 た ちの 偉業 


科学 者 主 な 業績 
ゲー ベル ジャ ー ビ ル ・ イ ブン ・ ハ イヤ ー ン は 卓越 し た 博物 
化学 の 父 学者 で 、 化 学者 、 天 文学 者 、 占 星 術 師 、 工 学者 、 
地質 学者 、 哲 学者 、 物 理学 者 、 薬 学者 、 医 者 で も 
西暦 721 て 815 年 


あり まし た 。 多 く の 科 学者 た ちか ら 、 化 学 の 父 と 
みな され て いま す 。 


アル ゴリ トミ ー 
アル ゴリ スム 
の 父 


西暦 780 て 850 年 


ムハンマド ・ イ ブン ・ ム ー サ ・ ア ル = ニ フワ ー リ ズ 
ミー は 当時 の も っ と も 偉大 な 科学 者 の 1 人 で 、 数 
学者 、 天 文学 者 、 地 理学 者 と し て も 活躍 し 、 十 進 
法 を 世界 に 紹介 し まし た 。 ア ル ジ ェ ブラ (代数 
学 、 ア ル ・ ジ ャ ブル が 語源 ) と 彼 が 名 付け た 「 ア 
ル ゴ リ スム 」 を 練り 上 げ て 数 学 の 分 野 に 大 きく 貢 
献 し 、 彼 の 名 前 は 算術 を 意味 する スペ イン 語 の グ 
アリ スモ 、 ポ ルト ガル 語 の アル ガリ スモ の 語源 と 
な り ま し た 。 


西暦 665 て 929 年 


アブ ・ バ カル ・ ム ハン マ ド ・ イ ブン ・ ザ カリ ヤ ・ 
アル ニラ ジー は 、 科 学者 た ち に よっ て 医学 の 父 と 
みな され て いま す 。 

彼 は 、 は し か か ら 天 然 瘍 を 識別 し まし た 。 ま た 彼 
は いく つも の アル コー ル や ケロ シン と いっ た 化学 
化合 物 を 発見 し て いま す 。 エ ド ワ ー ド ・ グ ラン ビ 
ル ・ ブ ラウ ン は 彼 の こと を 医学 の 父 と みな し て い 
ます 。 彼 は 英語 に 翻訳 され た 「 ア ル = ニ ハウ ィ 」 と 
いう 医学 百科 事典 、 薬 学 大 全 、 腎 臓 結石 の 本 な ど 
多く の 重要 な 医学 書 を 著 し て いま す 。 
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アヴィ セン ナ 
近代 医学 の 父 


西暦 980~1037 年 


アブ ー・ ア リー・ ア ル = フ サイ ン ・ イ ブン ・ ス ィ ー ナ ー 
は ムスリム の 知識 人 た ちの うち 、 最 も 傑出 し た 医学 
者 で あり 、 世 界 的 に 名 が 知ら れ て いる 科学 者 で す 。 

博学 で 科学 、 神 学 、 哲 学 な どの 200 冊 に お よぶ 書物 
を 著 し て いま す 。 

アヴィ セン ナ の も っ と も 卓越 し た 二 つ の 著作 の うち 、 
ー つ は アリ スト テレ ス 論 理学 に 基礎 を 置く 哲学 百科 
全書 『 シ ファ ー (治癒 の 書 )』、 も う 一 つ は 『 ア ル ・ カ ー 
ヌー ン ・ フ ィ ・ テ ィ イッ プ (医学 典範 ) 』 で す 。『 医 学 典範 』 
は 14 巻 か ら な り 、 理論 と 臨床 的 知見 を 集大成 し た 書 
で あり 、 各 国語 に 訳 さ れ 、18 世 紀 初 頭 に いた る まで ヨ 
ー ロ ッ パ に お ける 医学 研究 書 の 規範 と な り ま し た 。 


アル ・ ジ ャ ザ リ ー 


西暦 1136 て 1206 年 


アブ ー・ ア ル ニ イ ッ ズ ・ ブ ン ・ イ スマ イル ・ ア ル ・ ジ ャ ザ 
リー は 『 巧 妙 な 機械 装置 に 関す る 知識 の 書 』 の 著者 
と し て よく 知ら れ て いま す 。 

その 著作 の 中 で 50 種 の 機械 装置 に つい て 、 組 み 立 て 
方 の 説明 を 付け て 紹介 し て いま す 。 巨 大 な 天文 時 計 

「 城 郭 時 計 」 の 考案 者 と し て も よく 知ら れ て いま す 。 

それ は 最初 の プロ グラ ム 可 能 な アナ ログ ・ コ ン ピ ュ ー 
タ と され て いま す 。 ド ナル ド ・ ル ー ト リッ ジ ・ ヒ ル に よれ 
ば 、 ア ル = ニ ジャ ザ リ ー は 非常 に 洗練 され た ロー ソ ク 時 
計 に つい て も ふれ て いま す 。 ま た 水 時 計 や 円 運動 を 直 
線 運動 に 変換 する クラ ンク シャ フト も 考案 し まし た 。 


mi 


ラテ ン 数 字 

(LIL 11, IV, V, VL, VIL VIN, 1X, X ) 
アラ ビア 数 字 

[も あう もう 6 も Oe) 


Sudre 
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ムハンマド は 教 友 た ち に 水泳 や 弓術 、 
li) 乗馬 な ど さ ま ざま な スポ ー ツ を 通し て 
身体 を 健康 に 保つ こと を すす め ま し た 。 


また 、 彼 は 教 友 た ちと と も に 何 度 か 徒競走 に 参加 し まし た 。 徒 競走 
は 幸福 と 刺激 を も た らし まし た 。 彼 が 妻 の アー イシ ャ と も 競争 し た 
こと が ある と いう 伝承 さえ あり ます 。 と き に は アー イシ ャ が 勝つ こ 

と も あり まし た 。 運動 を 楽し 
むこ と で ムハンマド と アー イ 
シャ と の 間 に 相 互 愛 が 育ま れ 
まし た 。 


ムハンマド は マデ ィ ー ナ に あ 
る 預言 者 モス ク の 西側 に 競技 較 
場 を 設け 競馬 も 行い まし た 。 ff 
競技 場 の 隣 に は モス ク が 建設 
され 、 サ バー ク ・ モ スク (B 
技 場 の モス ク ) と 呼ば れ ま し た 。 


社会 的 価値 


人 びと の 生活 に 価値 を 与え まし た 


ムハンマド は 愛し 合う こと を 推奨 し まし た 


ムハンマド は 言い まし た 。 
k 「 お 互い に 愛し 合う まで 、 あ な た 
方 は 唯一 神 の 真 の 信仰 者 で な いと 
神 に か け て 誓う 。 頻 繁 に 挨拶 し 合 
うこ と を 習慣 と し な さい 。 そ うす れ ば 、 お 互い に 
愛し 合う よう に な る で あろ う 」 
続け て 言い まし た 。「 自 分 が 好む も の を 、 他 の 人 
が 得る こと が で きる よう に な る まで 、 あ な た 方 は 
真 の 信徒 で は あり ませ ん 」 
さら に 続け て 言い まし た 。 「 信 徒 の 苦難 を 克服 す 
る 手助け を する 者 に は 、 最 後 の 審 判 の 日 に 、 唯 一 
な る 神 が そ の 者 の 苦難 を 克服 する 手助け を され よ 
う 。 唯 一 な る 神 は 、 他 人 の 手助け し て いる どの よ 
うな 者 を も いつ で も 助け て くだ さる 」 


挨拶 を する こと は 平和 の メッ セー ジ 
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明る い 笑 顔 
で 人 に 接 す 
る こと は 善 
行 で ある 


さら に ムハンマド は 言い まし た 。「 ど ん な 小さ な 行い も お ろ そ か に 
し て は いけ な い 。 先 に 挨拶 を する 者 の ほう が 、 挨 拶 を され る 者 より 
も 神 と 近い 距離 に ある 」 と 言い まし た 。 ま た 、 人 と の 接し 方 に お い 
て は 、「 食 べ 物 を 提供 し 、 顔 見 知り の 者 に も 、 ま た そう で な い 者 に 


も 挨拶 する こと だ 」 と 答え て いま す 。 


120 
ムハンマド は 常に びと と 温か い 気 持ち を 持っ て 挨拶 を 交わ し た 


真正 伝承 に よる と 、 ム ハン マ ド 
は 人 に 合う と き に は 明る く 振 る 
舞い 、 握 手 を する と き に は 相手 
が 先 に 手 を 放す まで 手 を 放す こ 
と は あり ませ ん で し た 。 
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ムハンマド は ユー モア の セン ス が あっ た 

彼 は 活気 に 満ち た 楽観 的 な 人 物 で し た 。 彼 と 接し た 人 は 、 誰 も が 好 
意 的 な 人 物 だ と 人 散 意 を 表し まし た 。 友 人 や 家族 と 話す と きも 、 ユ ー 
モア を 忘れ な か っ た と 伝え られ て いま す 。 


ムハンマド の 時 代 、 走 る こと の よう な 競技 は よく 娯楽 と し 
て 行わ れ て いま し た 。 

ムハンマド は 彼 の 妻 や 子ども た ちと よく 走っ て いた と 伝え 
られ て いま す 。 


老い た 女性 と も ユー モア の セン ス を 交え て 


伝承 に よれ ば 、 1 人 の 老い た 女性 が 天国 へ 行け る 
よう に ムハンマド に 祈っ て ほし いと 頼ん だ と こ 
ろ 、 ム ハン マ ド は 「 唯 一 神 の 天国 に 老女 は 入れ ま 
せん 」 と 答え まし た 。 老 女 が 困惑 の 表情 を 浮か べ 
る と 、「 あ な た は (そし て 誰 も が ) 天 国 へ 入る と き 
に は 若返る で し ょ う 」 と 付け 加え まし た 。 


© 


友人 に 見 せ た ユ ー モ ア の 感覚 


ある と き 、 ム ハン マ ド は スハ イブ (ロー マ 人 ムスリム ) と いう 目 が 腫 
れ あ が っ た 男 と 会 いま し た 。 ム ハン マ ド は 彼 を 勇気 づけ る た め 、 冗 談 
を 言う こと を 思い つき 、「 ど うし て ナツ メ ヤ シ を 食べ て いる の に 、 君 
の 左目 は 腫れ て いる の か ? 」 と 尋ね まし た 。 ム ハン マ ド が 冗談 を 言っ 
て いる こと に 気づい た スハ イブ は 、「 心 配 し な いで くだ さい 、 
私 は 口 の 右側 だ け を 使っ て ナツ メ ヤ シ を 食べ て いま す ( 彼 

の 右目 は 問題 な か っ た ) 」。 


アナ ス ・ ビ ン ・ マ ー リ ク に よれ ば 、 あ る 日 、 一 人 の 男 が ム ハ ン 
マ ド の と ころ へ や っ て 来 て 、 彼 の ラク ダ に 乗せ て くれ る よう に 頼み ま 
し た 。 ム ハン マ ド は 、「 で は 雌 ラ クダ の 子ども の ラク ダ に 乗せ て あげ 
よう 」 と 言い まし た 。 男 は 「 子 ども の ラク ダ に 乗れ と 言 
う の で すか ? 」 と 言っ た の で 、 預言 者 は 「 ど の ラク ダ も 
肉 ラ クダ の 子ども で は な いか 」 と 答え た と いい ます 。 


ムハンマド は こよ な く 子 ども を 愛し た 


ムハンマド は 子ども を みる と 必ず 声 を か け 、 遊 び 相手 に な り ま し た 。 
ある 日 、 預 言 者 は 鳥 が 死ん で 悲し ん で いる 男の子 に 出会い まし た 。 ム 
ハマ ンド は 用 事 が あっ て 出かけ る と ころ で し た が 、 そ の 男の子 の 悲し 
み が 癒 され る よう に 、 し ば らく の 間 一 緒 に 過ごし まし た 。 ム ハン マ ド 
は や さ し く キス し た り 抱 きか か えた り し て 子ども へ 
の 愛情 を 示す よう 、 そ し て 子ども た ち に は 分 け へ だ 
て な く 公 平 で ある よう 親 た ち に 求め まし た 。 
ムハンマド は 、 自 分 の 子ども に キス を し な い 父 親 は 慈悲 の 心 が 欠如 
し て いる と 言い まし た 。 


SNH 


SNR 
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ムハンマド は 隣人 を 大 切 に し た 


ムハンマド に 対し 好意 を 示さ な い ユ ダ ヤ 人 の 隣人 が いま し た 。 そ の 
ユダ ヤ 人 が 病気 に た な つた と き 、 ム ハン マ ド は 心配 し て 彼 の 家 ま で 
見 舞い に 行き まし た 。 ム ハン マ ド の 訪問 に よっ て 彼 の 
心 は 和み まし た 。 ま た ムハンマド は 彼 の 下 で 一 時 
期 使 用 人 と し て 働い て いた ユダ ヤ 人 の 少年 が 病気 
に な っ た と き に も 、 自 宅 へ 見 舞い に 行き まし た 。 


ムハンマド は 隣人 愛 を 強調 し た 


ムハンマド は 、 大 天使 ガブ リエ ル が 繰り 返し 隣人 愛 を 推 - 

奨 し て いる と 教 友 た ち に 話し まし た 。 隣人 愛 に つい て 、 ム 

ハン マ ド は 唯一 神 と 最後 の 審判 の 日 を 信じ る 者 は 隣人 に 親 ~ 
切 で な けれ ば な ら な い 、 と よく 人 びと に 話し て いま し た 。 


ムハンマド は ある と き 、 教 友 ア ブー・ ダ ル に 言い まし た 。「 ス ー プ 
を 作る と き に は 、 水 を 余分 に 入れ な さい (スー プ の 量 を 増やし な さ 
い ) 。 そ うす れ ば 隣人 に 分 け 与 える の に 十分 な 量 に な る で し ょ う 」 


ムハンマド は 不道徳 な 振る 舞い を 嫌い まし た 


ムハンマド は 道徳 的 に 振る 舞う 者 は 、 最 後 の 審 判 に お いて 神 に 愛さ 
れる 存在 に な る で あろ うと 語り まし た 。 ま た 以下 の よう に も 話し て 
いま す 。 


「 お 互い に 忌み 嫌っ た り 始 ん だ り せ ず 、 仲 の 良い 兄弟 の よう に 振る 
舞い な さい 」 


「 唯 一 神 の 信者 は 悪い 言葉 を 使っ た り 墨 っ た りす る こと は あり ませ ん 」 
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中 傷 し て は いけ な い 


ムハンマド は クル アー ン の 節 を 朗 衣 し まし た (ムスリム は クル アー ン 
が 神 の 言葉 で あり 、 ム ハン マ ド の も の で は な いと 信じ て いま す )。 


NANT SBE, ある 者 た ち に 他 の 者 た ち を 只 笑 させ て は な ら な い 。 
WR EA TE GIES DES EVDEENTOSMEMAZBZO 
QIEBICE MO KIB BURKE Rt CLE SEU 
EDOLIESBDEREEBEEVEBNTWSDEAINEZY, 
CUTHNEHEL G2 TEESE, FFMBULGICLE SEU, 
HEV HU FFEB FED HE CHS | 
(BY VP —Y F495 11 HH) 


ARETE, WHE BR. BUZE EU 


eINS BGK, WHEL MET HK. EC EWH RIET. 
UU PRUAITEE, MIPHREVTEZHSEY, 
HEATER OABRNE DZIED EID 
あな た 方 は それ を 忌み 嫌う で は な いか 。 アッ ラー を 長 れ な さい 。 
相当 に アッ ラー は た び た び 匠 され る 御方 、 
BDEbRBARV MA CH5NS) 
BANS —Y B49 F812 Hi) 


悪い 噂 を 広め て は な ら な い 


ENT BBE, EURO GND EITM 725 LIES 
ば 、 CN SCS MITA ICR LBEO, これ は あな た 方 が 、 
SUT MEI BICABEICEG EMIEL, 
EDI DEC ERENT SECEICK HEV EDCHS 
BANS —Y B49 Fi 6 iii) 


SN hrm 


SNH 
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礼儀 作法 を 通し て 価値 を 増す 


ムハンマド は 礼儀 に か な っ た 振る 
舞い を 大 切 に し まし た 。 そ の 
作法 は 、 彼 の 示す 規範 と 
暮らし 方 (スン ナ ) の 一 
部 で ある と 、 仲 間 た ち に 
教え まし た 。 さ ら に クル アー ン 

の 多く の 章 句 が 、 お だ や か な 振る 舞い や 
礼儀 正しい 振る 舞い を 強く 求め て いま す 。 天使 
た ち は 人 間 を 困惑 させ る 大 き な 声 や ひど い に お いな ど 
に よっ て 困惑 させ られ る 、 と ムハンマド は 述べ て いま す 。 


以下 は イス ラー ム の 礼儀 作法 の 要点 で す 。 

o 声高 に 話し た り 、 横 柄 に 歩い た り し て は な ら な い 。 

© 病人 を 見 舞っ た と き は 長居 せ ず 、 病 人 を ゆっ くり 休ま せる 。 

© モス ク へ 行く と き ぎ は 良い に お い を 身 に つけ て いな けれ ば な ら な い 。 

e ニン ニク や ネギ を 食べ た 者 は モス ク へ 入る べき で な く 、 に お いで 
人 に 不快 ま 思い を させ て は な ら な い 。 

e 人 の さま た げに な っ て は いけ な い 、。 集団 礼拝 の と き 、 混 み 合 っ て 
いる と き は 他 の 人 の た め に 場所 を 空け る 。 


O 
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@ 人 を 呼ぶ と き は 名 前 か 、 そ の 人 の 好む ニッ ク ネ ー ム で 呼ぶ 。 

e あく び を する と き は 口 に 手 を あて 、 他 の 人 が くし ゃ み を し た と き 
は 祝福 する 。 

@ 両親 と は お だ や か に 話し 、 面 と 向かっ て 声 を 張り 上 げ て は な ら な い 。 

e 子ども た ち は 、 昼 間 の 一 定 の 時 間 に 両 親 の 部 屋 へ 入る こと を 許さ 
れる が 、 入 る 前 に は 入室 の 許し を 得る た め 扉 を ノッ ク し な く て は 
な ら な い 。 

@ 水 は 先 に 人 に あげ 自分 は 最後 に 飲む 。 

@ 食事 に 招 か れ た と き は 、 自 分 に 近い も の か ら 食 べ 人 が 食べ る の を 
さま た げ て は な ら な い 。 

e コッ プ で 水 を 飲む と き は 、 コ ッ プ の 中 に 息 を 吹き 込ん を で は な ら な い 。 


SN chm 


女性 へ の 礼儀 


視線 を 低く し て 、 女 性 や 通り すがり の 人 びと を 
凝視 し て は な ら な い 。 
ムハンマド は 妻 の サフ ィ ー ヤ が ラク ダ に 乗る と き に 、 
手助け する た め 彼 の 用 が 踏み 台 に な る よう 膝 を 曲げ て いた 、 
と 伝え られ て いま す 。 
(アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク に よる 伝承 - ブ ハー リー.9/20) 
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ムハンマド は いつ も 人 の 意見 に 耳 を 傾け まし た 
彼 は いつ で も 二 通 り の 方 法 で 、 信 徒 た ち に 理解 され 認め られ る 教え 
を 伝え まし た 。 求 め ら れ た こと を 法 に 従い つつ 達成 で きる の で あれ 
ば 、 い つも 両方 と も 受け 入れ まし た 。 


Sudra 


「 ザ ー ト ・ ア ッ ・ サ ラー スイ ィ イル 」 の 戦い で 、 ム スリ ム の 司令 官 ア ムル ・ 
ブン ・ ア ル ・ ア ー ス は 、 グ スル ( 洒 浴 ) を し な いで 礼拝 の 先導 を し 
た こと を 非難 され まし た が 、 ム ハン マ ド は アム ル の 弁明 を 聞き 承服 
し まし た 。 な ぜ な ら ば 、 そ の 夜 は 寒く 水 を 浴び れ ば 病気 に なり 、 礼 
拝 に 立つ 人 びと を 先導 で き な か っ た で あろ う 、 と アム ル は ム ハ ン マ 
ド に 話し た の で す 。 


アナ ス ・ ブ ン ・ マ ー リ ク は 、 10 年 に わた っ て 
| ムハンマド に 仕え まし た が 「 な ぜ こ れ を し 
た の か 、 な ぜ あ れ を し な か っ た の か 」 な ど 
と 聞か れ た こと は な か っ た と 話し て いま す 。 


ムハンマド は 協議 と 民主 主義 (シュー ラー) を 奨励 
ムハンマド は どん な と き で も 、 必 ず 仲 間 た ちや 妻 に 相談 し まし た 。 
信徒 た ち に 客観 的 な 立場 に 立ち 、 物 事 を 合理 的 に 判断 する よう 助言 
し 、 彼 ら に 発言 権 を 与え 協議 に 参加 させ まし た 。 


マッ カ の 首領 が 他 の アラ ブ の 諸 部 族 を 組合 し マ 
ディ ー ナ を 総 攻撃 し よう と し た と き 、 一 人 の ペ 
ル シ ャ 人 の ムスリム が マデ ィ ー ナ の 北側 に 球 壌 
を 掘っ て 街 を 守る 案 を 提案 し まし た 。 


それ は アラ ブ の 諸 部 族 の 間 で は か つて 行わ れ た こと の な い 外 国人 
の 発想 で あり 、 軍 人 の 考え で は な か っ た も の の ムハンマド は 真剣 に 
検討 し 、 多 く の ム スリ ム た ちの 替 同 を 得 ま し た 。 そ し て 彼ら は 全長 
5.5km X 幅 4.6m の 町 壊 を 掘っ た の で す 。 x 


また バド ル の 戦い の と き 、 あ る 人 物 が J 

ムハンマド に 言い まし た 。「 預 言 者 様 、 

この 地域 に 野営 する と いう 判断 が 啓示 に よっ て 下 

され た も の で な い の で あれ ば 、 野 営 地 を 別 の 場所 
に 移す こと を 提案 し て も いい で し ょ うか 」。 そ し て 、 そ の 人 物 が 提案 
理由 を 申し 述べ 、 皆 で 協議 し た 結果 、 ム ハン マ ド は 快く その 提案 を 
受け 入れ まし た 。 
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他 の 信仰 を 持つ 人 びと を 尊重 する 
ムハンマド は 仲間 た ち に 、 誇 り を 持ち 強い 信念 で イス ラー ム を 信仰 
する と 同時 に 、 他 の 信仰 を 持つ 人 びと に も 友好 的 か つ 率 直 に 接する 
よう 求め まし た 。 


SN HOR 


ムハンマド は 、 機 会 ある ご と に 信仰 が 異な る 人 びと に 対し て も 敬意 
を は らい まし た 。 ユ ダ ヤ 人 の 葬儀 の 列 が ムハンマド た ちの 近く を 通 
り 過ぎ た と き 、 彼 は 立ち 上 が っ て 葬列 に 敬意 を 表し た と 伝え られ て 
いま す 。 運 ば れる 亡骸 に 向かっ て な ぜ 立 ち 上 が っ た の か 、 と 尋ね た 
人 びと に ムハンマド は この よう に 答え まし た 。「( 人 種 、 信 仰 、 社 会 
的 階級 に 関係 な く ) 彼 は 人 間 で す 」 


異な る 信仰 を 持つ 人 びと と の 対話 ・ 


平和 的 共存 

異な る 信仰 や 伝統 を 持つ 人 びと と の 対話 は 、 相 互 の 意 
志 疎 通 と 話し 合 
い の 二 つの 方 法 
が ある と 明示 さ 


れ て いま す 。 そ れ は お 互い に 不 
信 感 や 無理 解 か ら 脱し 、 対 立 か 
ら 和 解 へ と 向かう 青 定 的 な 結果 
に 到 る た め の も の で す 。 


が スニ ア の 大 ム フ テ ィ ー、 ム スタ ファ ー・ セ ソリ 
ク 謗 士 と パラ マッ タタ 教区 の ケヴィン ・ マ ニン ダグ 
語 教 。2007 年 、 ナ オー スト ラリ ア の シド ニー に て 


西暦 632 年 、 ヘ ムハンマド は マデ ィ ー ナ の 預言 
者 モス ク で 、 ナ ジュ ラー ン (イエ メン の 町 ) 
か ら 派 遣 され た キリ スト 教徒 の 代表 団 を 迎え 
ELE. 代表 団 の 訪問 の 目的 は 、 イ スラ ー ム 
に つい て 学び 、 イ スラ ー ム と キリ スト 教 の 教 
え の 違 い に つ いて 話し 合う た めで し た 。 


SNH 


ムハンマド は 人 びと と の 対話 や 、 話 し 合い の た め の 指 針 や ルー ル を 
定め まし た 。 そ れ は 敬意 、 英 知 、 相 互 理解 、 思 いや り を 大 切 に する 
クル アー ン の 教え に 基づく も の で し た 。 彼 は クル アー ン の 次 の 節 を 
朗 唱 し まし た 。 


RANE WRU wits で (人 びと を ) あな た の 坪 の 道 に 克 け 。 
ORE CHES Ekim LEEW, あな た の 志 な は 役 の 道 か ら 
送 う 者 と 、 また 導 か れる 者 を も っ と も よく 知っ て お られ る 」 
(BANS —Y F168 125 hii) 


VETERE NBES SUC, MORE ikim CEES EO. 
BODISLMEFS REF ZERRE ZZ Z) 者 に 
HLTH CHEB. 言っ て や る が いい 。『 私 た ち は 有 自分 た ち に 
くだ され た も の を 儲 じ 、 BEIEMEICS ZENKEDEIGUS. 
私 た ちの 神 と あぁ あな た が た の 神 は 司 一 で ある 。 
そし て 彼 に こそ 、 私 た ち は 良 従 す る の で ある 』」 
(BEAMS —Y Fi29 554 6 筋 ) 


アラ ビア 語 の 書道 / あ な た 方 の な か で 最も 優 
れ て いる 者 は 他 の 人 に よく する 者 で ある 」 
ハッ サン ・ チ ェ レ ルビ 克 の 好意 に よる 


エル サレ ム の ウマ ル ・ モ スク と 聖 墳墓 教会 


エル サレ ム の 旧 市 街 に は 、 何 世紀 に も わた っ て 宗教 に 
対す る 寛容 さ を 示 す 素 晴らし い 模 範 が 存在 し 続け て いま す 。 そ れ は 
イス ラー ム 共 同体 の 第 2 代目 の 統治 者 で ある カリ フ 、 ウ マル ・ ビ ン ・ ア 
ル ・ ハ ッ タ ー ブ が 一 滴 の 血 も 流 
すこ と な く エ ル サ レ ム を 奪取 ( 西 
暦 638 年 ) し て 以来 の こと で す 。 


ウマ ル は エル サレ ム の 大 主教 ソ 
フォ ロニ ウス に 聖 墳墓 教会 で の 
祈り に 招 か れ ま し た 。 こ の 教会 
は 復活 教会 (東方 正教 会 の アナ 
スタ シス ) と し て も 知ら れ て い 
ます 。 聖 墳墓 教会 は 世界 の キリ 
スト 教徒 に に っ て も っ と も 神聖 
な 場所 と な っ て いま す 。 


' ee Fat 
COMBS, FUAKMELEDTILAPRICMMICENKES 
ろ と 信じ て いる カル バリ (ゴル ゴ タ ) と 埋葬 場所 GS) を 取り 囲む 
よう に 建つ て いま す 。 そ こ は 西 暦 4 世紀 以来 キリ スト 教徒 に と っ て 重 
要 な 巡礼 地 と な っ て いま す 。 


注目 すべ きこ と は 、 ウ マル が 教会 の 中 で の 祈り を 辞退 し た こと と で % ウ 
マル は 「 も し 私 が ここ で 祈っ た な ら ば 、 こ の 教会 は ムスリム た ち に よっ て 
モス ク あ る い は 礼拝 の 場所 と みな され て し まう で し ょ う 」 と 言い まし た 。 


その 代わ り に ウマ ル は 教会 の 外 で 礼拝 を 捧げ た され て いま す 。 彼 の 
と っ た 行動 は イス ラー ム と 他 の 宗教 の 平和 的 共存 を 確証 する も の で 
し た 。 さ ら に イス ラー ム の 地 に お ける 非 ム スリ ム の 、 礼 拝 の 自由 を 
ne POU DEO し た 。 


SNH Or 


= 


= 
は も 


この 歴史 的 出来 事 を 記念 し て ウマ ル が 祈っ た 場所 に モス ク が 建設 さ 
れ 、 そ れ は の ち に ウマ ル ・ モ スク と 呼ば れる よう に な り ま し た 。 


そし て カリ フ の ウマ ル は 、 聖 墳 曹 教会 の 管理 を ウ バ ダ ・ イ ブン ・ ア 
ル ・ サ ー ミ ト に 委ね まし た 。 ウ バ ダ は 預言 者 へ ハハ ンマ ド の 教 友 で あり 、 
エル サレ ム の 地 で 最初 の ヘス リム の 裁判 官 と を っ た 人 物 で す 。 ウ バ 
ダ は 西暦 658 年 に 死去 し 、 聖 域 を 取り 囲む 壁 の 南 の 方 角 に ある 墓地 
REO (BH ENE 

し た 。 そ の 聖域 の 丘 に は eee Ay or 
岩 の ド ー ム と アク サ ・ モ f “ites ー 
スク が 建て られ て いま す 。 i 


ウマ ル の 盟約 


ウマ ル は エル サレ ム の 人 びと 
に 、「 ウ マル の 盟約 」 と し て 知 
られ る 平和 と 保障 の 盟約 を 与 
えま し た 。 そ れ は 現在 に いた 
る まで モス ク の 扉 に 掲げ られ 
て いま す 。 


価 
値 
と 
モ 
ラ 
ル 
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「 と れ は アッ ラー の し も べ ウ マル に よっ て イリ ア (エル ザル レム ) 
DAVEISA SNS FMEREORN TCS, 
ウマ ル は 人 びと の 生活 、 ME BAER, 
同様 に 病人 、 健康 な 者 に か か わら ず す べ て の 款 数 共同 体 の 
| ACE OERE RET SRWESAET, 
| AVEDA HREBREENT, その 全体 も 一 部 も 
取り 去ら れる こと は な い 。 また 宗教 に お いて 
強制 され る こと も 、 不当 に 扱わ れる こと も な (>。 
| イリ ア の 人 びと な 町 の 居住 者 の 務め と し て 
ARH ( ジ ズ ヤ ) を 納め る こと に な り ま す 
(ムスリム た ち も 同 様 の 税 、 ザ カー ト を 納め て いま す ) 。 


dh 
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交易 や 取引 の 倫理 


ムハンマド は 高潔 な イス ラー ム の 価値 観 に 基づい た 交易 や 取引 を 奨 
励 し 、 詐 欺 行為 、 倫 理 に 反する 取引 、 ごま か し 、 べ て ん 、 独 占 、 搾 
取 を 非難 し まし た 。 


SN HOR 


ムハンマド は 次 の よう に 言っ て いま す 。 誰 で あっ て も 詐欺 行為 を 働 
く 者 は 私 た ちの 仲間 で は な い 。 神 は 、 買 うと き に 寛容 な 者 、 売 る と 
き に 寛容 な 者 、 そ し て 権利 を 要求 する と き に 寛容 な 者 に 恩恵 を 授け 
給 う ( ブ ハ ー リ ー、2076716)。 


嘘 を つい た り 約 束 を 破る こと は 偽善 で ある 
ムハンマド は 言っ て いま す 。 


以下 の 4 項目 に あて は まる 者 は 偽善 者 と みな され ます 。 こ の 中 の 
ー つ で も あて は まる 者 は 、 それ を や め る まで 偽善 者 と みな され ます 。 

O 信頼 され る た びに 裏切る 。 

@ 話す た びに 嘘 を つく 。 

@ 誓約 を た て る た びに 不誠実 で ある こと が 判明 する 。 

@ 仲違い する た びに 不 謙 慎 で 不道徳 な 態度 を と る 。 Na 


f i) 【 o | 


i per, みる 


135 
ハン マ ド は マデ ィ ー ナ 到着 後 、 す ぐに 土地 を 購 
入 し 自由 な 取引 の た め に 寄進 する よう 仲間 た ち 
に 指示 し まし た 。 人 びと は いか な る 手数 料 も 課 
税金 も 払う こと な く 、 そ の 場所 で 売買 する こと 
が で きま し た 。 彼 ら は そこ を 「 マ ナハ 」 と 呼び ~ 
また 


7 マナ / リ と は 、 52D RE CB TEI EMAT file (商取引 の 目的 
T) 座る 場所 を 意味 じ て い まず 


その 土地 は 現在 まで 残さ れ て いま す 。 下 の 
写真 は 14 世 紀 前 に 預言 者 へ ハハ ンマ ド が 自由 
交易 区 と し て 割り 当て た 土地 に めぐ ら せ た 
ECS. 
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写真 は オマ ー ン に ある ダグ 
壁 の 装飾 、 木 製 の 天井 な 
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a モス ク 。 アー チ 型 の フォ ルム や 
\ 美 し い イ スラ ー ム 建築 で す 。 、 

i 

l 


137 

後 注 
1 リヤ ー ダ ・ ア ッ -ー サ ー リ ヒー ン (183/3) (245/2)、 サ ヒー フ ・ ア 
Iv- ブ ハ ー リ ー (13) 
リヤ ー ダ ・ ア ッ ー サ ー リ ヒー ン (121/5) 
リヤ ー ダ ・ ア ッ ー サ ー リ ヒー ン (858/2) 
サ ヒ ー フ ・ ア ル - ブ ハ ー リ ー (11) 
サ ヒ ー フ ・ ア ル - アル バー ニー、 ア ブー・ ダ ー ウ ー ド 、 イ ー マ ー ン ・ 
アフ マ ド 、 テ ィ ル ミズ イィ ー 
6 リヤ ー ダ ・ ア ッ ー サ ー リ ヒー ン (862/1)、 ブ ハー リー (598/10) 
7 リヤ ー ダ ・ ア ッ ー サ ー リ ヒー ン (1591/1)、 サ ヒー フ ・ ア ル - ブ ハ ー 

リー (6065) 
8 リヤ ー ダ ・ ア ッ ー サ ー リ ヒー ン (1734/1) (1738/3) 


mn A WwW N 
SNH 


エル サレ ム に ある 岩 の ド ー ム 。 写真 家 ビ ピー ター・ サ ンダ ー 氏 撮影 
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ムハンマド は 女性 た ち に 権利 を 与え た 


イス ラー ム 以 前 の アラ ビア で は 、 女 性 に 市 民権 は 与え られ て いま せ 
Ge Eo h oaa a 
父親 が 新生 児 を 生き 埋め に する こと さえ あり まし た 。 


男女 差別 を し な い 


ムハンマド は 男女 差別 を し て は いけ な い 、 性 別に か か わら ず 子 ども 
を 養育 する よう に と 教 友 た ち に 指示 し まし た 。 女 子 に つい て は 成長 
し 結婚 する まで 、 男 子 よ り も むし ろ 手 厚く 育て る よう に と 強調 し ま 
し た 。 ム ハン マ ド は 言い まし た 。 


「 女 性 は 男性 と 対 を 成す も の で ある 」 | 


女性 も 男性 同様 に 相続 権 を 有する 


イス ラー ム 以 前 の アラ ビア で は 女性 に 相続 権 は 与え られ て い 
ませ ん で し た が 、 ム ハン マ ド は その 慣習 を 変え る こと に 成功 
し まし た 。 女 性 も 男性 同様 に 相続 する 権利 を 得 た の で す 。 
より 正確 に いう な ら ば 、 ム ハン マ ド が クル アー ン に くだ 
され た 唯一 神 の 言葉 を 届け た だ け で し た 。 そ こ に は 男 
性 と 女性 が それ ぞ れ どれ だ け の 割合 を 相続 する か が 
明示 され て いま す 。 


A EN ラビ ア 文 字 に よる 「 ム ハン マ ド 」 

この 書 の 形 に よく 似 て いる 。 ア ラビ ア 語 で M の 音 と H の 音 を 表す 文字 (「 ム ハン マ ド 」 
と いう 語 の 前 半 の 部 分 ) が 、M の 音 と D の 音 を 表す 文字 (「 ム ハン マ ド 」 と いう 言葉 の 

後半 の 部 分 ) と 同じ 形 で 繰り か えさ れ て いま す 。 


SS 


me 対 
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女性 は 独自 の 存在 意義 を 備え て いる 


女性 は 夫 の 所 有 物 で は あり ませ ん 。 女 性 に は 女 
性 独自 の 存在 意義 が あり 、 結 婚 し て も 名 前 を 夫 
の 名 字 に 変え る 必要 は あり ませ ん 。 妻 の 存在 価 
値 は 保持 され 、 彼 女 が 保有 する 土地 や 財産 は イ 
スラ ー ム 法 に よっ て 守ら れ て いま す 。 夫 が 死去 し た と 
き に は 、 財 産 相 続 人 の 一 人 と みな され ます 。 そ れ は 、 イ 
スラ ー ム 以前 の よう に 男性 の 相続 人 に 所 有 物 と し て 相続 され 
た 時 代 と は 異な り ま す (イス ラー ム 以 前 、 女 性 は 物 の よう に 扱わ 
れ て いま し た )。 


女性 は 性 行為 の 道具 で は な い 


買春 や 婚 外 交渉 は イス ラー ム に お いて 固く 禁じ られ て いま す 。 ム ハ 
ンマ ド は 「 人 が 性 的 暴行 や 婚 外 交渉 を 行っ た 者 に 『 イ ー マ ー ン 』 
(信仰 ) は な い 」 と 述べ て いま す (唯一 神 へ の 信仰 が 心 に し っ か り と 
刻み こま れ て いな い の で 、 性 的 な 罪 を 犯し て も 罪悪 感 が な い ) 。 


クル アー ン で 区 な 炊 の よう に 述べ られ て いま す 。 
ALI GALOPE, BSUIEIMNO PEE) BILL TE 
な ら な い 。 Hk, CAULMOGTO CBO MÄA CHS J 
BY VP — YB 732i) 


この アラ ビア 文字 に よる 書道 は 「 最 も 高い 知恵 は 神 に 対す る 泉 
れ で ある 」 と いう こと を 意味 し て いま す 。 ア ラビ ア 文 字 の 書道 家 
イス マイ ル ・ ハ ッ キ 氏 寄 贈 
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イス ラー ム に お ける ヒジ ャ ー ブ と 謙虚 さ 
イス ラー ム で は 、 女 性 は 髪の毛 を 覆う ス 
カー フ を し 、 適 切な 服装 を する こと が 義 
務 と され て いま す 。 ま た 、 女 性 の 身体 
や 女性 の 魅力 を 性 的 娯楽 や 男性 を 惹き 
つけ る た め に 利用 する こと は 、 イ ス 
ラー ム の 教え で は 禁止 され て いま す 。 


女性 の 身体 を 忠 わ に する こと で 注目 を 集め よう と し た り 、 男 性 を 性 
的 に 惹き つけ よう と する 商行 為 や 広告 は 禁じ られ ます 。 


イス ラー ム の 教え で は 、 セ クシ ャ ル ・ ハ ラス メン ト (セク ハラ ) 、 
性 的 暴力 、 レ イプ 、 ポ ル ノ な ど 女 性 の 裸 を 商品 化す る こと は 厳し い 
取り 締まり の 対象 と を っ て いま す 。 
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結婚 の すす め 


ムハンマド は 人 びと に 結婚 し て 家庭 を 持つ こと を 勧 
め ま し た 。 信徒 た ち は 崇 高 な イス ラー ム の 価値 を 
享受 し 、 婚 如 関 係 に ある 男女 以外 の 性 的 関係 を 禁止 
し まし た 。 


一 人 の 青年 が ムハンマド に 密通 (恋人 や 売春 婦 と 性 的 関係 を 持つ こ 
と ) の 許可 を 求め た と き 、 ム ハン マ ド は 彼 に 「 同 じ こ と を あな た の 
母親 に 許す て と が で きま すか 」 と 問う と 、 青 年 は 「 許 すこ と は で き 
ませ ん 」 と 答え まし た 。 そ こ で ムハンマド は 「 あ 
な た が 忌み 嫌う こと は 、 他 の 人 も 忌み 嫌う の で 
す 」 と 答え まし た 。 


さら に 預言 者 が 青年 に 、「 同 じ こ と が あな た の 娘 
や 妹 、 叔 母 に 起き た ら ど うし ます か 」 と 尋ね る 
と 、 青 年 は 「 決 し て 許す て と は で きま せん 」 と 答え まし た 。 ム ハン 
マ ド は 「 誰 で あっ て も 自分 の 娘 や 姉妹 、 叔 母 に その よう な こと が 起 
きる こと を 許す こと は で き な い で し ょ う 」 と 言い まし た 。 


そし て ムハンマド は 青年 の 胸 に 手 を 当て て 、 唯 一 神 に 懇願 し まし 
た 。「 お お 主 よ 、 彼 の 罪 を 許し 、 心 を 清らか な 者 と し 貞 節 さ を 与え 
て くだ さい 」。 
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ムハンマド は 女性 に 権利 を 与え た 


社会 に お ける 女性 た ちの 権利 拡大 の た め に 、 ム ハン マ ド は 週 の うち 
の 何 日 か を 女性 の 教育 に 当て まし た 。 


ムハンマド は 、 女 性 た ち に イス ラー ム の 行事 や 祭事 、 さ ら に 礼拝 に 
も 参加 する よう に 促し まし た 。 女 性 の 使用 人 で すら 直接 ムハンマド 
に 会 い 助言 や 助け を 求め る こと が で きま し た 。 


女性 も また イス ラー ム 法 に 対し て 責任 が ある た め 、 女 性 も 正式 な 宣 
誓 (男性 が 行う の と 同じ よう に ) を する よう に と 説き まし た 。 


女性 は 国家 を 担う 次 の 世代 を 育て る と いう 社会 的 に 重要 な 任務 を 
負っ て いま す 。 そ れ ゆ え ム スリ ム の 女性 は 、 男 性 と それ ぞ れ の 役割 
を 分 ち 合い な が ら 活 動 で きる よう に 権限 が 与え られ て いま す 。 


女性 の 仕事 は 、 子 ども た ちの 世話 や 彼ら を 健康 に 育て る こと に 重き 
を お か れ て いた も の の 、 彼 女 た ち は また 他 の 仕事 も し 、 社 会 活動 や 
政治 活動 に も 積極 的 に 参加 し て いま し た 。 


ED | Gi OT) 


ムハンマド は 女の子 の 世話 を する こと を 推奨 し た 


ムハンマド は し ば し ば 女性 を 大 切 に 扱う こと の 重要 さ を 強 調 し 、 女 
性 の こと を 「 ガ ラス の よう に 繊細 」 で ある と 言い 表し まし た 。 ま た 
ムハンマド は 女の子 を 正しく 育て 正しい 信仰 に 導く 者 は 天国 へ の 道 
が 開か れる だ ろう と 言い まし た 。 
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ムハンマド の 母親 に 対す る 絶対 的 な 敬愛 
一 人 の 男 が ムハンマド に 、「 私 が 信頼 し 、 最 も 近い 存在 
に 値する の は 誰 で すか 」 と 尋ね た と ころ 、 ム ハン ド は 
「 あ な た の 母親 で す 」 と 答え まし た 。 続 いて 男 は 、 そ の 
次 は 誰か と 聞き まし た 。 す る と 、 ム ハン マ ド は 再び 「 あ 
な た の 母親 で す 」 と 答え まし た 。 


男 は 同じ 質問 を 再度 し 、 三 度目 も ムハンマド は 「 あ な た の 母親 で 
す 」 と 答え まし た 。 そ の 後 、 男 は 興味 本 位 で も う 一 度 同じ 質問 を 繰 
り 返し 、 四 度目 に し て 男 は ムハンマド が 母親 を 労 る こと の 大 切 さ を 
強調 し て いる こと に 気がつき まし た が 、 ム ハン マ ド は 「 あ な た の 父 
親 で す 」 と 答え まし た (父親 は 母親 に 次 いで 信頼 され 近い 存在 と さ 
れる ) 。 


学者 た ち に よれ ば 、 以 上 の 話 は 母親 が 妊娠 や 陣痛 、 そ し て 出産 や 授 
乳 と いう 子育て の 大 き な 苦 難 か ら 逃れ る こと が で き な い 、 と いう こ 
と に 由来 し て いる と され て いま す 。 


ムハンマド は 妻たち を 大 切 に 扱い まし た 


彼 は も し あな た が ある 女性 の 特徴 の 一 つ を 嫌う な ら ば 、 別 の 特徴 に 

RA 満足 する で あろ うと 言い まし た 。 
や も っ と も 完璧 に 近い 信条 を 見 せ も っ と も 良い 性 格 
の 信者 と は 、 そ の 者 の 妻たち に 対し て も っ と も 良 


くす る 者 で ある と 言い まし た 。 


プ これ は 愛 ・ 協 調 ・ 相 互 理解 を 推進 し ます 。 
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イス ラー ム に お ける 離婚 
離婚 は イス ラー ム に お いて 認め られ て いま す 。 し rs G 
か し 離婚 は 結婚 生活 を 維持 する た め に 最善 の 努力 
を し た 後 の 最後 の 選択 で ちる べき で す 。 離婚 が 不可 避 
な ら ば 、 別 れ は 三 つ の 親切 と よい 言葉 で 行わ な けれ ば な り ま せん 。 


あな た が 麦 を 離婚 し て 定め られ た 甚 恨 が 満了 し た な らぶ 、 

AFERECE SEED, E ZHE L THINE E w, 

BAEWSESETEDITFE LDT, ERMA TADO, 
CILI R2231) 


ムハンマド は 妻 に 愛情 を 捧げ まし た 


最初 の 妻 ハ ディ ー ジ ャ が 亡くな っ た 数 年 後 、 ム ハ 
ンマ ド は 親友 アブ ー・ バ クル の 娘 の アー イシ ャ と 
結婚 し まし た 。 亡 く な っ た 妻 へ の 誠実 さ を 忘れ る 
7 と と な く 、 ム ハン マ ド は アー イシ ャ を 愛し 彼女 に 
も 誠実 な 態度 で 接し まし た 。 あ る と き 教 友 の ア ムル ・ ビ ン ・ ア ル ア ァ 
ス に 「 あ な た に と っ て 最愛 の 人 と は 誰 で すか 」 と 聞か れ た と き に は 、 ム 
ハン マ ド は 「 ア ー イ シャ で す 」 と きっ ぱり 答え まし た 。 

妻 へ の 愛 を 確認 する 

アー イシ ャ が 伝え た と ころ に よれ ば 、 ア ー イ シャ に 対す る 愛 を ム ハ 
ンマ ド は 、 強 く 結 ば れ た 綱 の 結び 目 の よ うだ と 例え た そう で す 。 
アー イシ ャ は 時 々 ムハンマド に 「 結 び 目 は どう で すか 」 と 尋ね た と 
ころ 、 そ の た びに ムハンマド は 「 以 前 と 変わ りな くし っ か り と 結ば 
れ て いま す 」 と 彼女 へ の 愛 を 確認 し 告げ まし た 。 


ne 対 
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ムハンマド は アー イシ ャ が 羊 を 料理 し た と き に は 、 
いつ も 亡くな っ た 妻 ハ ディ ー ジ ャ の 友人 に 料理 を 提 
供する よう に と 頼み まし た 。 


ムハンマド は 、 よ く ア ー イ シャ に 、 ハ ディ ー ジ ャ が 生き て いた と き 
に は 彼女 以上 の 女性 は いな か っ た と 語っ て いま し た 。 ム ハン マ ド に 
最初 に 啓示 が 下り 、 人 びと が その こと を 信じ な か っ た と き で さえ 、 
ハデ ィ ー ジ ャ は ムハンマド を 信じ て いま し た (当時 、 ム ハン マ ド の 
叔父 や 親戚 の 一 部 で さえ 彼 を 信じ ませ ん で し た )。 彼 女 は 恥じ る こと 
な く 自 ら の 財産 を 投じ て 彼 を 助け まし た 。 


ムハンマド の 亡き 妻 に 対す る 気持 ち は 、 新 し い 妻 アー イシ ャ に 妨 如 
心 を 起こ させ た の で は な いか と 邪推 する 人 が いる か も し れ 

ませ ん が 、 彼 は どの 妻 に 対し て も 公平 で 誠実 で あり ば 
まし た 。 


ムハンマド の 亡き 妻 に 対す る 変わ ら ぬ 
誠実 さ 

いく つか の 伝承 に よれ ば 、 西暦 630 年 に マッ カ に 帰 
還 し た ムハンマド は 、 ハ ディ ー ジ ャ の 墓 の 側 に 自ら の 
天幕 を 張っ て も らい た いと 教 友 た ち に 頼ん だ と 言わ れ て 
いま す 。 こ れ は ムハンマド の 亡き 妻 に 対す る 変わ ら ぬ 誠実 \ 
な 心 を よく 表し て いま す 。 
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ムハンマド と 一 夫 多妻 制 


ムハンマド が 一 夫 多妻 制 を 導入 し た の で は な い 


一 夫 多妻 制 は イス ラー ム 以 前 か ら 存在 し 、 そ の 時 代 に は 妻 の 数 に 制 
限 は あり ませ ん で し た 。 男 性 が 一 人 以上 の 女性 を 妻 な り 内 縁 の 妻 や 
奴隷 と いっ た 形 で 持つ こと は ご く 普 通 の こと で し た 。 


預言 者 アダ ム が アイ ザッ ク の 母 で ある サー ラ 、 そ し て イス マー イー 
ル の 母 で ある ハー ジェ ル の 二 人 と 結婚 し て いた こと は 知ら れ て いま 
す 。 ま た 、 ヤ コブ は 二 人 の 妻 と 二 人 内 縁 の 妻 の 計 四 人 の 女性 を 所 有 
し た と 伝え られ て いま す (創世 記 32:22-24) 。 


ムハンマド は 人 生 の ほとん ど を 1 人 の 妻 と 
過ごし た 

彼 は ハデ ィ ー ジ ャ と 25 年 間 の 結婚 生活 を 送り 四 男 二 女 
を も うけ まし た 。 男の子 は どちら も 幼少 期 に 亡くな っ て いま す 。 


ハデ ィ ー ジ ャ が 亡くな っ た 後 、 ム ハン マ ド は サウ ダ と いう 名 前 の 貧 
し い 未 亡 人 と 結婚 し まし た 。 そ の 頃 ム ハン マ ド は すでに 50 歳 を 過ぎ 
て お り 、 サ ウ ダ は 彼 よ り も 年 上 で し た 。 


用 
と れ は アラ ビア 文字 で 「 ム ハン マ ド だ )/ の 名 前 を を の よう に デザ 


イン し た も の で すず 。 TIRF Y PR IP UV-B PIF 
U— Rae 
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ムハンマド の 親友 アブ ー・ バ クル の 娘 と の 結婚 


その 数 年 後 、 ム ハン マ ド は 彼 の 親友 で ある と 同時 に 最 
大 の 支援 者 で ある アブ ー・ バ クル の 娘 ア ー イ シャ と 
結婚 し まし た 。 ア ブー・ バ クル と アー イシ ャ に と っ 
て 、 こ の 結婚 は 名 誉 で し た 。 


ムハンマド の 第 二 の 親 友 で ある ウマ ル の 娘 と の 結婚 


その う 2 年 後に 第 二 の 親友 ウマ ル の 娘 の ハフ サ が ウフ ド の 戦い に お い 
て 夫 を 亡くし 、 未 亡 人 と な り ま し た 。 ウ マル は 信頼 の お ける 友人 の 
誰か が ハフ サ と 結婚 する こと を 望み まし た が 、 誰 も 彼女 に 結婚 を 申 
し 込み ませ ん で し た 。 そ こと こ で ムハンマド が 自ら ハフ 
サ に 結婚 を 申し 込み まし た 。 こ の 結婚 は ウマ ル と 
INDICE D CHE CHV KERBALEVE 

Cre 


敵 方 の 未亡人 ムスリム 女性 と の 結婚 

ムハンマド に 敵対 し て いた マッ カ の 長 ア ブー・ ス フィ ヤー ン の 娘 ラ 
ムラ は 、「 ウ ン ム ・ ハ ビー バ 」 の ニッ ク ネ ー ム で 知ら れ ま し た 。 ア 
ブー・ ス フィ アー ン が ムハンマド に 対し 20 年 間 戦い 続け た に も か か 
わら ず 、 娘 の ウン ム ・ ハ ビー バ は イス ラー ム に 帰依 し まし た 。 
彼女 は 初期 に イス ラー ム を 受け 入れ た 一 人 で 、 前 夫 と 


と も に アビ シニア へ 移住 し 15 年 も の 間 暮 らし て い 
まり 7 だ 8 
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ウン ム ・ ハ ビー バ の 夫 は キリ スト 教 に 改宗 し アビ シニア で 亡くな り 
まし た 。 彼女 は アビ シニア で 一 人 取り 残さ れ て いた と ころ 、 ム ハン 
マ ド か ら 結 婚 を 申し 込ま れ 、 そ れ を 受け て 彼 と 結婚 し まし た 。 驚く 
べき こと に 、 そ の 一 年 後 彼女 の 父親 は イス ラー ム に 改宗 し まし た 。 


ユタ や ヤ 系 部 族 の 女性 サフ ィ ー ヤ と の 結婚 

バニ ー・ ア ル ・ ナ ディ ー ル は ムハンマド を 裏切り 策謀 を 企 
て た ユダ タダ や ヤ 系 部 族 の 一 員 で し た 。 ハ イ バ ル の 町 で ム ハ ン 
マ ド が 彼ら を 包囲 し た 後 、 彼 ら は 降伏 し て きま し た 。 


その 部 族 の 長 の 娘 で ある サフ ィ ー ヤ は その と き 捉 えら 
れ た 者 た ちの 一 人 で し た 。 ム ハン マ ド は 彼女 を 釈放 し て 結婚 を 申し 
込ん だ と ころ 、 サ フィ ー ヤ は それ を 快く 受け 入れ 結婚 し まし た 。 


この 結婚 に よっ て 、 ム ハン マ ド は ユダ ヤ 人 人 社会 に 対し て 敵意 が な い 
こと 、 さ ら に 民族 や 信仰 に か か わら ず 侵 略 者 は 制裁 され る べき で あ 
る こと 示し まし た 。 

ムハンマド が 死去 し た 後 、 サ フィ ー ヤ が ムハンマド は 愛情 深く 公平 
な 夫 で あっ た こと を 話し て いた こと が 伝え られ て いま す 。 


その 年 に ムハンマド は 、 キ リス ト 教 徒 の エジプト の 長 に 宛て て イス 
ラー ム に 招く 内 容 の メッ セー ジ を 送り まし た 。 


それ を エジプト の 長 は 丁重 に 断り 、 贈 り 物 と と も に 使用 人 と し て マ 
リア を ムハンマド へ 捧げ まし た 。 彼 は 贈り 物 を 受け 入れ 、 マ リア と 
結婚 し まし た 。 後 に マリ ア は イブ ラー ヒー ム と いう 男の子 を 出産 し 
まし た 。 イ ブラ ー ヒ ー ム は 幼く し て 亡くな り 、 ム ハン マ ド は 深く 悲 
し み ま し た 。 
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一 夫 多妻 制 を 制限 する よう に と の 神 か ら 
ムハンマド へ の 命令 


イス ラー ム は 一 夫 多 妻 制 を 禁止 し ませ ん で し た が 、 そ れ を 制限 し ま 
し た 。 イ スラ ー ム に お いて 一 人 以上 の 妻 を 持つ こと は 定め られ た 条 
件 の も と で 許さ れ て いま す 。 


男性 は 妻たち を 尊敬 し 公平 に 扱う こと が で き 
る の で あれ ば 第 二 夫 人 を 要 る こと が 許さ れ て 
いま す 。 聖 クル アー ン 第 4 章 3 節 に は 、 妻 を 正 
し く 公 平 に 扱う こと が で き な い の で あれ ば 男性 
は 一 人 以上 の 女性 と 結婚 する こと が で き な い と 書 
か れ て いま す 。 


また 同じ 節 に 妻たち を 公平 に 扱え る 男性 は 四 人 まで を 限度 に 妻 を 要 
る こと が で きる と 書か れ て いま す 。 


この 啓示 が 下る まで 、 男 た ち は 無 制限 に 多く の 妻たち を 要 る こと が 
で きま し た 。 


預言 者 ムハンマド に 対す る 制限 


預言 者 ヘ ハハ ンマ ド は この 啓示 が 下る 以前 に 四 人 以上 の 妻 と 結婚 し て 
いま し た 。 妻 た ち に と っ て 「 唯 一 神 の 預言 者 」 の 妻 で ある こと は 信 
者 た ち に と っ て の 母 と いう 称号 だ け で な く 、 名 準 で も あり まし た 。 


唯一 神 に よっ て その 後 ム ハン マ ド の 妻たち は 彼 に 
と っ て 合法 で ある と の 啓示 が くだ り ま し た 。 し か 
し 、 例 え 妻 と 離婚 し た と し て も 、 そ の 後 彼 が 他 の 


女性 を 委 る こと は 許さ れ ま せん で し た 。 で HH 


152 
預言 者 へ ハハ ンマ ド の 妻 の 制限 


ムスリム は 預言 者 へ ムハンマド の 死後 も 彼 の 妻たち と 結婚 する こと は 
許さ れ ま せん で し た 。 な ぜ な ら ば 彼女 た ち は ム スリ ム に と っ て 母 の 
よう な 存在 だ っ た か ら で す 。 


クル アー ン の 中 で 、 預 言 者 の 妻たち は 他 の 女 
性 た ちと は 異な る 存在 で ある と 表現 され て い 
ます (ムスリム は 彼女 た ち を 信者 た ちの 母 、 
すなわち 模範 で ちや る と みな し て いま す )。 


も し も 預言 者 の 妻 が 明らか に 罪 を 犯し た な ら ば 、 
倍 の 罰 が 課せ られ ます 。 遂 に 彼女 た ち が 下 実 に 唯 で る eK 
一 神 と 預言 者 に 従い 、 正 し い 行い を する な ら ば 報 GES <a 


酬 も 倍 に な り ま す 。 BESS 


ムハンマド の 妻たち に は 選択 の 自由 が 与え られ た 


唯一 神 は ムハンマド に 妻たち に 、 現 世 の 生 活 を 享受 する た め に 自由 

(離婚 ) に する か 、 婚 如 関 係 を 維持 し 生涯 を か け て イス ラー ム の 道 
を 生き る こと の 二 つ の 選択 肢 を 与え る よう に 伝え まし た 。 ( 聖 ク ル 
アー ン 第 33 章 28・29 節 ) 


すべ て の 妻たち は 後者 の 選択 肢 を 選び 、 預 言 者 へ ハハ ンマ ド と の 婚 如 
関係 を 持続 し まし た 。 ム ハン マ ド が 亡くな っ た 後 、 誰 も 再婚 し ませ 
ん で し た 。 
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注釈 

1. ティ ルミ ズ ィ の 伝承 に よる 。 伝 承 者 に よれ ば 、「 娘 を 一 人 、 二 人 も 
し く は 三 人 持 つ 者 が 、 彼 女 た ち が 独立 する まで の 間 正 し く 面 倒 を 
見 る な ら ば 、 そ の 者 は 唯一 神 の 天国 へ 入る こと が で きる で あろ う 」 
と ムハンマド が 言っ た と 伝え られ て いま す 。 

2. クル アー ン は どちら の 両親 に 対し て も 親切 で ある よう に と 強調 し 
て いま す ( 聖 ク ルアー ン 第 2 章 17 HE), 

3. 聖 ク ルアー ン 第 2 章 229 節 を 参照 。 

4. ヒン ドゥ ー 教 を 含む 他 の 宗教 に お ける 一 夫 多妻 制 に つい て は 、 当 
初 規制 が あり ませ ん で し た 。1954 年 に な っ て 婚 如 法 が 制定 され 、 
ヒン ドゥ ー 教 徒 の 男性 が 一 人 以上 の 妻 を 持つ こと が 違法 と な り ま 
し た 。 現 在 イ ンド の 法律 で は 、 ヒ ンド ゥ ー 教 徒 の 男性 が 一 人 以上 
の 女性 と 結婚 する こと は 規制 され て いま す が 、 そ れ は ヒン ドゥ ー 
教 の 経典 に よる 規制 で は あり ませ ん 。 

5. ヤコブ 一 家 に つい て は 、 創 世 記 32・22-24 を 参照 

6. ムハンマド は 息子 の 死 を 深く 悲し み 、 教 友 の 前 で 涙 を 流し た ほど 
で し た 。 父 と し て 涙 を 堪え る こと が で き な か っ た の で す 。 ム ハン 
マ ド は 教 友 た ち に 自分 は 唯一 神 が 喜 ぶ こ と し か 口 に せ ず 、 信 者 は 
唯一 神 が 定 め た 運命 を 受け 入れ る べき だ と 言い まし た 。 

7. ムハンマド の 妻たち に つい て は 、 聖 クル アー ン 第 33 章 50-52 節 


人 びと よ 、 あ れ は 一 人 の 男 と 一 人 の 女 か ら 
A BEAT EMO REMIT Te 
SN, = は あな た 方 を 、 の いた 知り 合う よう に させ る た めで ある 。 
PIP —O fi CB oe bA OEI, 
あな た 方 の 中 で も っ と も 主 を 走れ る 者 で ある 。 
本 当 に アッ ラー な 全 知 に し て あら ゆる こと だ 通 友 な され る 。 
( 聖 クル アー ン 第 49 章 73 筋 ) 


自由 ・ 正 義 ・ 保 障 


「 強 制 せ ず 」 が イス ラー ム の 根本 原則 
預言 者 へ ハハ ンマ ド は 自ら が 唯一 神 か ら の 使徒 で ある と 宣言 し まし た 。 
彼 は 神 か ら 人 類 へ の 教え を 授かり 、 人 びと に 伝え る た め に 奮闘 し まし た 
が 、 こ の 教え を 強要 する と と は 決し て あり ませ ん で し た 。 彼 は 誰 も が 信 
教 の 自由 と 選択 を 保障 する クル アー ン の 章 句 を 朗 語 し まし た 。 


7 も し 二 の 統 心 な ら 、 基 三 の すべ て の 考 は すべ て 太刀 に 入っ た こと で 
あろ う 。 あ な た は 人 びと を 、 将 い て 太 者 に し よう と する の か リ 」 
(BY VP — VSB 1OROOB) 

[RAMD CK 57H. IE L OiR 5 WS Ale 
AND NTO, ANTHRAZIT Y F—BGINS 3B Gld, 
UTHNS CEO, Bile Mo FS eG CHS. 
デッラ ー ど な 全 磨 に し て 全 効 で あら れる 」 

(BY VP —V52 2 561i) 


人 種 、 民 族 を 超え た 公平 と 
平和 

イス ラー ム に お いて 、 す べ て の 
人 びと は 人 類 の 構成 員 で あり 、 
法 の も と に 平等 で ちや る と され て 
いま す 。 唯 一 神 か ら 見 て 個人 の 
優劣 は 、 篤 信 と 高い 道徳 に の み 
あり ます 。 ム ハン マ ド は 次 の よ 
うに 述べ て いま す 。 
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あな た 方 の 主 は た だ 一 人 で す 。 す べ て の 人 間 が アダ ム の 子 
孫 で あり 、 ア ダム は 土 か ら 創 られ まし た 。 散 虚 さ 以外 に ア 
ラブ 人 が アラ ブ 人 以外 の 人 びと より 優れ て いる こと は な 
く 、 ま た アラ ブ 以 外 の 人 びと が アラ ブ 人 より 優れ て いる わ 
け で も あり ませ ん 。 人 散 度 さ の み が 人 が 他 の 人 より 優れ て い 
る か どう か の 目安 な の で す 。 


ムハンマド は 奴隷 の 解放 を 奨め 奴隷 制 を 廃止 する た め の 
イス ラー ム 的 規制 を 導入 し まし た 


奴隷 制 は ムハンマド の 時 代 以 前 
か ら 世 界 各地 に 存在 する 制度 で 
し た 。 奴隷 は 財産 で 、 富 の 一 部 と 
みな され て いま し た 。 し か し 、 イ ス 
ラー ム が 人 びと の 財産 と 富 の 所 有 
を 認め 始め た こと か ら 、 奴隷 制 は 
徐 徐 に な く な っ て いき まし た 。 


イス ラー ム 法 で は 、 法 を 犯し た と き の 罰 と し て 所 有する 奴隷 を 解放 す 
る か 、 他 の 人 が 所 有する 奴隷 を 買い 取っ て 解放 する こと が 義務 づけ ら 
れ て いま す 。 また 、 正当 な 理由 な く 奴 隷 を 虐待 し た り 酷使 し た り し た と 
き に は 、 そ の 許し を 請う た め に 奴隷 を 解放 する こと が 求め られ ます 。 
この よう な 形 で の 奴隷 解放 は 奴隷 制 が 廃止 され る まで 続き まし た 。 

ムハンマド は 信者 た ち に 唯一 神 の た め に 奴隷 を 解放 する こと を 推奨 
し まし た 。 ある と き ム ハン マ ド は アブ ー・ マ スウ ー ド と いう 男 が 奴隷 を 
鞭打ち に し て いる の を 目 に し 、 き ぎっ ぱり と 言い まし た 。 
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「 こ の 奴隷 に 対す る あな た の 能力 以上 に 、 唯 一 神 は 全能 で ある こと 
を 理解 する べき で す 」。 す る と アブ ー・ マ スウ ー ド は 冷静 さ を 取り 
戻し 、「 私 は 唯一 神 の た め に この 奴隷 を 解放 し ます 」 と 言う と 、 ム 
ハン マ ド は 「 も し あな た が そう し な けれ ば 地獄 の 業火 が あな た に 及 
ぶ で し ょ う 」 と 言い まし た 。 


人 びと の 安全 を 保障 
10 万 人 も の 信者 を 前 に 、 ム ハン マ ド は 「 最 後 の 説教 」 で この よう に 
述べ まし た 。 


人 びと よ 、 唯 一 神 の 信者 た ち は 兄 弟 以外 の 何者 で も あり ませ ん 。 あ 
な た 方 は 兄弟 の 所 有 物 を 当 人 の 承諾 な し に 取り 上 げ る こと は 許さ れ 
ませ ん 。 あ な た 方 に この メッ セー ジ を 伝え る こと が で 
きた で し ょ うか ? 我 が 主 ア ッ ラ ー よ 、 ど うか 私 の 証人 
と な っ て くだ さい 。 

背後 か ら 首 を 強打 する よう な こと は 決し て し て は いけ 
ませ ん 。 実 に 私 は 唯一 神 の 聖典 と 私 の 模範 を あな た 方 
の た め に 残し まし た 。 こ れ ら に 従え ば 邪道 に 入る こと 
は な いで し ょ う 。 あ な た 方 に この メッ セー ジ を 伝え る こと が で きた 
で し ょ うか ? 我 が 主 アッ ラー よ 、 私 の 証人 と な っ て くだ さい 。 


誰 に も 与え られ る 法 の 下 で の 平等 

ムハンマド は 誰 も が 法 の 下 に 平等 で あり 、 社 会 的 立場 に か か わら ず 
法 を 破る 者 は 罰せ られ る べき だ と 強調 し まし た 。 法律 が 公平 に 施行 
され る 限り 、 人 びと は 公平 さと 安全 を 享受 する こと が で きま す 。 
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例え ば 、 究 資 や 略奪 は 他 者 の 財産 を 持 
つ 権 利 を 侵す こと で す 。 そ れ を 侵し た 
者 は 人 種 や 民族 、 社 会 的 地位 に 関係 な 
く 罰 せら れる べき で す 。 ム ハン マ ド は 
誰 で も 、 例 え 私 の 家族 で あっ て も 法 を 
侵す こと と は で き な い と 述べ て いま す 。 
また 、 彼 は 愛す る 娘 フ ァ ー テ ィ マ で 
あっ て も 、 も し 彼女 が 盗み を 働い た の 
で あれ ば 、 迷 うこ と な く 罰 する で あろ 
うと 明言 し まし た 。 


公正 な 裁定 に 関す る トー マ と ユタ ダ ヤ 人 男性 の 話 
ある と き ト ー マ ・ ビ ン ・ ウ バリ ー ク と いう アラ ブ 
人 男性 が 鉄 の 盾 を 盗み 、 ユ ダ ヤ 人 の 友人 宅 に 隠 
し まし た 。 そ の 結果 、 ユ ダ ヤ 人 が 鉄 の 盾 を 次 
ん だ と され て し まっ た の で す が 、 彼 は それ を 否 
定 し トー マ を 責め まし た 。 


真犯人 が 見 つか る まで の 間 、 ア ラブ 人 ムスリム た ち は 

トー マ に 同情 し 、 ム ハン マ ド が 裁定 する よう に 求め まし た 。 そ の 結 
果 、 イ スラ ー ム 的 公平 さ が 優先 され 、 ト ー マ は 有罪 と な を り 、 ユ ダ ヤ 
人 男性 の 無罪 が 証明 され まし た 。 こ の 出来 事 に 対し て 聖 ク ルアー ン 
の 正義 を 説く 次 の 節 が 下さ れ ま し た 。 


aicb, AE o Thc ¢ TE UTE. 
これ は アッ ラー が 示さ れ た と ころ に よっ て 、 あ な た が 人 びと の 
MERS 72D CHS. BURSA L CLES ZO] 
(AVP — V4 GE 1058) 


女性 の 権利 と 義務 
ムハンマド は 別離 の 垂 訓 の 中 で 、 次 の よう に 
述べ まし た 。 R 


人 びと よ 、 あ な た 方 は 女性 に 対し て 権利 を 有 ce 
し て いま す が 、 彼 女 た ち も あな た 方 へ 権利 を 
有 し て いる の で す 。 


あな た 方 は 、 神 の 信頼 と お 許し の 下 に の み 、 妻 と し て 自分 の も の 
に し た こと を 思い 出し な さい 。 あ な た 方 の 伴 但 で あり 、 献 身 的 な 
援助 者 で ある 女性 に 対し て 親切 に 優し く 接し な さい 


孤児 の 権利 の 保障 


ムハンマド は 孤児 に 関す る 唯一 神 か ら 
を 伝え まし た 。 ク ルアー ン に ムスリム は 孤 
児 の 権利 を 保障 し 、 優 し さと 公平 さ を も っ 
て 孤児 と 接する よう に と 示さ れ て いま す 。 


oe & 


=~ 
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う 考 。 役 ら は や が て 烈火 に 焼 か れる で あろ 3 う 」 
SVP — E Off) 
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ムハンマド は 言い まし た 。 


人 差し 指 と 中 指 を 差し 出し て 「 私 と 、 孤 児 の 世話 
を する 者 は 、 楽 園 で この よう に な る で し ょ う 」 


人 


信託 を も と の 所 有 者 に 返還 する 
ムハンマド は ある 人 か ら 葬 儀 の 礼拝 を 先導 し て ほ 
し いと 頼ま れ た と き 、「 こ の 人 は 、 人 か ら お 金 を 
盲 り た り 、 返 選 し て いな い 信 託 が あっ た りす る 
= で あろ うか 」 と 教 友 た ち に 確認 し まし た 。 彼ら 
が 「 は い 、 あ り ま す 」 と 答え る と 、 そ の 信託 を 持 
ち 主 に 返す よう に 指示 し 、 そ の 後 、 死 者 の た め に 礼拝 を 先導 し まし 
た 。 聖 クレ ルアー ン 第 4 章 58 節 に は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 


7 計 に アッ ラー は な 、 あ な た が た が 太 放 され た も の を 、 
る と の 所 有 者 に 返 選 する こと を 命じ られ る 。 ま た あな た が た が 
ADWBZES & HS, KECE CL RMCSNS, 
アッ ラー が あな た が た に た に 廊 茂 さ れる こと は 、 何 と 問 美 な こと よ 。 
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相続 人 の 権利 の 保障 


イス ラー ム 法 に よれ ば 、 人 が 亡くな っ た と き 、 そ の 人 物 の 近親 者 に 
対し 規定 の 割合 の 財産 が 割り 当て られ (亡くな っ た 人 の 富 や 財産 を ) 
相続 する 権利 が あり ます 。 イ スラ ー ム は 3 分 の 1 以上 の 遺産 を 、 寄 付 
や 義援金 に あて る こと を 許し て いま せん 。 こ れ は 相続 人 の 権利 を 守 
り 、 す べ て の 相続 人 に 公平 な 財産 の 分 配 を 保障 する た めで す 。 


ある 教 友 が ムハンマド に 膨大 な 財産 
を 所 有 し て いる こと 、 相 続 人 が 娘 一 人 
だ け で ある と 伝え まし た 。 そ し て 彼 は 財 
産 の 3 分 の 2 を 施し と し て 納め る こと が 可能 
か どう か ムハンマド に 尋ね まし た 。 ム ハン マ ド 
が 「 で きま せん 」 と 答え る と 、 男 性 は 3 分 の 1 で 
は どう か と 尋ね まし た 。 す る と ムハンマド は 「3 分 
の 1 で す 。 自分 の 相続 人 が 無事 に 暮らせ る よう 財産 を 
残す こと の 方 が 、 相 続 人 が 助け を どう よう に な る より も 
良い で し ょ う 」 と 答え まし た 。 


イス ラー ム の 利息 の 禁止 


ムハンマド は 「 唯 一 神 は 利息 を 禁じ まし た 。 利 子 に よる 負債 は 、 放 
棄 さ れ ま す 。 あ な た の 資産 は あな た 自身 で 管理 する も の で あり 、 不 
公平 を 被る こと は あり ませ ん 。 ア ッ ラ ー が 利息 を 禁じ まし た 」 


「 利 息 を 倉 る 者 は 、 恒 魔 に と りつ か れ て 倒れ た 者 が する よう な 
起き 方 し か で き な い で あろ う 。 それは 彼ら が 「 所 売 は 利 各 を 
と る よう な も の だ / と 言う か ら で あ る 。 し か し アッ ラー な 、 
薦 売 を 許し 、 利息 (高利 ) を 禁じ て お られ る 」 
BY VP —Y i282 75100) aul, N 
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アラ ビア 文字 で 「 ム ハン マ ド 」 の 名 前 が 、 
。 円 形 に な る よう に デザ イン され て いる 。 人 造形 芸術 家 
アァ リー ド ・ ア リー 氏 の 好意 に よる 。 


im と 
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殺人 と 流血 の 禁止 
ムハンマド は 復讐 や 仕返し する 習慣 を 
廃止 し まし た 。 別 離 の 垂 訓 で 彼 は 宣言 
し まし た 。 


「 イ スラ ー ム 以前 に 認め られ て いた 、 殺 人 に よっ て 生じ る 権利 は 、 
今後 は 放棄 され る 。 ま ず 手 始め に 私 は ラビ ー ウ (ムハンマド の 親類 
の 一 人 ) の 殺害 に よっ て 生じ た 権利 を 放棄 する 」 


故意 の 殺人 と 過失 に よる 殺人 


故意 に よる 殺人 の 加害 者 は 処罰 され な けれ ば 
な り ま せん 。 一 方 、 誤 っ て 人 を 殺し て し まっ 
た 、 あ る い は 事故 に よっ て 子ども の 命 を 奪っ 
| て し まっ た 場合 に は 、 亡 く な っ た 人 の 家族 
に 対し て 賠償 金 を 支払 われ な けれ ば な り ま 
せん 。 ム ハン マ ド の 時 代 、 そ の 賠償 金 は ラク 
ダ 100 頭 で し た 。 そ れ 以 上 を 求め る 者 は イス ラー 
ム 以前 の 暗黒 の 時 代 の 者 で ある と ムハンマド は 語り まし た 。 


攻撃 し て きた 者 と の み 戦 う 


ムハンマド は 、 戦 い を 挑ん で きた 敵 に 対し 従属 的 で も 攻 
撃 的 で も な く 断 固 た る 態度 で 臨む お よう に と 教え まし た 。 
ムハンマド は や お む な く 戦わ ね ば な ら な く な っ た と き 、 
戦い 方 や 捕虜 に 対す る 扱い に つい て の 規則 を 定め まし 
た 。 
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ムハンマド は 一 般 市 民 を 相手 に 戦 
‘けた だい 
うこ と 、 あ る い は 子ども や 女性 、 HOO 


老人 を 攻撃 し た り 殺 害し た りす る 一 般 市 民 、 子 ども 、 
こと と を 固く 禁止 し まし た 。 ま た 、 女性 、 高 齢 者 
その と き 環 境 を 破壊 し た り 樹木 を 


伐採 し た りす る こと が な いよ うに 破壊 し て は いけ な い 


CRAs bie 環境 、 こ と に 樹木 
彼 は いつ も 、 罪 深い 人 を 忌み 嫌 。 伐採 し て は いけ な い 

う 唯 一 神 の た め 、 戦 い に 巻 き 込 

まれ た き に は 立ち 上 が っ て 戦う べき だ と 説き まま し た 。 敵 や 罪深い 人 
と の 戦い に つい て は 、 聖 クル アー ン 第 2 章 190 節 に 守ら ね ば な ら な い 
基本 的 な 規則 が 述べ られ て いま す 。 


/ あ な た 方 に 毅 い を 基 び 考 が あれ ば 、 ア ッ ラ ー の 道 の た め だ 
源 い を さい 。 だ が 契 度 を わき まえ ず 居 脱し て は な ら な い 。 
まこ と に アッ ラー は 名 褒 者 を 愛さ な い 」 


ムハンマド は 自殺 を 大 き な 罪 で ある と みな し まし た 


ムハンマド は 、 次 の よう に 説い て いま す 。 TH 
の 武器 で 自殺 を し た 者 は 、 審 判 の 日 に 業火 の 
中 で 同じ 鉄 の 武器 に より 永遠 に 自分 を 殺し 
続け る で あろ う 。 毒 業 で 自殺 を し た 者 は 、 
審判 の 日 に 業火 の 中 で 同じ 毒薬 を 永遠 に 
飲み 続け 、 山 な ど 高 い 場所 か ら 身 を 投げ て 自 
殺し た 者 は 業火 の 中 で 同じ こと を 永遠 に 続け る 
で あろ う 」 
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人 の 命 の 尊厳 と 不可 侵 


唯一 神 こ そ が すべ て の 生命 の 創造 者 で あり 、 そ れ を 支配 する こと が 
で きる 唯一 の お 方 で ある ゆえ に 、 す べ て の 生き 物 の 命 は 唯一 神 に 属 

INS し て いま す 。 神 は 聖 ク ルアー ン で 、 ア ダム の 息子 カイ ン が 弟 ア ベル 

jT を 殺害 し た 歴史 上 初め て の 殺人 事件 に つい て 、 こ う 述 べ て いま す 。 


jr * 3 
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人 の 生命 を 救う 考 は 、 
会 人 類 の 生命 を 落っ た と 同じ で ある 」 
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ムハンマド は 暴力 を 否定 し て いま す 

ムハンマド は 、 唯 一 神 の メッ セー ジ を 伝え 

広め る た め 、 暴 力 を 用 いる こと は 絶対 に あ 

り ま せん で し た 。 マ ディ ー ナ に イス ラー ム 

共同 体 を 確立 し て か ら も 、 ム ハン マ ド が マッ カ に 留まっ た 小さ な ム 
スリ ム 社 会 を 利用 し た り 、 敵 に 対し て 問題 を 起こ し て 暗殺 し た りす 
る こと は あり ませ ん で し た 。 む し ろ 彼 は 、 教 友 た ち に 社会 秩序 を 守 
る よう に と 教え まし た 。 


ムハンマド は 唯一 神 の 信者 た ち に 、 い か な る 行い に 対し て も 優し さ 
や 親切 さ が 正 し く 示 され れ ば 、 ど の よう な 時 で も どの よう な 場合 で 
も 良い 結果 が も た ら さ れる で あろ うと 教え まし た 。 逆 に 、 粗 暴 な 振 
る 舞い や 不作 法 は 何事 を も 台 な し に する で あろ うと 教え まし た 。 
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トル コ 人 書道 家 ハ ッ サ ン ・ チ ェ レ ビ に よっ て 
描か れ た イス ラー ム の 書道 。 

「 あ な た が た が 人 を 裁く と き は 、 正 義 に 基 づ 
いて 裁く こと が 命じ られ て いま す 」 

( 聖 ク ルアー ン 第 4 章 58 節 ) 


エジプト 人 書道 家 イ サム ・ ア ブ ド ゥ ル ・ フ ァ ッ タ 
に よっ て 描か れ た イス ラー ム の 書道 。 

「 重 荷 を 負う 者 は 、 他人 の 重荷 を 負う こと は 
で き な い (審判 の 日 に )」 

( 聖 ク ルアー ン 第 17 章 15 節 の 一 部 ) 
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注釈 

1. ネル ソン ・ マ ン デ ラ 
南ア フリ カ 共 和 国 最初 の 黒人 大 統領 。 彼 は 生 
涯 を 通し て 民主 主義 と 自由 を 獲得 する た め に 
戦い 、 南 アフ リカ の すべ て の 人 びと が 多様 性 
を 尊重 し つつ 、 国 民 と し て 一 致 団 結 し 、 共 存 € 
で きる 社会 を めざし まし た 。 

神 は 人 間 を 異な る 国民 や 民族 と し て 創造 し まし た 。 だ か ら お 互い 
に 理解 し 合わ な けれ ば な ら な いと 聖 ク レル アー ン に は 明確 に 述べ ら 
れ て いま す 。 白 人 が 白人 で な い 人 びと より も 優 っ て いる こと は な 
い 、 敬 神 の 心 を 除い て 。/ アッラー の 弧 許 で も っ と も 尊い 者 は 、 あ 
な た 方 の 中 も っ と も 主 を 長 れ る 者 で ある 。 本 当 に アッ ラー は 、 全 
MN i 

2. リヤ ー ド ・ ア ッ サ ー リ ヒー ン (1603/4), (1605/6) 

3. ムハンマド は 従業 員 と し て 雇用 し た に も 関わ ら ず RNN 
賃金 を 支払 わな い 者 に 対し て は 、 最 後 の 審 判 の AM 
日 に 英 と な る で あろ うと 示唆 し まし た 。 ム ハン 
マ ド は 賃金 の 支払 い の 大 切 さ を 、6 | 2: 
支払 われ る べき だ と いう 表現 を 用 いて 強調 し まし た 。 支 払い は 決 
し て 遅れ て は な ら ず 、 仕 事 が 終わ り 次 第 行わ な けれ ば な り ま せん 。 

4. イス ラー ム 法 に 関し て は 以下 の ウェ ブサ イト を ご 参照 下さ い 。 
http://www.islamreligion.com/category/110/ 

5. サ ヒ ー フ ・ ア ル = テ ブ ハ ー リ (34/8) 

6. サ ヒ ー フ アル ニブ ハー リ (5778)、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (109) 


アラ ビア 文字 に よる 「 ム ハン マ ド だ ) の 名 前 の 芸術 的 デザ イン 。 
造形 芸 稔 家 フ ァ リ ー ド だ ・ ア リー 圧 の 好意 に よる 


第 8 章 169 
環境 保護 を 説く ムハンマド の 教え 


ムハンマド は 緑 あ ふれ る 世界 を 呼び か けた 


彼 は 環境 保護 を 森 比 万 象 を 創造 し た 唯一 神 の 信仰 と 結び つけ まし ft 
た 。 唯一 神 を 信仰 する 者 は 、 神 が 支配 する 国 の 自然 環境 を 破壊 する 講 記 
こと は 許さ れ て いま せん 。 天 然 資源 の 汚染 、 す な わ ち 水 、 植 物 、 動 
物 、 土 、 空 気 、 海 洋 の 生態 系 と いっ た 自然 環境 を 汚染 する こと は 、 
イス ラー ム 的 観点 か ら は 決し て 受け 入れ られ ませ ん 。 


「 ム スリ ム が 種 を まき 苗木 を 植 


A. 樹木 が 育っ て 人 びと や 家畜 
や 鳥 が その 実 を 食べ た り 役 立て 
た りす る と き 、 この ムスリム の 行 
い は サダ カ ( 神 か ら 報い られ る 
施し ) と みな され る | 


LINDY FS 
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自然 資源 は 完璧 な 均衡 を 保っ て いる 


ムハンマド は 信者 に 対し 、 す べ て の 自然 資源 は 唯一 神 に よっ て 創造 
され 、 そ れ ゆ え に 完 璧 に 均衡 が 保 た れ て いる と 教え て いま す 。 


環 
境 / 突 に すべ て の 事物 を 、 わ れ は ぎ ち ん と 計っ て 創造 し た 」 
I EULTINTOE ES, MOMRF CH SNTWOS | 
/… そ れ は すべ て の も の を 完成 な され る アッ ラー の 綿 業 で ある 。 
共 当 た 彼 は あな た 方 の うこ と を 脱 知 な され る 」 
BANS —Y R544, BIBS, 274886) 


人 びと は 自然 資源 に 対し て 等 し く 権 利 を 有する 


自然 資源 は 唯一 神 か ら の 人 類 へ の 贈り 物 で す 。 
それ ゆえ 私 た ち は 自 然 資源 を 独占 し た り 、 
むやみ に 消費 し た りす べき で は あり ま 

th. ムハンマド は すべ て の 人 間 


は 、 水 、 緑 (植物) 、 火 (エネ 付加 価値 

ルギー) に 対し て 平等 に 権 環境 を 汚染 し な い 

利 を 有 し て いる と 述べ 

て いま す ( 合 法 的 に ace 

民営 化 さ れ た も ーー 
の 以外 )。 自然 資源 を 無駄 遣い し な い 


自然 資源 を 有効 利用 する と と も に 再 利 用 する 


ーー ーー 
_ a 
SN > i 環 
—_ = E 境 
=, 


(B77 —YR238 148) 


si a 「 神 へ の 信仰 の 表し 方 は 、 神 

の 唯一 性 を 確証 する (アッ ラー 
ムハンマド は 自然 資源 の 保護 や 環 [BME = 
境 保護 は 人 びと が 守る た め の 最低 P tones 
限 の ルー ル で ある と し て 、 次 の よ [Peo ea as 
うに 教 友 た ち に 話し て いま す 。 Re a eye 


「 あ な た は 危害 を 加え る こと も | Peis 
被る こと も あり ませ ん 」 LANZ ES 


と れ は アラ ビア 文字 に よる 書道 で 7 ムハンマド が だ ) と 
JAT eC RRENTWES. THIAKOKOBORO 
よう に 見 そえ ま す 。 


ži 
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ムハンマド は 水 の 公平 な 配分 を 求め 
無駄 使い を 強く 戒め た 


ムハンマド は 礼拝 の た め に 
清め を し よう と し て いた 教 
友 に 、 例 え 川 の 近く で あっ 
て も 水 を 無駄 遣い し て は な 
ら な いと 明言 し まし た 。 


また 別 の と き は 、 溜 まり 水 
を 汚し た り そ の 周辺 で 用 を 
た し た り し て は いけ な いと 
も 言い まし た 。 


アッ ラー は 聖 ク ルアー ン で 以下 の よう に 言わ れ て いま す 。 


FUE (BUTE SEABED IE, EC LILO WH CHS. 
TECH LENS 


/… 度 を 越し て は な ら な い 。 ま こと に だ 彼 な 、 
浪費 する 者 を 好ま れ な い 」 


( 聖 ク ルアー ン 第 21 章 30 節 、 第 17 童 27 節 、 第 7 童 31 盆 ) 


\ 「… 水 か らち ら 、 わ れ は すべ て の 生き 物 を 食っ た の で ある 」 


環境 に 付加 価値 を 与え る 


ムハンマド は 例え 宇宙 の すべ て が 崩壊 し 、 す べ て の 生命 が 終わ り を 
告げ よう も 、 環 境 に 付加 価値 を 与え 続け る よう に と 推奨 し まし た 。 


Sid 


「 も し 終末 の 日 が 来 た と し て も 、 手 元 
に 苗木 が あり 、 植 える こと が で きる の 
で あれ ば 、 そ うし な さい 」 


神 を 信じ る 者 た ち は 自 然 環境 を 改善 し 保護 する こと が 
求め られ ます 。 神 は 、 地 球 に 悪影響 を 及ぼ し た り 、 作 
物 や 家畜 を 絶滅 させ る よう な こと は 好ま れ な い 。 


7 来 度 の 在 ま ぼ い を 計 い 求め 、 こ の 訂 に お いて あな た が 務め る べき 玉 り 当 
て を 忘れ て は な ら な い 。 そし て アッ ラー が あな た に 問 いも の を 与え そら れ て 
いる よう に 、 あな た も 状 行 を な し 、 MCB CHICA CEES 
O, まこ と に アッ ラー は 悪事 を 行う 者 を 好ま れ な い 」 

BY VP—Y P2887 Thi) 
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Hh EDEELLEVSEDE, MRCHRREE, BUIADEDNE 
環 SEMAD IAD CRO EDIEEV, KMD HITE CBE, DAD 
B ちろ そ か に し た も の は な い 。 や が て みな 主 の 衝 許 に 如 集 され る の で ある / 


BINS —Y FO R38 HD) 


ムハンマド は 動物 た ち を 丁重 に 扱う よう 呼び か けた 
彼 は 正当 な 理由 な く 動 物 を 閉じ 込め た り 拘束 し た りす る こと に 反対 


し まし た 。 動 物 を 鞭 打 っ た り 叩 いた りす る こと に も 反対 で し た 。 動 
物 を 大 切 に 扱う よう に 、 物 語 を 通し て 、 あ る い は 自ら 手 本 を 示し て 
教え まし た 。 


ハラ ー ル は ハラ ー ル な 食べ 物 以上 の 深い 意味 を 持つ 


ムハンマド は 信徒 た ち に 、 神 の 許し が な い 限 り 、 人 間 に は いか な る 
動物 を も 殺す 権利 が な いこ と を 教え まし た 。 あ る 種類 の 動物 だ け 
を 、 神 の 許し (すべ て の 被 造物 へ の ) に よっ て の み 、 人 間 の 消費 の 
た め に 居る こと が で きま す 。 雑食 の 豚 を 除い て 、 草 食 動物 だ けが 食 
用 に 許可 され て いま す ( 牛 、 羊 、 鶏 、 肉 食 で な い 鳥 な ど ) 。 


合法 (ハラ ー ル ) な 層 殺 は で きる だ け 

痛み を 伴わ な い 方 法 で 

例え ば 切れ の 悪い 刃物 に よっ て 動物 を 層 殺 し て は な ら な い 
(鋭利 な 刃物 を 使用 せ ね ば な ら な い ) 。 動物 を 石 で 打ち 殺 
す 、 あ る い は 別 の 動物 が 見 て いる 前 で 層 殺 を 行っ て は な ら な 
い 。 ム ハン マ ド は 動物 を 別 の 動物 が いる 前 で 層 殺 し た 人 に 言っ 
た 。「 も う 1 頭 を 2 度 殺 し た いで すか 」 
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に 


境 


ある と き ム ハン マ ド は 、 1 人 の 
男 に 動物 に 対し 優し い 扱い を 教 
える 必要 性 を 感じ まし た 。 そ こ 
で ムハンマド は 、 ラ クダ が 「 愚 
痴 を と ぼ し た 」 と その 男 に 言い 
まし た 。 な ぜ な ら 、 そ の ラク ダ 
は 限度 を 超え る 荷 を 背負 わ さ れ 
て いた か ら で す 。 


また 別 の と き 、 ム ハン マ ド は 仲間 た ち に 言い まし た 。「 こ の 鳥 の ヒ 
ナ を 捕まえ た 者 は 誰 で あれ 、 母 鳥 の も と に 戻し て や ら な けれ ば な り 
ませ ん 」 
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動物 に 対す る 寛容 さ を 行動 で 示す 


ムハンマド は 、 西 暦 627 年 、 ウ ムラ (宗教 的 信仰 儀礼 ) を 行う た め 、 教 
友 た ち を 率い て マッ カ へ と 向かう 途上 、 全 隊列 の ルー ト を 変更 し ま 


| し た 。 な ぜ な ら 隊 列 の 通り 道 で 犬 が お 産 の 最 中 で あり 、 母 犬 を お び ES 
えさ せ た く な か っ た か ら で す 。 境 
動物 に 優し くす る 者 は 報 わ れる 


動物 た ち に 対す る 親切 な 行い は 神 か ら の 報奨 に 値 し ます 。 ムハンマド 
は 、 一 人 の 男 の 行 い に つ いて 話 を し まし た 。 その 男 は 喉 が 湯 い て いま し 
た 。 井戸 を 見 つけ た 男 は 、 水 を 飲む た め に 井戸 の 中 に 降り て いき まし 
た 。 水 を 飲み 終え 井戸 か ら 出 て 来る と 、 ROBE CHAU CHBRE 
見 つけ まし た 。 する と 男 は 再び 井戸 へ 下り 靴 で 水 を 流 み 、 犬 に 与え まし 
feo 神 は この 行い を 賞賛 され 、 男 の 過 去 の 罪 を お 許し に な り ま し た 。 


別 の 機会 に ムハンマド は 、 神 が 一 人 の 女 に 入 
を 与え られ た 話 を 仲間 た ち に 語り まし 
た 。 な ぜ な ら ば 、 そ の 女 は 猫 を 死ぬ 
まで 閉じ 込め て 拘束 し た か ら で 
。 女 は 猫 に 食べ 物 も 与え ず 
に 出す こと も し ませ ん で 


し た 。 
x 


w 


BrT 
ox 
sot 
ANN 
3 
GBs NP 
i qe CU 


7 言っ て や る が いい 。 『 人 人 びと よ 、 衝 は あな た 方 
すべ て だ 適わ され た アッ ラー の 使徒 で ある 。 
KEWOKHAL, HOLD CHE. KV YF O 
IZDANE, FEWER NCEE SMT CHS. 
CMDAT IF -EB GREETS, 
FAST OEZ, BACHE. 
ECDFIUZEDEBEICSNSEGDNS CHA II 


(BANS LR 7 章 758 筋 ) 


第 9 章 179 
ムハンマド に も た ら さ れ た 神 か ら の 奇跡 


多く の 学者 は 、 人 びと を 信仰 へ と 導く ム ハ 
ンマ ド に 与え られ た 使命 は 、 彼 以前 の 預言 
者 や 使者 た ち に 与え られ た 使命 に 比べ 過酷 
な も の で あっ た と みな し て いま す 。 ム ハン 
N マ ド に も た ら さ れ た 最大 の 奇跡 は 聖典 クル 

ー ン で す 。 そ れ は 神 か ら の 神聖 な 啓示 と 
し て アラ ビア 語 で 朗 詩 され まし た 。 


ca 
跡 


ビア 語 を 母語 と する 人 た ちの 反対 に も 
か か わら ず 、 ム ハン マ ド は ア ae A x 
化 、 宗 教 を 持つ 民族 や 共同 体 に イス ラー ム を 伝え まし た 。 


/ 緩 ら は クル アー ン に つい て 、 よく 考え な い の で あろ うか 
る も し それ が アッ ラー 以外 の る もの か ら 益 た と すれ ば 、 
彼ら は その 出 に 多く の 矛盾 を 児 褒 す で あ ろう 」 
(YP FATE ) 


な ぜ ク ルアー ン は 永遠 の 奇跡 な の か ? 


クル アー ン に 作者 は いま せん 。 ム スリ ム に と っ て 聖 
クル アー ン は 神 の 言葉 で あり 、 人 類 へ の 永遠 の メッ 
セー ジ で ある と 考え ます 。 ま た クル アー ン は 何者 
に よっ て も 、 預 言 者 に すら 言い 換え られ る こと な 
く 、 神 の 言葉 が 記さ れ た 唯一 の 書 で ある と 信じ ら 
れ て いま す 。 
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ムスリム た ち は 、 ク ルアー ン が 神 の 言葉 そ 
の も の で あり 、 全 人 類 へ の 永久 不変 の 教え 
で ある と 考え て いま す 。 神 の 言葉 が 、 神 の 
使徒 は も と より 、 他 の 誰 に も 言い 換え られ 
る こと な く 保 持 さ れ て いる 、 唯 一 の 書物 だ 
と 信じ て いま す 。 聖 クル アー ン 第 17 章 88 節 
に は 、 こ の よう に 明言 され て いま す 。 


SF abt 


/ 言 っ て や る が いい (ムハンマド よ ) 。 PELEAMEL YL ATMALAY. 
この クル アー ン と 局 じ よう な も の を 生み 記 そ うと し て も 、 
この よう な も の を 先 み 万 すこ と は で き な い 』 J 
IVP —Y PT BS Mi) 


他 に 例 の な い 聖 ク ルアー ン の 継承 ・ 保 存 
現在 の 聖 ク ルアー ン は 、 今 か ら 1400 年 以上 前 に ムハンマド に 下さ れ 
た も の と まっ た く 同 一 で す 。 当初 、 ク ルアー ン は 多く の 敬 虚 な ム ス 
リム た ち に よっ て 一 語 一 句 間違え る こと な く 暗 記さ れ ま し た 。 


そし て ムハンマド の 死後 、 ア ブー バク ル ・ ア ッ シ ッ ディ ー ク が 初代 
カリ フ で あっ た 時 代 に 、 初 め て 一 冊 の 書物 と し て まとめ られ まし 
た 。 そ の 後 オ スマ ン ・ ビ ン ・ ア ッ フ ァ ー ン が 第 三代 の カリ フ に 就任 
し た と き ク ルアー ン の 写本 が 作成 され 、 イ スラ ー ム の 各地 域 に 配布 
され まし た 。 ム ハン マ ド の 死後 13 年 後 の こ と で し た 。 


と れ な は 聖 ク ルアー ン の 章 匂 の 一 部 で す 。 神 は 信徒 た ち に 逆 べ て いま す 。 
7 われ に 万 れ 。 わ れ は あな た 方 に 応え る で あろ う J 
(BIW —Y B40H 608) 
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アラ ビア 語 で 「 タ ワ ア トゥ ル 」 と は 、 ク ルアー ン の 絶対 的 な 信 爆 性 
を 確認 する こと で す 。 な ぜ な ら ク ルアー ン は さま ざま な 人 びと に 
よっ て 世代 か ら 世 代 へ と 途切れ る こと な く 、 ま た 矛盾 や 違い も な 
く 、 ま っ た く 同 一 の も の が 受け 継が れ て きた か ら で す 。 


クル アー ン の 独自 性 

また ムハンマド の 言葉 や 教え が ク 
ルアー ン と 明確 に 区 別 さ れ て いる 
こと も 注目 すべ きこ と で す ( ク ル 
アー ン は 人 間 の 言葉 に よる 修飾 
が 一 切な され て お ら ず 、 純 粋 に 
神 の 言葉 だ け で 成り 立っ て いま 
す )。 ム ハン マ ド の 言葉 や 教え は 「 預 言 者 の スン ナ 」 と 呼ば れ 、「 ハ 
ディ ー ス 」 と いう 本 に まとめ られ て いま す 。 こ れ ら の 本 に は ム ハ ン 
マ ド の 教え 、 生 き 方 、 ま た クル アー ン の 説明 が 記さ れ て いま す 。 


ハデ ィ ー ス と 他 の 聖典 と の 比較 


イス ラー ム 以 外 の 宗教 の 聖典 は 人 間 に よ っ て 、 彼 ら の 言葉 や 言い ま 
わし で 書か れ て いま す 。 ハ ディ ー ス は イス ラー ム 学 者 に よっ て 編集 
され 、 ム ハン マ ド 自 身 の 言葉 
や 教え が 盛り 込ま れ て いる こ 
と か ら 、 多 く の 研 究 者 た ち に 
よっ て ハデ ィ ー ス は 他 の 宗教 
の 聖典 に 相当 する と 考え られ 
ます 。 
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例え ば 聖書 は 1400 年 か ら 1800 年 か け て 40 人 も の 作者 に よっ て 書か 
れ ま し た 。 そ し て 、 そ れ ら は 66 冊 の 書物 に 編集 され 、 上 旧約 聖書 (39 
ft) と 新約 聖書 (27 冊 ) に 分 けら れ ま し た 。 


クル アー ン 中 の 言葉 は 、 人 類 に 向け て 神 が 話 す と いう 形式 に な っ 
て いま す 。「 私 た ち 」 や 「 私 」 と いっ た 名 詞 が 「 言 え 」 の よう な 
動詞 と と も に 使わ れ ま す 。 (「 お お ムハンマド よ 、 彼 ら に 言い な 
さい 」 な ど ) ムハンマド は 、 は っ きり と クル アー ン が 神 の 言葉 で 
あり 、 自 ら の 言葉 で は な いと 述べ て いま す 。 


比類 な き 朗 主 方 法 と その 保存 


クル アー ン が 読 謡 ある い は 朗 衣 さ れる と き に は 「 タ ジュ ウィ ー ド 」 
と 呼ば れる 独特 な 読み 方 や ルー ル を 説明 
する 知識 が 求め られ ます 。 


「 タ ジュ ウィ ー ド 」 は クル アー ン そ の も 
の だ け で な く 、 ム ハン マ ド と 教 友 た ち が 
行っ て いた 朗 衣 と 同一 だ た と ムスリム た ち 
は 信じ て いま す 。 


クル アー ン の 朗 調 方 法 
は ムハンマド の 朗 衣 を 直接 耳 に し た 者 た ち に 始 
まり 、 世 代 か ら 世代 へ と 受け 継が れ 今 日 まで 続 
いて いま す 。 
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「 タ ジュ ウィ ー ド 」 は 独特 な 教科 で 、 他 の どの 宗 
教 に も 存在 し な いと 言わ れ て いま す 。 こ れ に よっ 
て 、 教 友 に たち が どれ ほど ムハンマド に 敬意 を 払 
い 、 一 語 一 句 正確 に 彼 の 朗 語 方 法 を 保存 し よう と 
し た か が うか が えま す 。 


クル アー ン は 正則 アラ ビア 語 で 下さ れ ま し た 。 ア ラビ ア 語 は その 膨 
大 で 豊 な 語 慕 数 か ら 、 イ スラ ー ム 学者 た ち に よっ て 他 の どの 言語 に 
も 勝る と 言わ れ て いま す 。 


と の こと か ら も 、 ア ラビ ア 語 は 神 の 言葉 を 表す の に 他 の 言語 より も 
適切 で あっ た と 言え ます 。 例 えば 、 ア ラビ ア 語 は アル ファ ベッ ト が 
28 文 字 で す が 、 英 語 の D を 強く 発音 し た よう な 「 ダ ーッ ド 」 や T を 強 
く 発 音 し た よう な 「 タ ー」 は 他 の 言語 に 存在 し ませ ん 。 各 単語 か ら 
100 以 上 の 派生 語 が で きる た め 、 ア ラビ ア 語 の 語 革 数 は 600 万 語 以上 
に も な り ま す 。 こ の 数 は 知ら れ 
て いる 世界 の どの 言語 の 語 箇 数 
より も 多い と いわ れ て いま す 。 


クル アー ン に お ける 科学 的 事実 


ビッ グ バ ン と 宇宙 の 創造 

ムハンマド の 時 代 に は 、 宇 宙 の 創造 、 惑 星 の 動き 、 地 球 が 平ら で あ 
る か 球体 で ある か な ど に つい て 、 
誰 も 知り ませ ん で し た 。 ム スリ ム 
は 、 森 羅 万 象 の 創造 者 で ある 唯一 
神 の み が 、 そ れ ら が どの よう に 創 
造 され た か を 知っ て いる と 信じ て 
いま す 。 


1400 年 以上 も 前 に 、 ク ルアー ン 
は 宇宙 の 創造 、 太 陽 と 月 の 動き 、 
地球 の 自転 や 昼 と 夜 の 仕組 みな ど 


に つい て 言及 し て いま す 。 


現在 の 科学 で は 、 何 世紀 に も わた っ 
て 集め られ た 観測 デー タ に 基づい た 
「 ビ ッ グ バン の 法則 」 に よっ て 、 
宇宙 の 創造 が 説明 され て いま す 。 
「 ビ ッ グ バン の 法則 」 に よれ ば 、 宇 
宙 は 大 き な 一 つの 塊 で あっ た が 、 巨 
大 な 爆発 に よっ て 銀河 系 が 形成 され 
た と 説明 され て いま す 。 
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宇宙 の 膨張 


西暦 1925 年 、 ア メリ カ 人 天文 学者 エド ウィ ン ・ 
ハブ ル は 観測 に 基づい て 、 銀 河 系 と 宇宙 は 膨 
張 し て いる と 発表 し まし た 。 そ の 証拠 と し て 、 
自身 の 観測 に 基づい た デー タ を 提示 し まし た 。 ま 
た 、 惑 星 は 太陽 の 周囲 を 椿 円 軌道 の 軸 を 中 心 に 回 っ て 

いる と いう と こと を 科学 的 に 証明 し まし た 。 


こう し た 現代 科学 が 証明 し た 事実 と 1400 年 以上 も 前 に ムハンマド に 
よっ て 伝え られ 、 現 在 ま で 保存 され て いる クル アー ン の 次 の よう な 
類似 点 に 驚か され る で し ょ う 。 
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EWILEVEKBILDEZVOM, KEMI — NADE TORD, 
われ は それ を 分 けた 。 そ し て 水 か ら 一 切 の 生き も の を 創っ た の で ある 。 
それ で も 彼ら は 儲 爺 し な い の か 」』 

5 BANS —y #2 1308) 
Bo (SND SEH OLD) THOER CEN, CULTKEMMECMD IG 
IMA, BFDEIFESBEICD ADS, DIUCHKENIEMESNZE, 

Kills BRO 『 私 た ち は 旋 ん で 参上 し ます 』 と 店 し 上 げた 」 
CHINA F411 18D) 


PEC EILIREN, EAA AEH ZAENI CHS. 
ENB, MHNTIFDACOS] 
(LIV P—V 582 133i) 

[phie hto CKEFIBET 果て し な い 友 が り に し た / 
BY VP— LS 184 7H ) 
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胎児 学 と 人 間 の 創造 


ムハンマド は 人 間 の 創造 を 説明 する に あたっ て 、 以 下 の 奇 跡 的 と も 
いえ る クル アー ン の 節 を 朗 詩 し まし た 。 そ の よう な 知識 は 彼 の 時 代 
に は な く 、 胎 児 学 は 1400 年 前 に は まだ あり ませ ん で し た 。 


PUEDE ZAOMPAUCHIS 1, 3 つの 磨 黒 の 中 に お いて 、 
創造 に つぐ 和 創造 を な され た 。 
この 御方 が アッ ラー、 あな た 方 の 主 で ある 。 大 権 は 彼 に 選 す る 。 
彼 の ほか た に 者 は な ない の で ある 。 
あな た 方 は どう し た ら 彦 き 却 ろ こと が で まき る の か / 
BANS —Y R63 OND 


現代 科学 は 子宮 の 中 の 胎児 は 、 胎 芽 の 頃 か ら 

(1) 母親 の 前 腹壁 、 (2) FREER (3) MEF 
膜 に に っ て し っ か り 守 られ て いる と 説明 され て い 
ます 。 


クル アー ン の 中 に 、 
人 類 の 創造 を 描写 す 
る 驚く べき 章 句 が あ 
り ま す 。 


(DaIusHeDR HED 5 A fal filo 7<. 
KIE, DIVEMRAGMO WE UT 
刻 過 な 企み か に 紛 め た 。 

ENDS dIME, CORMZ—-OO MO BUCH YO, 
RICE OMOBA 5 LO ASL fill 9, 
KUCEDO AMA 5 47 fil 9, 

RICA CED HEE. 
EUCKEIED OA TTHBIZAIO_EIF 7 | 
(BANS —Y R23 5512-14 fii) 
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BCNETLI, ERICK OTHRENKBEORE 
は 、 ク ルアー ン で 述べ られ て いる こと と 同一 で あり 、 
皮膚 以前 に 骨 が 形成 され 
る と いう 点 に お いて も 上 
記 の 節 と 一 致し ます 。 
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TO, RFORBRISGROFEA CREM GICHIETSCED, 
科学 者 に よっ て 発見 され て いま す 。 こ の こと は 、 ク ルアー ン の 内 容 
と 矛盾 し ませ ん 。 聖 クル アー ン 第 9 章 32 節 、 第 2 章 76 節 、 第 78 章 23 節 
で は 、 視 覚 の 前 に 聴覚 が 発達 する と 述べ られ て いま す 。 


lÈ oE EENET Y F— hitid] 
CHINI 523 k14) 


驚異 的 な 年 の 数 え 方 


聖 ク ルアー ン 第 18 章 25 節 で は 、300 年 と 

「9 年 」 間 、 洞 窟 の 中 で 過ごし た と いう 7 人 
の 眠れ る 青年 た ちの こと に つい て 触れ て いま す 。 ム ハン マ ド の 時 代 
に 、 な ぜ そ れ が 「309 年 」 と 書か れ て いな か っ た の か 知る 由 も あり ま 
せん で し た 。 
また 当時 の アラ ビア 半島 に お いて 、 太 陰暦 と 太陽 暦 の 違い に つい て 
知る 者 は いま せん で し た 。 太 陰暦 の 1 年 は 西暦 と 比べ て 11 日 短く 、 
300 年 で 太陰 暦 と 太陽 暦 の 差 は 9 年 に た る の で す 。 


聖 ク ルアー ン は 通常 604 ペ ー ジ に 印刷 され 、8 万 語 か ら な る 114 章 
6348 節 で 構成 され て いま す 。 最 も 長い 章 は 286 節 か ら 成 り 短 い 章 


は 3 節 の み で す 。 
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未来 の 出来 事 に 対す る 驚く べき 預言 


聖 ク ルアー ン 第 30 章 2-5 節 は 、 次 の よう に 述べ て いま す 。 


「 ロ ー マ の 民 は も っ と も る 近い 、 も っ と も 低い 壇 に お いて 
打ち 負 か さ れ た 。 だ が 彼ら な 数 年 の うち だ 話 即 を 得る で あろ う 。 
藤 の 場合 も 後 の 場 合 も 、 すべ て は アッ ラー だ 悦 する 。 ZOH, MO 

fa tE72 BLM OBNEES CHAI, 役 は 御 望 み の 考 を 助け られ る 。 
WILE IITE 5 OTK S BEARR ETT CB 5NS J 


ムハンマド の 時 代 に アラ ブ の 人 びと が 、 当 時 の ニニ 
つの 超大 国 が 10 年 後 ど の よう な 運命 を 辿る か 、 あ 
る い は その 戦い に 破れ た 国 が 数 年 後に 勝利 する こ 
と を 予想 する こと な ど 不 可能 で し た 。 し か し ペル 
シャ 帝国 が ロー マ 帝 国 に 西暦 614 年 か ら 619 年 まで 
の 間 に パ レス チ ナ 地方 で 勝利 し 、 エ ル サ レ ム の 攻略 に 成功 し た こと 
は 歴史 的 事実 で す 。 さ ら に その 数 年 後に ロー マ 人 た ち は イ ラク の 町 
ニ ネ べ に お いて ペル シャ 帝国 を 破り 、 再 度 勝利 し まし た 。 


驚く べき 地勢 学 


現代 で は 地勢 学 の 発展 に より 、 ヨ ル ダ ン 地溝 帯 に ある 死海 が 海抜 マ 
イナ ス 422 メ ー ト ル (1385 フ ィ ー ト ) と いう 、 地 球 上 で 最も 低い 場 
所 に ある こと は よく 知ら れ て いま す 。 驚く べき こと に 上 記 の 聖 ク ル 
アー ン の 節 で は 、 ロ ー マ 人 た ち は ア ラビ ア 半 島 に 近い 土地 で 敗れ 、 
その 土地 は 地球 上 最も 低い 場所 で ある こと が 述べ られ て いま す 。 


BES 上 記 の クル アー ン の 三 筋 に ある / ア ドナ / と いう アラ ビア 語 ば も と も と 一 番 近 いと いう 
意味 と 一 番 低 いと いう 二 つ の 意味 を 圭 っ て いま す 。 
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注釈 
1. 旧約 聖書 は 紀元 前 1500 年 か ら 400 年 の 間 に へ ブラ イ 語 で 書か れ 、 
新約 聖書 は 紀元 後 1 世紀 前 半 に ギリ シャ 語 で 編 筐 され まし た 。 一 
般 的 に 、 マ タイ に よる 福音 書 が 最 古 の ゴス ペル で 、 西 暦 50 年 か 
ら 75 年 の 間 に 書か れ た と 言わ れ て いま す 。『 ヨ ハネ に よる 福音 書 』 
は 最後 に 書か れ た も の だ と 考え られ 、 そ れ は 西暦 80 年 代 と され 
て いま す 。 
2. 胎生 学 に つい て の 詳細 は 以下 を 参照 し て くだ さい 。 
www.eajaz.org, WWw.islamhouse.com 


以下 の 写真 は 、 一 般 に 七 人 の 眠れ る 青年 が 滞在 し た 洞窟 だ と 信じ ら 
れ て いま す 。 こ の 洞窟 は アブ ー・ ア ラン ダ と いう ヨル ダン 西部 の 地 
域 で 発見 され まし た 。 ヨ ル ダ ン 政府 は その 洞窟 の すぐ 近く に モス ク 
を 建設 し まし た 。 写 真 の 扉 は 洞窟 の 入り 口 に 設置 され た も の で す 。 。 


Jr SN 
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Bi 
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Hin SO Akl 


預言 者 へ ハハ ンマ ド は 両手 の 指 を 組ん で 、 この よう に 言い まし た 。 
「 信 徒 た ち は 一 棟 の 建物 の よう に 
互い に 強く 結ば れ て いる の で す 」 
( ブ ハ ー リ ー、 ム スリ ム 、 テ ィ ル ミズ ィ ー に よる 伝承 ) 


ムハンマド の 言葉 と 教え は 影響 力 が 大 きく 、 
人 生 の あら ゆる 出来 事 に 触れ て いま す 。 そ れ は 英知 、 
神 の 啓示 に 基づい て いま す 。 
預言 者 の 言行 は 「 ス ン ナ 」 と し て 知ら れ 、 
クル アー ン に 次 ぐ で イス ラー ム 法 の 
第 二 の 源 と な っ て いま す 。 


/ あ な た 方 の 妙 剛 は 送っ て いる の で も な い 。 
また 周 違 っ て いる の で も な い . 
また (月 分 の ) HOTERG I TWS4D CER 
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: IŠ 
| 定め に よる 死 
ii 人 間 


ムハンマド だ な は 砂 の だ 三 相 の 線 を 始 ぎ 、 そ し て 言い まし た 。 
7 これ な 人 山 で す (人 な この 誰 で 、 多 く の 望 み を 鞍 ち 計 画 を 立て ます )。 
希望 を 成 庵 し た のり 獲得 し た りす る た め に 生き て いる な ら ど ば 、 
死 が 先 に その 者 に 訪れ る で ある ろう 」 


Jy 


/ 刀 つの 前 に 万 つ を 役立て な さい : 
老化 CEP) Once 
WIAD wie KERE 
ELl ANA OnjicaHe 
LIEZ ORRERI 
JEDRC ÆI (リヤ ー ダ ・ サ ー リ ヒー ン ) 


De 


THI LA OR RAEk, RETAED RUG CHS J 
GINAT lL SCH) 


i 
H 
D 
= 


[BS OMDIBA UC TWSIOOKAB LIE, HER ERIRCHS | 
(リヤ ー ダ ・ サ ー リ ヒー ン ) 


Je» 


PHNERKODIDOBE (だ れ か が 所 育 し て いる も の と 同じ も の 
DMLVEMs Tb, HE ECHL TEAD AOL Z) を 論 い て 
FILENTOESF. -Old, MRABSAICHeIUT, CNEIEG 
IES LE, TOA, MRBSAICRMERIT, CHIichEsT 

行動 し 、 ほ は か の 者 た ち に 教 大 する と き で す 」 
( プ ハ ー リ ー、73775) 


Je» 


7/ 人 びと の た め だ 、 物 事 を 容易 に し な さい GAICEDDS FH 
に つい て ) 、 因 難 に し て は な り ま せん 。 吉 雪 を 全 え る よう に し 、 


ENBUL TEV ECAJ 
( プ ハ ー リ ー、69777) 


Je» 


MEI IEP MAR RIE CEA PMG 2S BHED, 
DBS E CORT Ehz ENS. KAT, MOWED 


KEK Li V SB GEMS EDZOJ 
( プ ハ ー リ ー、2082/22) 


者 
の 


/ 月 分 月 身 を 愛す る よう だ 局 旋 を 愛さ な い 良 り 、 あ な た な 
者 の 儲 徒 に は な なれ ま せん ( プ ハ ー リ ー、73/ の 


es 


7 すべ て の ムスリム は サタ ダ タカ (任意 の 施し ) を 行う 必要 が あり ます 。 
ELHET EDZE RODIE, (BUY CHUTE CHET kI CLAE 
BULBDAIODS RINE, IDOKOFI EEEH EO, 

& LE FHT SMFDAOD ORIEK OREG, 
HEE PAUL IT OD DREIZ O (EZEZ). 
これ こそ が 人 に 対す る 施し な の で す 」 

( ブ ハ ー リ ー、1445/30) 


Di 


[ADES BEER, SOOT ELMORE FE tA 
和信 び と が 継続 的 に 利益 を 得 ら れる よう な を 慈 状 を 施し た 場合 。 
FIAD DITI B ARRE EIR Letife 
DELIL ERDEI F, MOD EDC MO MAG e HAL L RDS 
FR WUE) な 子 を 残し た 場合 で す 」』 
(AKAUL, FAVS Kt—. Fvt—-f-leL SEH) 


Mito S de 


FETIEWCEMERNERED, HU GTUIEHITIT EY 
MIELE, BUFTODRUGTORMA LIT SEF UE, 
Z L TEOD b o TATELA OJ 

(ティ ルミ ズィー7987、 ア フ マ ド が 5/753) 


Jy 


HR GELS) Ekm DITH OES. 
CUTHER HID (SHEATH LORO ( 心 を 落ち 
BODES) , (HAIHSENEDEWUEB ECS CLE FI 
(LA YL 15/2553) 


why 


TRA E ROIT BELA CHUCUTHUET A CSB V Ett A. 
RE Elk, BROBDWTEKESICAPEMASNSEATCT 
( プ ハ ー リ ー、 ム スリ ム 、 ア フ マ ド に よる 仮 承 ) 


Ds 


[7y FL RHOHZ CEHI, MECEHOTE (GW) Z 
(ES AIUI ARE FENE TED, 
BRA BBE LE) IETF ERETT] 
( プ ハ ー リ ー6018、 ム スリ ム 74-47) 


(上 記 の 言葉 は すべ て 、 男 任 と 女 任 の 双方 に 当て は まり ます ) 
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食物 と 薬 に まつ わる 
預言 者 へ ムハンマド の 言葉 
預 
予防 は 治療 に 勝る 8 
ムハンマド は 医師 で は な か っ た も の の 、 健 康 的 な 食 生活 、 薬 草 に よ E 


る 治療 や 代替 治療 に つい て 彼 が 語っ た 内 容 は 、 の ち に 「 預 言 者 の 医 
学 」 と し て 知ら れる 本 に まとめ られ まし た 。 


ムハンマド は よく 胃 は 満た す の に 最も 適さ な い 
器 で ある と 話し まし た 。 空 腹 を 満た す 程度 の 小 
食 の ほう が 胃 を 満杯 に する より も 好ま し い の で 
す 。 そ うす る こと で 、 健 康 を 害する 要因 を 妨げ 
る こと が で きま す 。 


彼 は 教 友 た ち に 、 適 度 に 飲み 、 肥 満 を 避け 、 活 
動 的 で 健康 な 生活 を する よう に 推奨 し まし た 。 彼 は 、 聖 クル アー ン > 
第 7 章 31 節 に お ける 唯一 神 の 言葉 を 朗 謡 し まし た 。 


IPALOFRE, LTOMFRCHO 
TEENVEKMEAIZ OIE EW, 
そし て 食べ た り 飲 ん だ り し な さい 。 だ が 
度 を 越し て は な ら な い 。 去 当 だ 彼 GD 
な 渦 費 する 者 を 好ま れれ な いり 」 


198 
ムハンマド は 大 麦 を 処方 し た 


今日 、 大 麦 の さま ざま な 効用 に 関す る 研究 
が 重要 視 さ れ て いる よう に 、 大 雲 若葉 は 完 , 
璧 な 自然 の 栄養 補助 食品 で す 。 

多く の 酵素 、 ビ タ ミ ン 、 ミ ネ ラ ル 、 植 生 科 
学 物質 、 碧 を 防ぐ 効果 が ある と され る トリ 
プ ト フ ァ ン を 含む 8 種 の 必須 アミ ノ 酸 を 含ん で いま す 。 


回 
者 
2 
= 


ムハンマド は タル ビー ナ と 呼ば れる 大 麦 の スー プ が 胃 の 病 に 効果 が 

あり 、 悲 し みや 鬱 を 助け る 働き が ある と 話し まし た 。 彼 

の 妻 ア ー イ シャ は 近親 者 を 亡くし た 者 に 悲し み を 和 

ら げ る た め 、 タ ルビ ー ナ ・ ス ー プ を すす め ま し た 
( ブ ハ ー リ ー の 伝承 に よる ) 。 


\ 
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医学 的 な 研究 に よる と 、 貴 鬱病 は 心 的 状態 を 管理 する 脳 内 の 科学 
物質 も し く は 神経 伝達 物質 が 減少 する こと で 起こ る と 言わ れ て い 
ます 。 


Seton S che Du Ss 


心 的 状態 と 関係 の ある 3 つの 神経 伝達 物質 と は 、 セ ロト ニン 、 
ノル アド レナ リン と ドー パ ミ ン で す 。 大麦 は セロ トニ ン を 抗 鬱 
作用 と する よう な 働き が わか っ て いま す 。 1400 年 前 に ム ハ ハ ン 
マ ド が 大 麦 を 推奨 し た 事実 は 驚く べき こと で す 。 


ir! 
T Ma も 


wT. 


付い i 
V4) 


Wa i 
Te E 8 
er, She, P My k "WY W 
PEA UNA SS 。 


MARI h 


ムハンマド は 小麦 を 
食 さ ず 、 大 麦 あ る い 
は 大 麦 の 粉 で 作っ た 
パン を 食べ て いま し 
た 。 


Mito S de 


全 粒 大 麦 に は 多く の 栄養 が 含ま れ て いる こと が わか っ て いま す 。 
血糖 制御 や 小さ な 血栓 が で きる の を 防ぎ 、 コ レス テロ ー ル を 下げ 
る 作用 が あり ます 。 


rN ザム ザム の ミネ ラル ウォ ー タ ー 

y) ザム ザム は マッ カ の 聖 モ スク の カアバ 神殿 か ら 西 に 20 メ ー 
NE の トル ほど 離れ た 場所 に ある 、 井 戸 か ら 湧き 出る ミネ ラル 
ウォ ー タ ー で す 。 ム スリ ム は 、 そ れ が 何 千 年 も 前 に イブ ラー ヒー ム 
の 息子 イス マー イー ル が 忠 の 渦 き を 訴え て 泣き な が ら 地 面 を 蹴っ た 
と ころ 、 奇 跡 的 に 湧き 出し た も の と 信じ られ て いま す (母親 の ハー 
ジル が 水 を 長い 間 探 し 回 っ た 後に ) 。 


ザム ザム の 水 は わ ず か に アル カリ 性 (pH=7.5) で 、 独 特 の 味覚 が あ 
YES (蒸留 水 の よ うな ミネ ラル 成分 が 除 か れ た 水 を 飲む と 、 胃 の 中 の 酸性 脱 塩 水 
や 酸性 水素 イオ ン を 生成 し ます 。 ま た 胃酸 の 逆流 を 防ぐ 効果 も あり ます ) 。 


ムハンマド は 、 ザ ム ザ ム の 水 は 唯 一 神 か ら の 恵 の 水 だ と 言い まし 
た 。 そ れ は 滋味 あふ れる 水 で あり 、 さ ま ざ ま な 病気 を 癒し ます (バッ 
ザー ル と タバ ラー ニ の 伝承 に よる ) 。 


米国 食品 医薬 局 に よっ て 、 ミ ネ ラ ルウ ォ ー タ ー と は 少な く と も 
250ppm の 全 蒸 発 残留 物 を 含む も の と 定義 され て いま す 。 


ザム ザム の 水 は 分 析 の 結果 、mg/L あ た り 1000ppm を 超え る 総 溶解 固 
形 分 を 含ん で いる こと が 判明 し て いま す 。 こ の 数 値 は 世界 保健 機関 
が 規定 する 飲料 水 の 基準 を 満た し て いま す 。 


回 
者 
2 
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202 
ザム ザム の 水 に は 、 胃 、 心 臓 、 筋 肉 、 神 経 な どの 正常 な 機能 を 保つ 
た め に 必要 な カル シウム 、 さ ら に 歯 に 必要 な フッ 素 、 食 物 の 消化 に 
必要 な 重 炭 酸 塩 と いっ た 人 間 の 身体 が 必要 と する ミネ ラル が 含ま れ 
て いま す 。 


回 
者 
の 
葉 


ザム ザム の 水 は カ ル シ ウ ム 
が 豊富 で 、 含 有 量 は 195- 
200mg/L で す (この 数 値 は 成 
人 が 1 日 に 摂取 する よう 推奨 
され て いる カル シウム の 20 % 
に あたり ます ) 。 


例え ば 「 エ ヴィ アン (カル シ ウ 
ム 含 有 量 78-80mg/L) 」 や 「 ペ 


リエ (カル シウム 含有 量 147- A 
150mg/L) 」 な ど 、 よく 知ら れ ASA 
て いる ミネ ラル ウォ ー タ ー よ り uy \ ) 
も 含有 値 が 高く な っ て いま す 。 N J 


ミネ ラル ウォ ー タ ー は 筋肉 や 関節 の 炎症 、 リ ュー マチ 、 関 節 炎 を 和 
ら げ る と いっ た 効果 が ある と され て いま す 。 


dl, と れ は アラ ビア 語 で 「 ラ スー ルッ ラー (HORE) | EVSBROSBEC NEE 
NN 滴 の 形 に 構成 され て いま す 。 フ ァ リ ー だ ・ ア リー 左 の 好意 に よる 。 


203 
医薬 と し て の トリ ュ フ 


ムハンマド は 言い まし た 。「 ト リュ フ 
は "マン ナ (イス ラ エ ル の 子ども ら に 下 
賜 さ れ た ) “の 一 種 で 、 そ の 汁 は 目 の 薬 
で ある 」 ( ブ ハ ー リ ー、 ム スリ ム 、 テ ィ ル ミ 
ズィー に よる 伝承 ) 


回 
者 
= 


砂漠 の トリ ュ フ は 、 ハ ラ タ ケ 科 に 属す る 多肉 質 の 菌類 で 、 キ ノコ の 
よう な 植物 で す 。 砂 漠 の 湿っ た 地下 ( 深 さ 2-50cm) に 、 葉 も 根 も な 
し に 群生 に し て いま す 。 独特 の に お い が あ り 、 白 、 灰 色 ま た は 茶色 の 
も の も あり ます 。 


分 析 研 究 に よる と 、 ト リュ フ の 77% が 水分 で 残り は 蛋白 質 、 脂 肪 、 
炭水化物 と その 他 の 物質 が 混合 し て いま す 。 


近代 科学 の 発見 に より 、 ト 
リュ フ の 液 は 眼病 の 治療 に 
すぐ れ た 効能 を 持つ こと が 
明らか に され て いま す 。 例 
えば 角膜 細胞 の 損傷 を 引き 
起こ す 感 染 性 の 眼 疾患 トラ 
コー マ に 有効 と いわ れ て い 
ます 。 


204 
ムハンマド と オリ ー ブ オ イル 


ムハンマド は 、 オ リー ブ オ イル は 神聖 
な 木 か ら 採取 され る と 言い まし た 。 ま 
た 、 彼 は オリ ー ブ オ イル を 食用 と し 、 
肌 に 塗る こと を すす め ま し た (ティ ル 
ミー ジィ ー に よる 伝承 ) 。 


回 
者 
の 
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現代 科学 に に っ て 、 オ リー ブ オ イル は 
健康 に 良い こと が 証明 され て いま す 。 
オリ ー ブ オ イル 中 の 脂肪 酸 の 大 部 分 は 
不 飽 和 脂 肪 酸 (無害 の 脂肪 酸 ) C, LDL 
コレ ステ ロー ル (悪玉 コレ ステ ロー 
Ib) の 値 を 調整 する だ け で な く 、 善 玉 
コレ ステ ロー ル の 値 を 上 昇 さ せ 心 臓 病 
を 防ぐ 働き が ある と さて いま す 。 


オリ ー ブ オ イル は 胃 に と 
て も 優し く 、 潰 瘍 や 胃炎 
を 治癒 する の に 有効 な 機 
能 が あり ます 。 


o8- 


オリ ー ブ か ら 生 成 さ れる エク スト ラ ・ バ ー 

ジン オリ ー ブ オ イル は 加工 工程 が 短い た ・ 

め 、 高 レベ ル の 抗 酸化 物 、 特 に ビタ ミン E と A 4 
フェ ノー ル を 多く 含ん で いま す 。 - 


今日 、 オ リー ブ オ イル は 皮膚 病 や 保湿 に 効 & 
果 が ある と 考え られ て いま す 。 ま た 糖尿 病 
の 危険 性 が ある 人 に は 、 低 脂肪 か つ 高 炭 水 
化物 の 食 生活 に オリ ー ブ オ イル を 取り 入れ 
る こと が 推奨 され て いま す 。 研究 に より こ 


回 
者 
o 
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の 組み 合わ せ は 、 低 脂肪 食 の み の 食 生活 よ / N 

り も 血糖 値 を 制限 する 点 で 優れ て いる = 

こと が 判明 し て いま す 。 アッ ラー な 、 天地 の 光 で ある 。 
鋭 の 光 を た と えれ ば 、 MEOR 

ムハンマド は 仲間 た ち に 、 和議 45 な る の で ぁ る 。 放 は ガラ ス の 中 に ある 。 

オリ ー ブ オ イル を 飲ん FAM COLI. 祝 橋 され た オリ ー プ の 水 

だ り 皮 膚 に 塗っ た り だ 炉 さ れ て いる 。( そ の 大 な ) 東方 ORE) CEES, 

する こと を すす め ま Visi (の 産 ) で も な く 、 COMME 火 が ほとん ど 触 れ な いた に 


を 放つ , 光 の 上 に 光 を そえ る 。 アッ ラー な 件 好み の 者 を 、 
BOMEGDNS. アッ ラー な 人 びと の た め た 、 


し た (FIVER 
に よる 伝承 ) 。 


LL 
ヒレ 
m 


qs 
ク 


預言 者 ヘ へ ハ ンマ ド ・ モ スク 

(アル ・ マ スジ ド ・ ア ル ・ ナ バウ イィ ) 
サウ ジア ラビ ア ・ マ ディ ー ナ 

Bt: AELA FEE é RA 

モス ク の 建物 に つなが っ て いま す 。 


fe) 
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ムハンマド 、 男 の 中 の 男 


歴史 に お いて も 、 ム ハン マ ド の 実直 な 性 格 や 人 間 味 あ る 人 と な り が 
頻繁 に 記録 され て いま す 。 彼 の 述べ た こと 、 す な わ ち その 教え は 友 
愛 や 同胞 愛 に 基づい て いま す 。 ま た 彼 の 行い に は 、 ど の よう な 困難 
と いう 言葉 も 入り 込む 余地 は あり ませ ん で し た 。 


wー ロ TH 


ON TP NR 
影響 を 与え た 100 人 』 の 中 で 、 次 の 
fe うに 述べ て いま す 。 


[Z ORRE EIEKO ANVR 
lt, HR CRE EAE RAO — O ZNE 
TL LIED OR EJ ZR ORAGE 


と な り ま し た 。 彼 が 亡くな っ て 7300 年 を 経た 現在 な お 、 そ の 成 光 な 
HIRE L CHA CH 9 KMPH HUBLI RA TOET, 本書 に 登場 する 
EA DEBE MED UID HUE) 
「 人 類 の 歴史 に お いて 、 ム ハ RE Se Ry coe grea) 
ンマ ド を 唯一 比類 な い 人 物 と 27237/ き ロマ クリ が ば 7 に 
で ある と 私 に 強く 感じ させ る ET 

の は 、 そ の 世俗 と 宗教 、 両 面 


に お よぶ 影響 力 の 類 いま れ な MM aa ee 
る 結合 を も た らし た こと に あ STOIC LP FES OKB itt 
り ま す 」 する マッ カ と いう 、 当 歴 の 論外 の 
マイ ケル ・ ハ ー ト BB, Bini, FHIDYLDD Di < 
AEN TEMpICA ENE LZ] 


Mn と れ は アラ ビア 語 の 「 ム ハン マ ド 」 の 名 前 を デザ イン 化し た も の で すず す 。 
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[FAI-LICBUBLINY Y FORAJ, FIX RABBI 
IR | FYR ph EBER-VOPGBAZAD PIE CKEZEDC 
す 。 また ムハンマド は 人 類 史 上 た 、 こ と に 奈教 の 分 野 に お いて 、 イ エ 
RtFVUAREMUCS ODREZALA] 


指導 者 と し て の ムハンマド 


フラ ンス の 作家 で あり 政治 家 の ア ルフ ォ ン ス ・ ド ・ ラ マル ティ ー ヌ 
は 著書 『Histoire de la Turquie』 の 中 で 、 次 の よう に 述べ て いま す 。 


[è LEAHOUEKE, MIJOZ 
LŽ, KROKEEBMAH OFS KE 
の 三 つ の 尺度 で ある と する な ら 
ば 、 ム ハン マ ド と 肩 を 並べ る ほど 
俸 大 な 人 物 は 存在 する で し ょ う 
DJ 


TREO HINZE EOR È | RE 
RAW ZERIT S$. WA, H 
FANIE D NTR RED EET 
SMO, AE HUE ORC 5T ON ANRE ZRIED 5 
MEL, MORF E O JAHI CMTE Ei ESC LICR 
カカ し た 者 は 、 自 発 的 に せよ 非 自発 的 に せよ ムハンマド の 他 た に 存在 し な 
いで し ょ う 。 ERMOK FIC. MET CET EES KERB GA 
AMER LIBITEHILOBW CUE FJ 


また ラマ ル テ ィ ー ヌ は 、 ム ハン マ ド は 武器 や 強権 で は な く 、 理 念 や 
信条 や 精神 力 を 用 いて 現実 の 力 を 得 た と 指摘 し て いま す 。 そ し て 1 國 
の 書物 、 そ の 一 つ ー つ が 法 と な る 書物 に よっ て 、 世 界 中 の あら ゆる 
人 びと と 民族 を 包み 込む 精神 的 な 国家 を 築い た の で す 。 


ヘー ンジ を * ペ シミ レン 


さ ー ロ (H 
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唯一 神 の 使者 、 ムハンマド 
スラ カー の 物語 
20 年 後 の 出来 事 の 預言 
西暦 622 年 、 ム へ ムハンマド が 側近 の アブ ー・ バ クル と と も に マデ ィ ー ナ 
へ 移住 し た 際 、 マ ッ カ の 首長 た ち は 、 ム ハン マ ド を 生死 に か か わら 
ず 連 れ 戻 し た 者 に ラク ダ 100 頭 も の 報償 を 与え る と の 声明 を 出し 
まし た 。 


不運 に も ムハンマド と 教 友 た ち は 、 ス ラ カ ー・ ビ 
ン ・ マ ー リ ク と いう アラ ブ の 騎馬 兵士 に 追跡 され 
て いま し た 。 ス ラ カ ー は 報奨 を 目当て に し て い 
まし た 。 し か し 、 ム ハン マ ド を 追う 途中 、 ス ラ 

カー が 乗る 馬 は 何 度 も つま ず き 、 つ い に 落 馬 
し まし た 。 ス ラ カ ー は 異常 な 事態 が 続く の 
は 、 ム ハン マ ド が 何 か 神 聖 な 力 に 支え られ 

て いる か ら に 違い な いと 考え まし た 。 


その 後 、 ス ラ カ ー が ムハンマド に 接近 し た 
と き 、 ム ハン マ ド は 「 私 が あな た 方 の も と に 

いつ か 戻る こと が で きる な ら ば 、 ペ ル シ ャ は イス ラー ム 国 家 の 傘 下 
に 入り 、 そ の 支配 者 コス ロー ズ の 胸 輸 を は め る こと が で きる で あろ 
う 」 と 言い まし た 。 


スラ カー は 不思議 に 思い 、 そ れ は イラ ン の 皇帝 ホス ロー・ ビ ン ・ ホ ルム 
ズ の こと を 意味 する の か と ムハンマド に 尋ね まし た 。 する と ム ハ ン マ 
ド は 確信 を も っ た 表情 で うな ず き ま し た 。 彼 は イス ラー ム が ペル シャ 
に まで 伝わり 、 世界 中 に 知れ わた る で あろ うと 強く 信じ て いた の で す 。 


スラ カー は マッ カ に 戻っ た 後 も 、 
ムハンマド が 平和 的 に マッ カ を 征 
服 する 西暦 630 年 まで イス ラー ム 
へ 改宗 し ませ ん で し た 。 


西暦 632 年 、 ヘ ムハンマド は 他界 し 
まし た が 、 教 友 た ち は ム ハン マ ド 
の 約束 が いずれ は 現実 に な る と 信 
じ て い まし た 。 


時 が 過ぎ 、 ウ マル ・ ビ ン ・ ア ル ハ ッ タ ー ブ が 第 二 の カ リフ (イス ラー ム 国 
家 の 指 導 者 ) に 就任 し まし た 。 そし て 、 西暦 642 年 に イス ラー ム は ペル 
シャ に まで 到達 し 、 ペ ベル シャ の 皇帝 ホス ロー の 財宝 は ウマ ル の 手 に 渡 
り ま し た 。 


ウマ ル は スラ カー の 物語 を 覚え て お り 、 教 友 た ち に 彼 を 連れ て 来る よ 
うに と の 指示 を 出し まし た (ムハンマド の 預言 か ら 20 年 が 経過 し スラ 
カー は すでに 者 いて いま し た ) 。 


集団 礼拝 の 後 、 ウ マル は スラ カー に 言い まし た 。「 ご こ に ペル シャ の 夏 
PRAO-DOMRDSS. これ こそ が まさ に ムハンマド だ が あな た た だ 約 
束 し た 物 で みす ムハンマド だ の 約束 が 果 た され た こと を 証明 する た め 、 Z 
れ を 身 に つけ すべ て の ムスリム た ち に 見 せ 
な さい J 。 


スラ カー は 涙し 、 そ こ に いた 者 た ち も す す 
り 泣 きま し た 。 ムハンマド の 預言 は 彼 が 亡 
く な っ て か ら 10 年 後に 現実 の も の と な っ た 
の で し た 。 
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カアバ 神殿 の 鍵 永続 的 な 約束 


西暦 630 年 、 ム ハン マ ド は マッ カ の 首長 た 
ち に 勝利 し 、 マ ッ カ へ 平和 的 に 入り まし 
た 。 彼 は 故郷 で ある そこ で 余生 を 過ごす た 
めで は な く 、 多 神 教 を 打ち 倒し カアバ 神殿 
(唯一 神 を 崇拝 する た め に 建築 され た 立方 
形 の 建物 ) の 本 来 の 存在 意義 を 回 復 す る た 
め に マッ カ へ 戻っ た の で す 。 彼 は カアバ 
神殿 の 周辺 か ら 偶像 を 一 掃 し 、 教 友 ビ ラー ル に 対し カアバ 神殿 
の 上 か ら 次 の よう に 呼び か ける よう に 言っ た の で す 。 


さ ー ロ (H 


アッ ラー は 俸 大 な り 。 ア ッ ラ ー は 俸 大 な り 。 
アッ ラー の ほぼ ほか に 神 は な く 、 ム ハン マ ド は 神 の 使徒 で 
ある こと を 私 は 証言 し ます 。 


ムハンマド は カアバ 神殿 の 鍵 が 必要 で あっ た た め 、 鍵 の 管理 者 で 
あっ た オス マン ・ ビ ン ・ タ ル ハ (バニ ー・ シ ャ イ バ 族 ) を 呼び まし た 。 
イス ラー ム 以 前 か ら バ ニー・ シ ャ イ バ 家 が カアバ 神殿 の 守衛 と な り 、 鍵 
の 管理 者 で ある と いう 栄誉 が バニ ー・ シ ャ イ バ 家 に 与え られ て いた こと 
を 知っ て お く 必 要 が あっ た の で す 。 この 名 誉 と 責任 は 代々 受け 継が れ 、 
オス マン ・ ビ ン ・ タ ル ハ が 当時 の 管理 人 で し た 。 


し か し オス マン は ムスリム に な っ て か ら 日 が 浅く 、 以前 は ムハンマド を 
信じ て いな か っ た こと か ら 、 ムハンマド が カアバ 神殿 に 立ち 入り 礼拝 す 
る こと を 拒否 し て いま し た 。 し か し ムハンマド が マッ カ に 戻っ た と き に 
は ムハンマド に 鍵 を 返却 する 以外 、 オ スマ ン に 選択 肢 は あり ませ ん で 
し た 。 


214 

と の と き 多 く の 人 びと は ムハンマド に 対し 、 オ スマ ン に 鍵 を 預かる 名 
準 を 引き 続き 与え て ほし いと 頼み 込み まし た 。 そし て 何 千 人 も の 聴衆 
は 、 誰が 次 の 管理 者 に 任命 され る か 固 嘩 を の ん で ムハンマド を 見 つめ 
て いま し た 。 


沈黙 を 破っ て ムハンマド は カアバ 神殿 の 扉 を 開け 偶像 を 一 掃 し まし 
た 。 そし て 彼 は オス マン を 見 つめ て 言い まし た (以前 の 協定 に 敬意 を 払 
う 形 で ) 。 


「 今 日 は 忠誠 心 と 敬 神 の 日 で ある ! 鍵 を 受け 取り な さい 。 今 か ら 審 
判 の 日 に いた る まで 侵略 者 以外 に 誰 も バニ ー・ シ ャ イ バ パ 家 か ら 鍵 を 礁 
うこ と は で きま せん 」 
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現在 まで 続く 忠誠 
驚か れる か も し れ な い が 、 カアバ 神殿 の 鍵 は 現在 も バニ ー・ シ ャ イ バ 
家の子 孫 に よっ て 管理 され て いま す 。 


1400 年 以上 た っ た 現在 で も 鍵 は 代々 受け 継が れ て いる の で す 。 SE 
お 鍵 を 奪 お うと する 者 は な く 、 仮に その よう な こと を 
試み る 者 が いる な ら ば 、 ムハンマド が 言い 渡し た よう 

に 侵略 者 と みな され る の で す 。 


今日 で さえ 、 サ ウジ アラ ビア 政府 が カアバ 清掃 な ど 巡 礼 の 準備 を 行う 
と き に は 、 サ ウジ アラ ビア の 一 族 で ある バニ ー・ シ ャ イ バ パ 家 の 担当 者 
に 連絡 し 、 神殿 の 扉 を 
開け て も ら っ て いる の 
で す 。 
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私 た ちの 時 代 の 預言 者 へ ムハンマド 

カレ ン ・ ア ー ム スト ロン グ は 著書 『 私 た ちの 時 代 の 預言 者 ムハンマド 』 
の 中 で 、 ムハンマド の 多く の 功績 を 理解 する た め に は 、 彼 の 生涯 に つ 
いて 冷静 な 態度 で 臨む べき で ある と 記し て いま す 。 同時 に ムスリム に 
対し て だ け で な く 、 ヨー ロッ パ の 人 びと に と っ て も 学ぶ べき 多く の 教訓 
が そこ に は ある と 述べ て いま す 。 


ムハンマド は 、 戦 乱 に 明け 暮れ て いた 暗黒 の アラ ビア に 、 平 和 を も た 
ら す た め に 文字 どおり 身体 を 張っ て 奮闘 し た の で す 。 彼 は その 生涯 を 
私 利 私 欲 、 不 平等 、 不 腺 な ど に 立ち 向かう こと に 捧げ た の で し た 。 


カレ ン は 、 人類 が 大 き な 不 幸 を 避け よう と する の で あれ ば 、 イ スラ ー 
ム 諸 国 と 西洋 諸国 は 互い に 寛容 で ある だ け で な く 理 解 し あう こと が 肝 
要 で あり 、 そ の こと を 1 4 世紀 も 前 に 示し た の が ムハンマド と いう 人 物 
だ っ た と 述べ て いる の で す 。 


MUHAMMAD 


サウ ジア ラビ ア の マデ ィ ー ナ に ある 預言 者 ヘ へ ハン マ ド ・ モ スク の 人 金 細工 
が 施さ れ た 扉 
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“KI ハ ー ゴ 導 思 ” 条 協 
Ne leh 


チマ ー ン の スル タン ・ カ ブー ス ・ グ ラン ド ただ た ・ モ スク 。 揚 影 ピー ター・ ゴ ー ル だ 
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デジ タル 作家 ピー ター・ ゴ ー ル ド 

シド ニー 生ま れ の デザ イナ ー で あり デジ タル 作家 の ピー ター・ ゴ ー ル ド は 、 現 
代 グ ラフ ィ ッ ク デ ザイ ン 、 美 術 、 写 真 へ の 情熱 と 上 質 な 視覚 的 か つ 精 神 的 な イ 
スラ ー ム の 伝統 を 探究 する た め 「 ア ザー ン 」(www.azaan.com.au) を 設立 し まし 
た 。 彼 の イス ラー ム 諸 国 各地 に お よぶ 旅行 と 調査 は 、 創 作 に ヒン ト を 与え 、 紛 争 
が 絶え な い 世 界 へ の 平和 の 祈り を 示し て いま す 。 彼 の 作品 は 展覧 会 や 他 の 作家 た 
ちと の コラ ボレー ショ ン を 通し て 内 外 の 多く の 人 びと に 知ら れ て いま す 。 
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本 田 孝一 (日 本 ) 

日 本 人 アラ ビア 書道 家 。1946 年 生ま 
れ 。1969 年 東京 外国 語 大 学 、 ア ラビ 
ア 語 学科 卒業 。 大 東 文化 大 学 国際 関 
係 学部 教授 。 

本 田 氏 は 2000 年 、 ト ルコ の ハッ サン ・ 
チェ レビ ー 師 より 書道 印可 (イジ ャ ー 
ザ ) を 授与 され まし た 。 以来 、 同 氏 は 
中 東 や 日 本 、 欧 米 の 数 多く の アラ ビ 
ア 書 道 展 に 出展 し 、 高 い 評価 を 受け 
て いま す 。 

本 田 氏 は アラ ビア 書道 に 見 せら れ て 
いる 。 日 本 や 中 国 の 書道 と 異な り 、 
文字 全体 の 形 を も 表す アラ ビア 書道 
は 、 円 や 椿 円 形 に その 特徴 が あり ま 
す 。 こ れ は アラ ビア 文字 の 書き 方 が 
より 柔軟 な こと 、 そ し て 幾何 学 紋様 
な ど を 描く と き 文 字 を 伸縮 自在 に 使 
うこ と が で きる か ら で す 。 

現在 、 本 田 氏 は 日 本 に お ける アラ ビ 
ア 書 道 の 第 一 人 者 で ある だ け で は な 
く 、 世 界 で 最も 有名 な アラ ビア 書道 
家 の 一 人 で す 。2005 年 、 ロ ンド ン ・ 
大 英博 物 館 の 「 イ ジャ ー ザ 展 」 に 招 
待 参加 し て いる 他 、 彼 の 作品 は 多く 
の 権威 ある 賞 を 受賞 し て いま す 。 
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佐川 信子 (日 本 ) 

著名 な 日 本 人 女性 アラ ビア 書道 家 。 大 学 で 
美術 を 専攻 し た 後 、 東 京 の アラ ブ ・ イ ス 
ラー ム 語 学院 で アラ ビア 語 を 学習 。 そ の 
後 、 ダ マス カス に 留学 し 高 名 な シリ ア 人 書 
道家 に 弟子 入り 、 書 家 と し て の 資格 免許 を 
取得 。 個 展 や 大 学 で の 講義 を 通し て 日 本 に 
アラ ビア 書道 と イス ラー ム 文 化 を 紹介 し て 
いま す 。 平仮名 や 漢字 と の コラ ボレー ショ 
ン 作 品 も 創作 し て いま す 。 
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a 


上 の 作曲 は [7Y FOP LE SFE 


に よっ て 形作ら れ て いま す 。 


a 


MSAD 


a 


IEPER EH 


226 

ピー ター・ サ ンダ ー ス (イギリス ) 
ピー ター・ サ ンダ ー ス は 1960 年 代 
半ば か ら 活 躍 す る イギリス の 写真 家 
で 、 世 界 各地 で 撮影 し た 2500 点 以 
上 も の 写真 を 発表 し て いま す 。 彼 の 
最初 の 写真 集 「In the Shade of the 
Tree」 で は 、 素 晴らし い ム スリ ム 文 
化 の 多様 性 を 認識 する こと が で きま 
す 。 サ ンダ ー ス は モロ ッ コ 政府 に よ 
り 、 モ ロッ コ の 重要 な モス ク や イス 
ラー ム 建 築 を 記録 する 写真 家 に 選ば 
れ ま し た 。 


FNNA 


ハサン ・ チ ェ レ ビ (トル コ ) 


世界 で も っ と も 著名 な イス ラー ム 書 道家 の 1 
人 で す 。 1976 年 に イス ラー ム 書 道 を 教え 始 
め て 以来 、 世 界 各 国 の 40 人 以上 の 生徒 た ち に 
「 イ ジャ ー ザ 」 (イス ラー ム 書 道 の 資格 ) を 
与え て いま す 。 彼 の 秀逸 な 作品 は 世界 の 歴史 
的 に 有名 な モス ク に 展示 され て いま す 。 サ ウ 
ジア ラビ ア の ムハンマド ・ モ スク 、 ク バー・ 
モス ク 、 イ スタ ン ブ ー ル の ブル ー・ モ スク 、 
ドイ ツ の プロ ッ ツ ェ イ ム の ファ ー テ ィ フ ・ モ 
スク 、 南 アフ リカ の ヨハ ネス ブル グ の ジュ ム 
ア ・ モ スク 、 カ ザ フ ス タン の アル マテ ィ ・ 
モス ク 、 ク ウェ ー ト ・ イ スラ ミッ ク メ デ ィ カ 
ル ・ セ ンタ ー な ど で 彼 の 作品 を 鑑賞 する こと 
が で きま す 。 
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モハ メッ ド ・ ザ カリ ヤ (アメ リカ ) ¥ 
アメ リカ 人 書道 家 の ザ カリ ヤ は 卓越 し た イス 
ラー ム 書 道 芸 術 大 使 で す 。19 歳 の と き モ ロッ コ 
や スペ イン 、 さ ら に 英国 で アラ ビア ・ イ スラ 
ム 書 道 を 学び 、 ト ルコ の イス ラー ム 書 道 界 に お 
いて 二 つ の 免許 を 取得 し た 最初 の アメ リカ 人 で 
す 。 ア メリ カ で 発行 され た 郵便 切手 「 イ ー ド ・ 
グリ ー テ ィング 」 の デザ イン を 手がけ た こと で 
も よく 知ら れ て いま す 。 主 と し て 、 伝統 的 な ア 
ラビ ア 書 道 と オス マン トル コ 風 の 書 を 書き 続け 
て いま す 。 
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こ て の 作品 は クル アー ン の 一 節 を 表し た も の で す 。 
© BUT ENOMUIE, BOT E CSRS THA CHS I) 聖 クル アー ン 第 55 音 60 節 


ヌー リー ヤ ・ ガ ルシア ・ マ シッ プ 
(スペ イン ) 

スペ イン の イビザ 出身 の 女性 書道 家 。 ア メリ 
カ の ジョ ー ジ ワシ ント ン 大 学 で 文学 学位 を 
取得 し た 後 、 モ ロッ コ で イス ラー ム 芸 術 を 学 
び 、 そ の 後 ト ルコ に 移り 、2007 年 に イス ラー 
ム 書 道 の 資格 を 取得 し まし た 。 彼女 は 現在 、 
米国 、 モ ロッ コ 、 ト ルコ 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 南 ア 
フリ カ 、 中 東 な ど で 、 展 示 会 や ワー クシ ョ ッ 
プ を 通し て 書道 の キャ リア を 積ん で いま す 。 
彼女 の 作品 は 古典 の 書 を 美しい デザ イン で 菊 
ら せ て いま す 。 
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サル バ ・ ラ スー ル (イン ド ) 
1985 年 に ムン バイ で 応用 芸術 の 資格 を 取得 
し まし た 。 元 の アラ ビア 語 と 近代 的 な 図柄 を 
バラ ンス 良く 保ち な が ら 、 さ ま ざ ま な ジャ ン 
ル を 合体 させ ます 。 彼女 は テラ コッ タ 、 セ ラ 
ミッ ク 、 陶 器 、 ガ ラス 、 革 製品 な ど を 取り 入 
れ た 独創 的 な 作品 で 知ら れ て いま す 。 
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慈悲 あま ね く 慈 愛 深き アッ ラー の 御名 に お いて 
(AOE, 7y Ale CEN COMBS 
n, BMBF IAS BERET, RRO 
EOAOEEEIE, DELESILHEME 
DAROEZ, D% 7E O R MDW 2 ih 
い 願 う 。 わ た し た ち を 店 し い 道 に 導 ぎ た ま 
え 、 あ な た が 御 恵 み を 下さ れ た 人 びと の 道 
le, BEKORD BRI LA, EDK 
える 信 び と の 道 で は な く 」 

( 聖 ク ルアー ン 第 1 章 ) 


と の 作品 は ムスリム た ち が 日 々 の 礼拝 で 唱え る 最初 の 章 を 描い て いま す 。 そ れ は 開 端 章 
(アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ ) と 呼ば れ て いま す 。 
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アフ マッ ト ・ ソ ニ (南ア フリ カ ) 
彼 は 南ア フリ カ ・ イ スラ ー ム 芸術 協会 の 設立 


者 で 、 そ の 作品 を 通し て アラ ビア 書道 と アフ 1 
リカ 文化 の 融合 に 成功 し た と 言 ? 
われ て いま す 。 ア フリ カ の ヌ デ ム 
ベレ 族 に よっ て 描か れ て きた 色 術 
鮮やか な 幾何 学 模様 を 特徴 と す 


る ヌ デ ベレ ・ ア ー ト を 技法 と し 
まし た 。 


こと これ は アラ ビア 語 の クー フィ ー 体 を メデ 
ベレ ・ ア ー ト で 修飾 し た 聖 ク ルアー ン の 
第 1 章 (アル ・ フ ァ ー テ ィ ハ ) で す 。 


アラ ビア 語 で 全能 な る アッ ラー を 
讃え た 美術 作品 。 そ の 意味 は 栄光 と 称 
賛 は アッ ラー の も の 、 ア ッ ラ ー の 他 に 
神 は な く 、 ア ッ ラ ー は 最も 偉大 な り で 
す 。 伝 統 的 な アラ ベス ク 模 様 と 現代 的 
な デザ イン の 融合 に 成功 し て いま す 。 
アラ ビア 文字 が 象牙 の よう に 伸び て い 
ます 。 
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ファ リー ド ・ ア ル ・ ア リー (クウ ェ ー ト ) 

クウ ェ ー ト ・ イ スラ ミッ ク ・ ア ー ト セン ター の 理事 で RB 
あり 、 独 創 的 な デザ イン に より 中 東 で も っ と も 著名 な S 
書道 家 の 一 人 で す 。2005 年 に は 「 ム ハン マデ ィ ー ヤ ー Gd 
ト 」 と いう 「 ム ハン マ ド 」 と いう アラ ビア 語 の 単語 を 

デザ イン し て 描い た 500 も の 作品 を 発表 し まし た 。 そ SG A 
れ ら の 作品 は 歪曲 、 四 角 、 六 角形 、 八 角形 な ど 11 の グ Se 
ルー プ に 分 けら れ て いま す 。 ま た 、「 ム ハン マデ ィ ー 

ヤー ト 」 に 似 た 作品 を 「 ア ッ ラ ー」 と いう 単語 で 作成 

し て いま す 。 
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233 
ムハンマド ・ マ ン デ イィ (アラ ブ 首 長 国連 邦 ) 
ユニ ー ク な 経験 と 独創 的 な デザ イン で 彼 の 作品 は 、 ア ラブ 首長 国連 
邦 を は じ め 数 多く の 国 の 紙幣 や パス ポー ト に 用 いら れ て いま す 。 さ 
ら に 、 ア ブダ ビ の シェ イク ・ ザ イー ド ・ グ ラン ドモ スク を は じ め と 
する 世界 の 多く の モス ク の 書道 デザ イン を 手がけ て いま す 。 
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E] E = ja と れ は 「 ム ハン マ ド 」 と いう アラ ビア 語 の 文字 を 単独 で デ 

ザイ ン し た も の で す 。 マ ン デ ィ に よっ て デザ イン され た 作 
品 の 中 で も 有名 な も の で あり 、「 ム ハン マ ド 」 と いう 単語 が アラ ビア 語 と 英語 を 調 
和 さ せ て 芸術 的 に 描か れ て いま す 。 
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シェ イク ・ ザ イー だ ・ グ ラン だ モス ク (アフ ダビ 、 PIP ERED) 
PSI ERGEBCROEAS SHR CE BBAICKEV ERICH, モス ク の 敷 
地 は 野球 場 石 つ 分 ほど に お よび 、 S4FASDAVED RUBIA CESEENT 
いま 
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CDERAE82ID F—LEN7/MEDBEDET LY FE4AHITVES, そ 
DAB ls5627MEW SHR RADA—ANY KBR, Be 15m, 直径 70m の 
HRRADY PYF UPS RMSNTWES, COEAISTV FA RREEBOP 
CREBACHAHO—DERITUET, 


es HL 
Ji DETTE 


236 


PIF BREED) 
Hitt AF -LEii Ch 5 Ne KN CREBAWEERT CF. 


irs NII 
キン グ ・ フ セイ ン ・ モ スク (アン マン ヨル ダン ) 
現代 イス ラー ム 鞭 方 と 書道 で 筋 ら れ た アン マン で 最大 級 の モス ク と し て 2005 年 に 
HRERE Lz. IADEDHOST LY KEROEA TIS BK 1000MO EO Le 
建ち 、 ここ と から ば は アン マン の 町 が 一 望 で きま み 
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アバ ハマ ド だ た ・ ア ル ・ フ ァ テ フ ・ ERD (バーレーン) 

バーレーン の 治 長 シェ ィ イフ ・ イ ー サ ・ ビ ン ・ ザ サル マ ー ン ・ ア ル ・ ハ リー ファ に よっ て 
7988 年 に 創建 され まし た 。 広 さ は 6500m に お よび 、 Z000 人 も の 信者 が 礼 大 する こ 
と が で きま 、 イス ラー ム 建 築 楼 式 と バー レー ン の 文化 遺産 が 反 訪 され て いま すず 


アル ・ ア クサ ー・ モ スズ スク (エル サレ ム ) 

ムスリム は と の モス ク が 、 唯一 硬 を 信 爺 する た め に 地上 に 建て られ た 2 番目 に 古い 
モス ク だ と 信じ て いま み 最初 に 建て られ た の は マッ カ の 聖 モ スク で まみ, アル ・ ア ク 
サー・ モ スク は ムスリム に と っ て 聖地 の 一 つ で あり 、 ROFF ( 礼 大 の と まき の 
BA) で し た 。 クル アー ン が 唇 示さ れ た 後に 、 FI FIANNA (HE —-D EEO 
た め に 預言 者 ア ブラ ハム に よっ て 建て られ た 立方 体 の 建物 ) へ 移さ れ ま し た 。 


b A . 7 "1 
アル ・ ア クサ ー・ モ スク の 総記 積 は 74 万 4000i に お よび 、/ 手 ブリ ー VALE) (8 
ETIL UFER TAME 7 岩 の だ 一 ム と いう 二 つ の 重 要 な 礼 古 所 が あ 
YES. 


BOK—L (エル サレ ルム ) 

岩 の ド が ー ム は イス ラー ム 幸 奉 閉 モス ク で 、 西暦 688 年 か ら 692 年 の 遍 に ウマ イヤ 硬 
カリ フ で あっ た アブ ドゥ ル ・ マ ー リ ク ・ ビ ン ・ マ ル ワ ー ン に よっ て 、 ムハンマド た が 天 
同 へ 昇天 し た 場所 で ある と ムスリム が 信じ る 場所 に 建設 され まし た 。 Bs tz 
29.4m の 八角 形 を し て いま 素 


ij i tuunge ken 


ウマ イヤ た だ ・ モ スク (ダマ スカ ス 、 シリ ア ) 

ウマ イヤ ド だ ・ モ スク は 西 唇 706 年 か ら 775 年 に 、 ウ マイ ヤ ド だ 穫 の カリ フ で あっ た ア 

ル ・ ワ リー だ に より 建設 され まし た 。 モス ク 内 部 は 4000j に お よび 、 イス ラー ム の 

建築 史上 、 最大 か つ 最 古 の モス ク の 一 つ で 

と の モス ク は パプ ティ スト た 派 の 聖者 ジョ ー ン (アラ ビア 語 で は 頑 言 者 ヤ ヒ ヤリ の 頭 
部 が 煙 葬 され て いる と 信じ られ て いる 寺 奉 を 肥 し て いま 2007 年 に は 、 が ー プ ・ 
ジョ ー ン ・ ポ ー ル 2 葵 が 聖者 ジョ ー ン の 聖 奮 を 訪れ る た め た に 、 ウマ イヤ だ ・ モ スク を 
BALELA. 最 西 端 に ある ミナ レッ ト ば 、 イエ ス が 復活 する と き に は この ミナ レッ 
た の 傍 に 座 薦 する で あろ うと 多く の ムスリム に 信じ られ て いる こと か ら 、 そ れ ば は 
エス の ミナ レッ ト と 呼ば れ て いま ずみ 


グレ ー ト た ・ モ スク (サー マッ ラー、 イラ ク ) 

と の モス ク は イラ ク の サー マッ ラー に ある モス ク で チ み 。 アッ パー ス 生 の カリ フ 、 ア 
ル ・ ム タワ ッ キ ル に より 操 礎 848 年 建設 が 飛 始 され 857 年 完成 し まし た 。 
サー マッ ラー の グレ ー ト ・ モ スク は な 当 礎 最大 級 で し た 。 VIVI1 POBEHENS 
高 よ 52m、 六 33m の ミナ レッ ト ば 螺旋 芝 と な っ て いま みみ モス ク だ に は 77 の 通路 が あ 
Y, 壁 に ば 濃い 青色 の ガラ ス で で きた モザ イク が あし ら わ れ て いま た この ミナ レッ 
ト に は バビ ロニ ア の ジッ クラ ト 様 式 が 所 いら れ て いま すず 
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$ 


スル タン ・ ア フ メ ト た ・ モ スズ ク (トル コ ) 
と の モス ク な は 連なる ド 一 ム と 紹 長い 6 本 の ミナ レッ ト を 送 ち 、/ ブ ルー・ モ スク 
の 名 で 知ら れ て いま ず すず 17 記紀 に オス マン 帝国 の スル タン ・ ア フ メ ト の 命 を 受け 、 


ター ジ ・ マ ノ 1 ル (775. TF) 
ター ジ ・ マ ハル は モス ク で は な く 、 ムガル 落 司 の 第 五代 環 王 シャ ー・ ジ ャ ハン が 坦 
BHI Seb CEI AF -LBRFOBW) CI, その 特徴 的 な デザ イン 


か ら 雇 界 で 最も 有名 な 観光 地 の 一 つと な っ て いま すず 


A ジャ ー マ ー・ マ スジ ド が (ニュ ー デ リー、 イン が だ ) 
7656 年 に 建て られ た イン が 最大 の モス ク で 丈 


Y レッ ド だ フ ォ ー ト (アク ヌ 、 イン ぴり 


248 


i i | 
| | i 
| ラン R al | 
| “el 
; { P 


A ファ イザ ルル ・ モ スク (イス ラマ パー ド 、 パキスタン ) ラル ・ フ ォ ー ト ム (NFZGW 


ーー で デート ーー で 


0N 4 Ahah Y Y 


A スター・ モ スク (ダッ か パン グラ デシ ュ ) オー パー ン ・ ガ リポ リ ・ モ スク シド ニー、 オ ー ス トラ リア ) W 


人 スル タン ・ モ スク > ン ガ が ー 必 スル タン ・ ウ マル ・ ア リ ・ が ザイ フッ デ アー ン ・ モ スク (MRO 
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パッ タニ ー の モス ク (ENV 
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人 ムク リス タ / ル ・ モ スク (クア ラ ト レ ン ガ ヌ 、 マ レー シア ) 
この モス ク は 大 部 分 が ガラ ス で で まき て いま す TY VY BOT AI -LEEREN 
に あり 、 2008 年 に 奈 設 され まし た 。 


プ ト ラ ジャ ヤ ・ モ スク マレー シア) WN 
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ム クア ンタ ン ・ モ スク (クウ アン タン ・ モ スク ) ペラ ッ ク に ある モス ク マレーシア ) Y 


アル = アズ ハル ・ モ スク (カイ ロ 、 エジプト ) 
西暦 977 年 に 設立 され 、 現存 も 運営 され る 世界 最 古 の 大 学 (西暦 988 年 ) と つなが っ 
THES 
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Pe 


bebeb Te as 


F879 ICR LEHR RAMDEAT CF (26,318m), 美しい 建築 と 個体 的 
な デザ イン の ミナ レッ ト た が 注 且 され て いま あみ 
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st) Zee 
コル だ の メス キー タ (スペ イン ) 
メス キー タ は スペ イン 語 で モス ク を 意味 し ます 。 8 記紀 に 、 コル が ババ 痛 長 アブ ドッ 
Ibe FI 2—Y 21H (822-852) D1S#ICL VI RI-LERFOF YI VYEAWTET 
られ まし た 。 HEISTIVENDABEBEEDTWES(ZAVVFOLWNABE). 


NN 


EE ` Past NN 
eo AS ーー 


4 YAN NNN 
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ハッ サン 2 府 モ スク (カサ ブラ ンカ 、 モロ ッ コ ) 
この モス ク は フラ ンス 人 デザイ ナー の ミシェル ・ ピ ン ソ ー に よる デザ イン で 7993 
年 に 完成 し まし た 。 ミナ レッ ト は 世界 で 上 最も 高く 2170m に も な り ま ずれ 夜 に な る と ミ 


ナレ ッ ト の 頂き か ら マ ッ カ の 聖 モ スク の 方 角 へ 向け て レー ザー 光線 が 灯 さ れ ま す 
(2 万 5 子 人 の 収容 が 豆 能 


、 dl a 


カラ ウィ ー ン ・ モ スク (フェ ズ 、 モロ ッ コ ) 

西暦 987 年 に 建設 され た カサ ブラ ンカ の ハサン 2 誰 モ スク に 次 ぐ で モロッコ で 2 番 且 
に 大 まき な モス ク , フェ スズ の 最 古 の イス ラー ム 建造 惣 で も あり まみ, この モス ク に は 
HR AOAZO—OPHBENTWES, 


グラ ンド だ ・ モ スク (パリ 、 フラ ンス ) 
フラ ンス 最大 の モス ク で みえ B-REHFAHEICHMBZENE CZ. 


まき 
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We 注釈: イス ラー ム で は 一 日 に 5 回 
2 私 振 に 立ち ます , 以下 は アザ ー ン 
SF HOU HIT) の 言葉 の 翻訳 
時 で それ ぞ れ 2 回 ずっ つ 忠 えら れ ま 
ンジ 。。 P [PFRI TPY 
ae ラー の 他 た 者 は を いと と を 証言 し 
SED ます 」、「 ム ハン マ ド は その 使徒 
Bn CHBCERMELED. WHE 
pe た 来 な さい ) 、 成 功 の た め た 来 
Ot, な さい リ 、「 アッラー な は 億 大 な り め ) 、 
A (アッ ラー の 他 に 神 は な し 」 


ペン ツ ベ ル ク の モス ク (イツ) 
ミナ レッ ト に は 礼 挟 を 呼び か ける 「 ア ザー ン 」 が 講 ま れ て いま みみ この アラ ビア 書道 
の デザ イン は 、 国 訂 的 受 覚 者 ムハンマド ・ マ ン デ ィ 克 に よる も の で ず 


Y 


aa 
(Iy 
VNA 
AA 
ィ し | 


人 ム グラ ンド ・ モ スク (アンド が ネシア) EREAZ (SZHKRALE. pE) W 


$ 
ef 


nE 


A アウ ワル ・ モ スク 、 が カ ア ッ プ (ケー プ タ ウ ン 、 南アフリカ) 
府 ア フリ カ で 1794 年 に 建て られ た 上 最 初 の モス ク で すず, 


T, F い い =ー a 
ヤク ド だ ス < マ スジ ッ ド た 、 FFREW AY ヤ イ ザ ミ ヤ ・ モ スク 、 ミ が ラン だ 
G Z2 BPTVA) a (ANARIWG, 走 ア フリ カ ) 


i s : 
ie See “と - 一 にし" 1 iw 
DIR. EXTISHHRAODE CHESNIEERZI CS, 近く か ら 見 て も 遠く か ら 


見 て も 華 雇 で 、 非 営 に 急 象 的 で を ジェ ン ネ の 住 展 た ちな 年 に 2 度 、 近く の パニ 
か ら 泥 を 運び 、 総 由 で モス ク の 壁 を 塗り 替え ます 
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